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はじめに

Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、レポート作成、非定型問合せ、OLAP、ダッシュボード、スコアカード、what-if分析などのあらゆるエンタープライズ・ビジネス・インテリジェンスのニーズに応える、完成度が高くオープンな統合ソリューションです。Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)およびOracle Business Intelligence Publisher (Oracle BI Publisher)で構成されています。

このガイドでは、Oracle BI EE、Oracle BI PublisherおよびOracle Real-Time Decisionsのインストール方法について説明します。このガイドでは、これらをまとめてOracle Business Intelligenceと呼びます。

Oracle Business Intelligenceは、エンタープライズ・ビジネス・インテリジェンスのツールとインフラストラクチャを包括的にまとめた製品です。これらのツールとインフラストラクチャとして、問合せと分析のためのスケーラブルで効率的なサーバー、非定型問合せと分析のツール、インタラクティブなダッシュボード、プロアクティブなインテリジェンスとアラート、リアルタイムの予測型インテリジェンス、エンタープライズ・レポート・エンジンなどがあります。

このガイドでは、各種の要件、Oracle Business Intelligence 11g インストーラの新機能、インストール手順に関連するOracle Fusion Middlewareの概念などを取り上げています。また、Oracle Business Intelligenceをインストールして実行するためのシナリオ例もいくつか紹介します。


対象読者

このガイドは、Oracle Business Intelligenceのインストールを実行する開発者、システム管理者およびリポジトリ開発者を対象としています。したがって、ユーザーとグループの作成、グループへのユーザーの追加、オペレーティング・システムへのパッチのインストールなどの一般的なシステム管理操作の実行に読者が精通していることを前提としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポート・サービスへのアクセス

オラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメントとその他のリソース

関連するOracle Business Intelligenceドキュメントのリストについては、Oracle Business Intelligenceドキュメント・ライブラリを参照してください。

また、Oracle Business Intelligence関連のオンライン・トレーニング・リソースについては、Oracleラーニング・ライブラリにアクセスしてください。


システム要件と動作要件

ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。これらのドキュメントは両方とも、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

システム要件に関するドキュメントには、ハードウェア要件およびソフトウェア要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作保証のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













Oracle BIインストールの新機能

この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11g リリース1 (11.1.1)におけるインストール機能の変更点について説明します。

以前のリリースからOracle BI EEにアップグレードする場合は、機能、ツールおよび手順が大幅に異なる場合があるので、次の情報をよくお読みください。Oracle BI EE 11gへのアップグレードの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceアップグレード・ガイド』を参照してください。

ここでは、次のトピックについて説明します。

	
Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.7)の新機能


	
Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.6)の新機能


	
Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.5)の新機能


	
Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.3)の新機能


	
Oracle Business Intelligenceの新概念


	
他のガイド内の関連トピック





Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.7)の新機能

この項では、Oracle BI EE 11g リリース 1 (11.1.1.7)の新機能を説明します。含まれる内容は、次のとおりです。

	
IBM WebSphereへのOracle Business Intelligenceのインストール


	
Oracle Business Intelligenceインストール時のOracle Essbase Suiteの構成


	
BIコンポーザのインストール





IBM WebSphereへのOracle Business Intelligenceのインストール

Oracle WebLogic Serverは、Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントの主要なプラットフォームです。このリリースでは、Oracle Business Intelligenceの「ソフトウェアのみ」インストールを実行する場合、Oracle WebLogic ServerまたはIBM WebSphereを選択できます。詳細は、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドの「第10章 IBM WebSphereでのOracle Business Intelligenceの管理」を参照してください。


Oracle Business Intelligenceインストール時のOracle Essbase Suiteの構成

Oracle Essbaseデータベースの多次元分析機能を使用すると、カスタム分析アプリケーションや企業パフォーマンス管理アプリケーションを短時間で開発できます。このリリースでは、Oracle Business Intelligenceのインストール時に、Oracle Essbaseデータベースとそれに関連するツールを構成するように選択できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の「第27章 Oracle Business IntelligenceでのOracle Essbaseおよび関連コンポーネントの使用について」を参照してください。


BIコンポーザのインストール

11.1.1.7 BIを新規にインストールする場合は、BIコンポーザのインストールおよび構成が自動的に行われます。詳細は、第5.3項「Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成」を参照してください。




	
注意:

以前の11gリリースからOracle Business Intelligence 11.1.1.7にアップグレードする場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』のOracle Business Intelligenceのコンポーザ機能の有効化に関する項を参照してください。










Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.6)の新機能

この項では、Oracle BI EE 11g リリース 1 (11.1.1.6)の新機能を説明します。内容は次のとおりです。

	
11.1.1.6.2の新機能


	
11.1.1.6.0の新機能





11.1.1.6.2の新機能

Oracle BI EE 11g リリース1 (11.1.1.6.2)の新しいインストール機能は次のとおりです。

	
スクリプトを使用したBIコンポーザのインストール





スクリプトを使用したBIコンポーザのインストール

11.1.1.6.2パッチの適用後、スクリプトを使用してBIコンポーザをインストールします。この手順は、以前は手動で実行していた一連の手順にかわるものです。詳細は、第5.3項「Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成」を参照してください。




	
注意:

以前にBIコンポーザをインストールおよび構成し、その後11.1.1.6.2パッチを適用している場合は、同じスクリプトを実行してBIコンポーザを再構成する必要があります。










11.1.1.6.0の新機能

Oracle BI EE 11g リリース1 (11.1.1.6.0)の新しいインストール機能は次のとおりです。

	
スタンドアロンのインストーラにカタログ・マネージャ・クライアント・ツールが含まれる


	
BIコンポーザの手動インストール





スタンドアロンのインストーラにカタログ・マネージャ・クライアント・ツールが含まれる

Oracle Business Intelligenceクライアント・ツール(以前はOracle Business Intelligence管理ツールおよびジョブ・マネージャのみが含まれていた)用の独立したスタンドアロンのインストーラにより、Oracle Business Intelligenceカタログ・マネージャ(オンライン・モードのみ)もインストールされるようになりました。Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストーラは、UNIXオペレーティング・システムを実行するコンピュータあるいは32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムを実行するコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストールし、さらに別のコンピュータでこのクライアント・ツールを使用する組織向けに提供されています。このインストーラを使用することで、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール、アンインストールおよび構成を大幅に簡素化できます。これは、32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムを実行するコンピュータでのみサポートされています。


BIコンポーザの手動インストール

Oracle WebLogic ServerドメインをBIコンポーザのランタイム実装共有ライブラリを含むように拡張し、Oracle BIプレゼンテーション・サービス構成ファイルを構成することにより、BIコンポーザをインストールする機能。詳細は、第5.3項「Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成」を参照してください。


Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.5)の新機能

この項では、Oracle BI EE 11g リリース 1 (11.1.1.5)の新機能を説明します。内容は次のとおりです。

	
11.1.1.5.0の新機能





11.1.1.5.0の新機能

Oracle BI EE 11g リリース1 (11.1.1.5.0)の新しいインストール機能は次のとおりです。

	
ソフトウェア更新のインストール


	
簡易インストール・タイプの主な最適化


	
Oracle Business Intelligenceクライアント・ツール(管理ツールおよびジョブ・マネージャ)用の独立したスタンドアロンのインストーラ


	
既存のMetadata Services (MDS)スキーマのサポート





ソフトウェア更新のインストール

Oracle Business Intelligenceをインストールする過程で、Oracle Business Intelligence 11g インストーラのソフトウェア更新をインストールする機能。ここでは、My Oracle Supportアカウントがある場合にそこから更新をダウンロードしてインストールするオプション、事前にローカル・ディレクトリにダウンロードした更新をインストールするオプションまたはソフトウェアの更新をまとめてスキップするオプションを選択できます。


簡易インストール・タイプの主な最適化

簡易インストール・タイプでは、ノード・マネージャと管理対象サーバーを除くすべてのアーキテクチャ・コンポーネントがインストールされます。さらに、普通は管理対象サーバーでホストして実行するコンポーネントを、かわりに管理サーバーでホストして実行します。これらの最適化は、メモリーのフットプリントとOracle Business Intelligenceの複雑さを低減するものであり、特にデモンストレーション、評価および概念実証のユース・ケースを対象としています。


Oracle Business Intelligenceクライアント・ツール(管理ツールおよびジョブ・マネージャ)用の独立したスタンドアロンのインストーラ

Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストーラは、UNIXオペレーティング・システムを実行するコンピュータあるいは32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムを実行するコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストールし、さらに別のコンピュータでこのクライアント・ツールを使用する組織向けに提供されています。このインストーラを使用することで、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール、アンインストールおよび構成を大幅に簡素化できます。クライアント・ツールは、32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムで動作し、すべてのプラットフォーム上のインストールから使用できます。


既存のMetadata Services (MDS)スキーマのサポート

MDSスキーマは、Oracle Fusion Middleware製品向けおよびOracle Business Intelligenceなどのコンポーネント向けに統合メタデータ・ストアを提供します。既存のMDSスキーマ(つまり、すでに作成済のもの)のインスタンスにOracle Business Intelligenceのインストールを統合できます。これには、Oracle Business Intelligenceのインストール環境を、Business Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマのインスタンスから物理的および論理的に独立したMDSスキーマ・インスタンスに統合することも含まれます。このMDSスキーマは、Oracle Business Intelligenceで必要となるもう一方のスキーマです。


Oracle Business Intelligence 11g リリース1(11.1.1.3)の新機能

この項では、Oracle BI EE 11g リリース 1 (11.1.1.3)の新機能を説明します。内容は次のとおりです。

	
11.1.1.3.0の新機能





11.1.1.3.0の新機能

Oracle BI EE 11g リリース1 (11.1.1.3.0)の新しいインストール機能は次のとおりです。

	
インストールのタスクでOracle Business Intelligence 11g インストーラを使用


	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用してすべてのOracle Business Intelligence製品をシームレスにインストールおよび構成


	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラは柔軟性を提供


	
Oracle WebLogic ServerはOracle Application ServerおよびOracle Containers for Java (OC4J)にかわるもの


	
Oracle Business Intelligenceでは新しいコマンドライン・ユーティリティを使用





インストールのタスクでOracle Business Intelligence 11g インストーラを使用

Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、これまでのバージョンのOracle Business Intelligenceで使用されていたインストーラにかわるものです。第1章「インストールの概要」を参照してください。Oracle Business Intelligence 11g インストーラには、インストール画面ごとにオンライン・ヘルプが用意されています。


Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用してすべてのOracle Business Intelligence製品をシームレスにインストールおよび構成

Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用して、Oracle BI EE、Oracle Real-Time Decisions、Oracle BI PublisherなどのすべてのOracle Business Intelligence製品をシームレスにインストールして構成できます。


Oracle Business Intelligence 11g インストーラは柔軟性を提供

Oracle Business Intelligence 11g インストーラには、ソフトウェアのインストールと構成の手順を1つのプロセスで実行できるほか、それぞれの手順を個別のプロセスで実行することもできる柔軟性があります。


Oracle WebLogic ServerはOracle Application ServerおよびOracle Containers for Java (OC4J)にかわるもの

Oracle WebLogic Serverは、以前のリリースのOracle Business Intelligenceで使用されていたOracle Application ServerとOracle Containers for Java (OC4J)にかわるものです。WebLogic ServerもJavaコンポーネントを扱い、以前のリリースのOracle Business Intelligenceがこれまで提供していた管理サービスの多くを提供します。


Oracle Business Intelligenceでは新しいコマンドライン・ユーティリティを使用

以前のリリースから引き続き用意されているOracle Business Intelligenceコマンドライン・ユーティリティのほか、このリリースでは次のコマンドライン・ユーティリティを使用できます。

	
Oracle WebLogic Serverドメインを管理するためのOracle WebLogic Serverスクリプト・ツール(WLST)。


	
Oracle Process Manager and Notification Server用のOPMNコマンドとopmnctlコマンド。

これらのコマンドライン・ツールの詳細は、Oracle Fusion Middleware管理者ガイドのコマンドライン・ツールを使用するためのスタート・ガイドに関する項を参照してください。





Oracle Business Intelligenceの新概念

Oracle Business Intelligence 11g リリース1には、新しい概念が多数あるほか、10g リリースから意味付けが変更された概念もあります。これらの概念の詳細は、Oracle Fusion Middleware管理者ガイドのOracle Fusion Middlewareの概念の理解に関する項を参照してください。また、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドなどの他のOracle Business Intelligenceガイドにある用語に関する項も参考になります。


他のガイド内の関連トピック

このほかにも、Oracle Business Intelligenceのインストールとアップグレードを実行するユーザーにとって関心のあるトピックがあります。これらのトピックは他のガイドで扱っているものなので、詳細の参照先のトピックとタイトル別に次に示します。

	
Oracle Business Intelligenceの管理

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド





	
データ・ウェアハウスまたは他のデータ・センターの設定

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド


	
『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』





	
ネットワーク全体またはエンタープライズ全体にわたるデプロイメント

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイド





	
Oracle Business Intelligence 11gへのアップグレード

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceアップグレード・ガイド





	
アプリケーションのデプロイメント

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド













1 インストールの概要


Oracle Business Intelligenceは、エンタープライズ・ビジネス・インテリジェンスを配信するための統合ツールとテクノロジの包括的なセットであり、Oracle BI EE、Oracle Real-Time Decisions、Oracle EssbaseおよびOracle BI Publisherで構成されています。




	
注意:

このガイドでは、Oracle BI EE、Oracle Real-Time Decisions、Oracle EssbaseおよびOracle BI PublisherをまとめてOracle Business Intelligenceという用語で表現します。これらの製品のいずれかにのみ適用する説明や指示事項がある場合は、その都度個々の製品名を使用します。









この章では、次の項目について説明します。

	
1.1項「インストール可能な製品」


	
1.2項「インストールのロードマップ」


	
1.3項「インストール・モード」


	
1.4項「インストール・タイプ」


	
1.5項「Oracle Business Intelligenceのアーキテクチャ」


	
1.6項「Oracle Business Intelligenceのディレクトリ構造」






1.1 インストール可能な製品

Oracle Business Intelligenceのインストール・パッケージには次の製品が収録されていて、これら製品のインストール、構成および実行に必要なテクノロジもすべて揃っています。

	
Oracle BI EE(Oracle BIアンサー、Oracle BIインタラクティブ・ダッシュボード、Oracle BIデリバー、Oracle BI管理ツール、Oracle BIジョブ・マネージャ、Oracle BIカタログ・マネージャ、Oracle BI Add-in for Microsoft Office、Oracle BI PublisherおよびOracle BI Composer)




	
注意:

Oracle BI Add-in for Microsoft Officeをダウンロードしてインストールできますが、かわりにSmart Viewをダウンロードしてインストールすることをお薦めします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のBIデスクトップ・ツールのダウンロードに関する項を参照してください。










	
Oracle BI Publisher


	
Oracle Real-Time Decisions


	
Oracle Essbase Suite




Oracle Business IntelligenceにおけるOracle Essbaseの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の「第27章 Oracle Business IntelligenceでのOracle Essbaseおよび関連コンポーネントの使用について」を参照してください。

Oracle WebLogic Serverにインストールする場合は、次の製品の組合せのいずれかをインストールできます。

	
Oracle Real-Time DecisionsまたはOracle BI Publisher


	
Oracle Real-Time DecisionsおよびOracle BI Publisher


	
Oracle BI EEおよびOracle BI Publisher


	
Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、およびOracle Real-Time DecisionsまたはOracle Essbase Suite


	
Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、Oracle Real-Time DecisionsおよびOracle Essbase Suite




IBM WebSphereにインストールする場合は、Oracle BI EE、Oracle BI PublisherおよびOracle Real-Time Decisionsを一緒にインストールできます。

Oracle BI PublisherはOracle BI EEに含まれているため、Oracle BI EEをインストールすると、常にOracle BI Publisherが自動的に選択されます。また、Oracle Essbase Suiteをインストールする場合は、Oracle BI EEとOracle BI Publisherをインストールする必要があります。

Oracle Business Intelligence 11gインストーラは、すべてのランタイム・コンポーネント、およびインストールを選択した製品のためのインフラストラクチャを作成します。Oracle Business Intelligence 11g インストーラを実行した後、インストールした製品では、単一のWebLogicドメインにある同一のOracle Fusion Middlewareインフラストラクチャを共有します。

WebLogicドメインでの使用を意図したOracle Business Intelligence製品は、すべて同時にインストールして構成する必要があります。ある時点で一部の製品をインストールして、後日同じWebLogicドメインに残りの製品をインストールすることはできません。たとえば、Oracle BI EEはインストールおよび構成することを選択するがOracle Real-Time Decisionsについてはしない場合、後でOracle Real-Time DecisionsをWebLogicドメインに追加することはできません。同様に、Oracle Business Intelligence 11g製品を収めたWebLogicドメインを、他のOracle Fusion Middleware製品を収めることができるように後で拡張することもできません。




	
注意:

このガイドでは、Oracle Business IntelligenceをIBM WebSphereにインストールする方法は説明していません。ただし、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドのIBM WebSphereでのOracle Business Intelligenceの管理に関する章でこのガイドを参照している場合は除きます。














1.2 インストールのロードマップ

表1-1は、Oracle Business Intelligenceをインストールして構成する必須タスクの概要を示しています。この表には、各タスクの詳細の参照先も示してあります。


表1-1 Oracle Business Intelligenceのインストール手順のタスク

	タスク	説明	ドキュメント
	
タスク1

	
次のいずれかの方法でOracle Business Intelligenceのインストール・メディアを入手します。

	
Oracle Business IntelligenceインストールDVD


	
Oracle Technology Network (OTN)


	
Oracle Software Delivery Cloud




	
4.3項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの入手」を参照してください。


	
タスク2

	
インストール計画の要件を満たします。

実際のシステム環境が、Oracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。

	
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの動作保証に関するドキュメントを参照してください。

次の場所に移動します:


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


Oracle Business Intelligence特有の要件については、第3章「Oracle Business Intelligenceの要件」を参照してください。


	
タスク3

	
データベースをインストールし、必要なデータベース・スキーマをロードします。

Oracle Business Intelligenceでは、サポートされているデータベースに特定のスキーマをインストールする必要があります。これは、既存のデータベースでRCUを実行することで可能です。

サポートされているデータベースが稼動していることを確認したうえでRCUを実行し、必要なスキーマを作成します。

	
第3.3項「リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。RCUについては、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』にも情報があります。


	
タスク4

	
Oracle Business Intelligenceをインストールします。

	
第4章「Oracle Business Intelligenceのインストール」を参照してください。


	
タスク5

	
Oracle Business Intelligenceを構成します。

	
簡易インストール・タイプとエンタープライズ・インストール・タイプでは、Oracle Business Intelligenceインストーラで構成がシームレスに実行されます。

ソフトウェアのみのインストール・タイプでは、後で構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceを手動でインストールする必要があります。第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」を参照してください。Oracle Business Intelligenceの構成については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』にも情報があります。












1.3 インストール・モード

Oracle Business Intelligenceでは、インストールで次のモードがサポートされています。

	
インタラクティブ・モード: Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用します。大半のインストールは、インタラクティブ・モードで実行されます。詳細は、第4章「Oracle Business Intelligenceのインストール」を参照してください。


	
サイレント・モード: 特定のインストール用に変更したレスポンス・ファイルを使用します。詳細は、4.6項「Oracle Business Intelligenceのサイレント・モードでのインストール」を参照してください。









1.4 インストール・タイプ

Oracle Business Intelligence 11g インストーラでは、インストールで次のタイプがサポートされています。

	
1.4.1項「簡易インストール」


	
1.4.2項「エンタープライズ・インストール」


	
1.4.3項「ソフトウェアのみのインストール」






1.4.1 簡易インストール

簡易インストール・タイプでは、デフォルトの設定で1台のコンピュータにOracle Business Intelligenceのコンポーネントを最小限の手順でインストールします。簡易インストール・タイプでは管理対象サーバーがインストールされません。本来であれば管理対象サーバーでホストして実行するコンポーネントは、かわりに管理サーバーでホストされ、実行されます。これらの最適化によってメモリーのフットプリントとOracle Business Intelligenceの複雑さを低減できます。これらの最適化は、特にデモンストレーション、評価および概念実証のユース・ケースを目的としています。



1.4.1.1 インストール内容

簡易インストール・タイプを選択すると、指定したOracle Business Intelligenceコンポーネントのバイナリ・ファイルがOracle Business Intelligence 11g インストーラによってインストールされます。






1.4.1.2 構成内容

簡易インストール・タイプを選択すると、インストールすることを指定したすべてのコンポーネントに対し、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによってデフォルトの構成設定が適用されます。

インストールを実行するために、Middlewareホームの場所を指定するようにOracle Business Intelligence 11g インストーラから要求があります。

インストール場所の詳細は、Oracle Fusion Middleware Installation計画ガイドを参照してください。








1.4.2 エンタープライズ・インストール

エンタープライズ・インストール・タイプでは、Oracle Business Intelligenceコンポーネントをインストールしてエンタープライズ・デプロイメントを新規作成するか、Oracle Business Intelligence 11gの既存のエンタープライズ・デプロイメントをスケールアウトできます。これにより、簡易インストール・タイプでは指定できない構成設定(ディレクトリ・パス、ホスト名、ポート番号など)をいくつか指定できます。



1.4.2.1 インストール内容

エンタープライズ・インストール・タイプでは、インストールで指定するオプションに応じて次のいずれかを実行します。

	
新規インストール: 選択したOracle Business IntelligenceコンポーネントをOracle Business Intelligence 11g インストーラでインストールします。


	
既存のインストールのスケールアウト: クラスタのプライマリ・ホスト・コンピュータにインストール済のOracle Business IntelligenceコンポーネントをすべてOracle Business Intelligence 11g インストーラでインストールします。ここでは、プライマリ・ホスト・コンピュータを指定する必要があります。









1.4.2.2 構成内容

エンタープライズ・インストール・タイプでは、インストールで指定するオプションに応じて次のいずれかを実行します。

	
新規インストール: 選択したOracle Business IntelligenceコンポーネントがOracle Business Intelligence 11g インストーラで構成され、指定したMiddlewareホーム、OracleホームおよびWebLogic Serverホームに関連付けられます。


	
既存のインストールのスケールアウト: プライマリ・ホスト・コンピュータに構成済のものと同じOracle Business IntelligenceコンポーネントがOracle Business Intelligence 11g インストーラで構成されます。プライマリ・ホスト・コンピュータを指定する必要があります。











1.4.3 ソフトウェアのみのインストール

ソフトウェアのみインストール・タイプでは、後の構成のために既存のMiddlewareホームにソフトウェア・バイナリ・ファイルがインストールされます。Oracle Fusion Middlewareの他の製品のインストール(Oracle SOA Suiteなど)によって、Middlewareホームがすでに作成されている場合があります。複数の製品で共通のMiddlewareホームのバイナリ・ファイルを共有する必要がある場合は、バイナリ・ファイルを既存のMiddlewareホームにインストールすると便利です。

ユーザー固有のJDKを使用してOracle Business Intelligenceをインストールするには、ソフトウェアのみのインストール・タイプが必要です。第4.2.5項「ユーザー固有のJava Development Kit (JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」を参照してください。

このインストール・タイプを選択した場合、Oracle Business Intelligence 11g インストーラではインストールの過程で構成が一切実行されません。インストール後に構成アシスタントを使用して、新しいドメインとインスタンス・ホームでのバイナリ・ファイルの構成、スケールアウトまたは空のWebLogicドメインの拡張を実行する必要があります。詳細は、第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」を参照してください。








1.5 Oracle Business Intelligenceのアーキテクチャ

Oracle Business Intelligenceのアーキテクチャは、その製品を簡易インストールしたか、エンタープライズ・インストールしたかによって異なります。エンタープライズ・インストール・タイプでは、すべてのアーキテクチャ・コンポーネントがインストールされています。簡易インストール・タイプでは、ノード・マネージャと管理対象サーバーを除くすべてのアーキテクチャ・コンポーネントがインストールされています。また、簡易インストール・タイプでは、通常は管理対象サーバーでホストして実行するコンポーネントが、管理サーバーでホストされ、実行されます。次の各図はこれらの相違を示しています。

図1-1は、簡易インストール・タイプでインストールしたOracle Business Intelligenceのアーキテクチャです。


図1-1 簡易インストールによるOracle Business Intelligenceのアーキテクチャ

[image: 図1-1の説明が続きます]

図1-1「簡易インストールによるOracle Business Intelligenceのアーキテクチャ」の説明





図1-2は、エンタープライズ・インストール・タイプでインストールしたOracle Business Intelligenceのアーキテクチャです。


図1-2 エンタープライズ・インストールによるOracle Business Intelligenceのアーキテクチャ

[image: 図1-2の説明が続きます]

図1-2「エンタープライズ・インストールによるOracle Business Intelligenceのアーキテクチャ」の説明





前述のアーキテクチャ図の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceシステムの論理アーキテクチャに関する項を参照してください。






1.6 Oracle Business Intelligenceのディレクトリ構造

一般的なOracle Business Intelligenceのインストール環境は、Fusion Middlewareホームと次の主要なサブディレクトリで構成されます。

	
wlserver_10.3: Javaコンポーネントを格納するWebLogic Serverホーム。


	
user_projects: 製品ドメイン(1つ以上のOracle Business Intelligenceドメインなど)、管理サーバーおよび1つ以上の管理対象サーバーを格納するUser Projectsディレクトリ。


	
Oracle_BI1: Oracle Business Intelligenceに固有のバイナリ・ファイル(読取り専用)をすべて収めたOracleホーム。


	
instances: Oracle BI Server、Oracle BI Presentation Server、クラスタ・コントローラ、Oracle BI SchedulerおよびJavaホストのシステム構成ファイルを格納するインスタンス・ディレクトリ。




図1-3は、すべてをデフォルト値として1つのホストにインストールしたOracle Business Intelligenceの一般的なディレクトリ構造を示しています。


図1-3 一般的なOracle Business Intelligenceのディレクトリ構造

[image: 図1-3の説明が続きます]

図1-3「一般的なOracle Business Intelligenceのディレクトリ構造」の説明












2 Oracle Business Intelligenceの推奨インストールのシナリオ


Oracle Business Intelligenceは、簡素なシングル・ユーザー向けデプロイメントから数千人の同時ユーザーに対応できる高度なセキュリティと可用性を備えたデプロイメントまで、多彩な目的にあわせたインストールが可能です。そのインストーラの機能は、最も多用されるデプロイメントのシナリオを合理的、容易に達成できることを目的としています。

Oracle Business Intelligenceの実際のデプロイメントは、関連する製品が持つデプロイメント上の数々の考慮事項によって異なります。次の各トピックでは、これらのデプロイメントのオプションについて説明します。

	
第2.1項「インストールの着手」


	
第2.2項「インストールのシナリオ」






2.1 インストールの着手

この章では、Oracle Business Intelligenceのインストールで一般的なシナリオについて説明します。ここでは、事前にOracle Business IntelligenceがインストールされていないシステムにOracle Business Intelligenceのソフトウェアを新規にコピーするプロセスを狭義にインストールと定義します。パッチの適用とアップグレードのプロセスは、インストールのプロセスから切り離して考えます。

次の表では、プロセスのタイプごとにその定義と例を簡単に説明し、詳細の参照先をあげています。


	プロセスのタイプ	定義	例	詳細の参照先
	
インストール

	
事前にソフトウェアがインストールされていないシステムに新しいソフトウェアをコピーするプロセス。

	
Oracle Business Intelligence 11.1.1.7.0の新規インスタンスのインストール

	
この本を参照してください


	
パッチの適用

	
既存のインスタンスに少数のファイルをコピーするプロセス(インプレース・インストールともいいます)。パッチはOracle製品の特定のバージョンに関連していることが普通で、その製品の特定のマイナー・バージョンから同製品の新しいマイナー・バージョンへの更新を実行します。パッチ・セットとは、同時に適用することを目的とした複数のパッチを単独のパッチにまとめたものです。

	
Oracle Business Intelligence 11.1.1.6、11.1.1.5または11.1.1.3のインスタンスへのOracle Business Intelligence 11.1.1.7パッチ・セットのコピー

	
『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』、特にOracle Fusion Middlewareパッチ適用プロセスの概要に関する項を参照してください。


	
更新

	
以前のメジャー・バージョンから新しいメジャー・バージョンへの移動

	
Oracle Business Intelligence 10gからOracle Business Intelligence 11gへのアップグレード

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceアップグレード・ガイド』を参照してください。












2.2 インストールのシナリオ

Oracle BI Publisher、Oracle Essbase、Oracle Real-Time DecisionsなどのすべてのOracle Business Intelligence製品に適用できるインストールのシナリオは、主に次の4種類です。

	
第2.2.1項「インストールのシナリオ#1: デモンストレーション、評価または概念実証」


	
第2.2.2項「インストールのシナリオ#2: シングル・ユーザー・デプロイメント」


	
第2.2.3項「インストールのシナリオ#3: ホストされている開発と本番向けのエンタープライズ・デプロイメント」


	
第2.2.4項「インストールのシナリオ#4: 最高レベルの可用性とセキュリティを目指すエンタープライズ・デプロイメント」







	
注意:

旧バージョンのOracle Business Intelligence(Oracle Business Intelligence 10gなど)を既存のOracle Business Intelligence 11gにインストールすることはお薦めしません。











2.2.1 インストールのシナリオ#1: デモンストレーション、評価または概念実証

デモンストレーション、評価または概念実証のシナリオは、デモンストレーションと評価の目的でOracle Business Intelligenceを簡易的にインストールするユーザーや組織向けです。このインストールのシナリオでは、1台のコンピュータ上でOracle Business Intelligenceの簡易インストールを実行します。

このシナリオを開始する前に、使用するシステムがOracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。続いて、RCUを実行して、Metadata Services (MDS)とBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマを作成します。






2.2.2 インストールのシナリオ#2: シングル・ユーザー・デプロイメント

シングル・ユーザー・デプロイメントのシナリオは、既存機能のカスタマイズ、新規機能の構築または独立しているカスタム・アプリケーションの統合を目的としてOracle Business Intelligenceをインストールする個別の開発者向けです。このシナリオでは、1台のコンピュータ上でOracle Business Intelligenceの簡易インストールを実行します。

このシナリオを開始する前に、使用するシステムがOracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。続いて、RCUを実行して、Metadata Services (MDS)とBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマを作成します。






2.2.3 インストールのシナリオ#3: ホストされている開発と本番向けのエンタープライズ・デプロイメント

ホストされている開発と本番向けのデプロイメントのシナリオは、セキュアなクラスタ化環境にOracle Business Intelligenceをインストールする複数ユーザー(多くの場合は開発者)の組織向けです。このシナリオでは、複数のコンピュータ上で1つのスケールアウトしたインスタンスをサポートするのか、または1台のコンピュータ上で複数のスタンドアロンのインスタンスをサポートするのかで、実行するタスクが異なります。



2.2.3.1 Oracle Business Intelligenceのスケールアウトした1つのインスタンスを複数のコンピュータにインストールする

スケールアウトした1つのインスタンスを複数のコンピュータにインストールするには、1台のコンピュータで新規BIシステムオプションを指定してエンタープライズ・インストールを実行します。続いて別のコンピュータでエンタープライズ・インストールを実行しますが、今度はBIシステムのスケールアウトオプションを指定します。Oracle Business Intelligenceシステムをスケールアウトするコンピュータごとに、後者のタスクを繰り返し実行します。

このシナリオを開始する前に、使用するシステムがOracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。続いて、RCUを実行して、Metadata Services (MDS)とBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマを作成します。






2.2.3.2 複数のスタンドアロンのOracle Business Intelligenceインスタンスを1台のコンピュータにインストールする

複数のスタンドアロンのインスタンスを1台のコンピュータにインストールするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
目的のコンピュータ上で簡易インストールまたはエンタープライズ・インストール(新規BIシステムオプションを指定)を複数回実行します。各Oracle Business Intelligenceインスタンスは、そのコンピュータ上にある別々のMiddlewareホームにインストールするようにします。


	
まず、Oracle WebLogic Serverをインストールし、続いてOracle Business Intelligenceのソフトウェアのみのインストールを実行します。その後、構成アシスタントを複数回(インスタンスごとに1回)使用して、同一の(共有している)Middlewareホームで各インスタンスを構成します。

簡易インストールまたはエンタープライズ・インストールを複数回実行する方法に比べると、この方法には2つの大きな利点があります。1つは、Oracle Business Intelligenceの各インスタンス、具体的にいうと各ドメインは、Middlewareホームに格納されたバイナリ・ファイルを共有するので、必要とするディスク領域が少ないことです。もう1つは、共有しているMiddlewareホームですべてのドメインに対して同時にパッチを適用できることです。

これは、Oracle Business IntelligenceをOracle WebLogic Server 10.3.6にインストールする唯一の方法です。簡易インストールとエンタープライズ・インストールでは、Oracle WebLogic Server 10.3.5がインストールされます。このバージョンのOracle Business Intelligenceでは、Oracle WebLogic Server 10.3.5とOracle WebLogic Server 10.3.6の両方がサポートされています。







	
注意:

2番目の方法で説明したように、複数のOracle Business Intelligenceインスタンスは、同一のMiddlewareホームでバイナリ・ファイルを共有していますが、管理サーバーや管理対象サーバーなどのランタイム・コンポーネントは共有していません。それぞれのOracle Business Intelligenceインスタンスでは、それが存在するMiddlewareホームが独立したものか共有しているものかに関係なく、専用のランタイム・コンポーネントを設定し、使用します。









これらのシナリオを開始する前に次を実行します。

	
使用するシステムがOracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。続いて、RCUを実行して、Metadata Services (MDS)とBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマを作成します。


	
ポート管理の方針を決定します。Oracle Business Intelligence 11g インストーラでインスタンスごとにポートを自動的に割り当てることができるほか、.iniという拡張子を持つカスタムのポート構成ファイル(staticports.ini)で独自にポートを割り当てることもできます。前者の方法を選択する場合は、以降のインスタンスをインストールする前に、インストール済のインスタンスのすべてのプロセスを実行していることを確認します。これにより、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、未使用のポートを自動的に識別して割り当てることができます。カスタム・ポート構成ファイルを使用して独自にポートを割り当てる場合は、第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照してください。











2.2.4 インストールのシナリオ#4: 最高レベルの可用性とセキュリティを目指すエンタープライズ・デプロイメント

最高レベルの可用性とセキュリティを目指すエンタープライズ・デプロイメントのシナリオは、分散ネットワークにわたる高度なセキュリティとパフォーマンスを備えたOracle Business Intelligenceのインストールを必要とする複数ユーザーの組織向けです。

このシナリオでOracle Business Intelligenceをインストールするには、それぞれのニーズに応じて次のいずれかの方法を使用します。

	
新規BIシステムオプションを指定したエンタープライズ・インストールを1台のコンピュータで実行します。続いて、別のコンピュータでエンタープライズ・インストールを実行しますが、今度はBIシステムのスケールアウトオプションを指定します。Oracle Business Intelligenceシステムをスケールアウトするコンピュータごとに、後者のタスクを繰り返し実行します。


	
必要な台数の複数のコンピュータで、まずOracle WebLogic Serverをインストールし、続いてOracle Business Intelligenceのソフトウェアのみのインストールを実行します。その後、構成アシスタントの使用などにより、システムを構成します。




これらのどのシナリオでも、それを開始する前に、使用するシステムがOracle Fusion Middleware、Oracle Business Intelligenceおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のインストール要件を満足していることを確認します。続いて、RCUを実行して、Metadata Services (MDS)とBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)スキーマを作成します。

最高レベルの可用性とセキュリティを目指すエンタープライズ・デプロイメントは、最も複雑なシナリオであり、Oracle Fusion MiddlewareとOracle Business Intelligenceがサポートするデプロイメントのオプションを十分に理解して実行する必要があります。このシナリオに取り組む前に、次のガイドを参照しておくことを強くお薦めします。

	
Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド


	
『Oracle Fusion Middleware Installation Guide for Oracle WebLogic Server』


	
『Oracle Fusion Middleware High Availability Guide』


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド














3 Oracle Business Intelligenceの要件


この章では、Oracle Business Intelligenceソフトウェアをインストールする前に知っておく必要のある情報について説明します。この章には次の項目があります。

	
第3.1項「システム要件と動作保証情報」


	
第3.2項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの追加要件」


	
第3.3項「リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」






3.1 システム要件と動作保証情報

ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作保証のドキュメントを参照してください。これらのドキュメントは両方とも、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

システム要件に関するドキュメントには、ハードウェア要件およびソフトウェア要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作保証のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html






3.2 Oracle Business Intelligence 11g インストーラの追加要件

インストールを実行する前に、システム要件および動作保証のドキュメントを読み、インストール先の環境が、これからインストールする製品の最小インストール要件を満たしていることを確認します。

このトピックでは、第2章「Oracle Business Intelligenceの推奨インストールのシナリオ」にあるインストール・シナリオを実行する前に満たしておく必要のある追加要件を示します。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを実行する前に、データベース内にOracle Business Intelligenceの必要なスキーマを作成しておく必要があります(データベースの強化は実行しないでください)。適切な権限とデータを持つこれらのスキーマを作成するには、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)というツールを使用します。このプロセスは、「第3.3項「リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」」を参照してください。


	
RCUを使用する前に、Oracle Fusion Middlewareシステム要件と仕様のリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の要件に関する項を確認してください。

この項には、システムおよびコンポーネント固有のデータベースの要件に関する重要な情報が記載されています。これらの要件は、RCUを実行する前に満たしておく必要があります。









3.3 リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)は、データベースでのOracle Fusion Middlewareデータベース・スキーマの作成と管理に使用できるグラフィック・ツールです。




	
注意:

RCUをサポートしているデータベースの詳細は、システム要件および前提条件に関するドキュメントを参照してください。









この項には、RCUに関する次のトピックがあります。

	
第3.3.1項「RCUによって作成されるデータベース・スキーマ」


	
第3.3.2項「Oracle Business Intelligenceで必要なスキーマの共有」


	
第3.3.3項「IBM DB2でのOracle Business Intelligence 11gスキーマの作成」


	
第3.3.4項「Oracle Business Intelligenceのユーザーに付与されるデータベース権限」


	
第3.3.5項「RCUの入手」


	
第3.3.6項「RCUの実行によるOracle Business Intelligenceデータベース・スキーマの作成」






3.3.1 RCUによって作成されるデータベース・スキーマ

Oracle Business Intelligenceをインストールする前に、RCUを使用して、データベース内にMetadata Services (MDS)およびBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)のスキーマを作成します。

RCUを使用してOracleデータベースにBIPLATFORMおよびMDSのスキーマを作成するには、DBA権限を持ち、SYSDBAとしてログインする必要があります(たとえばユーザーSYSとしてログインします)。SYSDBAロールが付与された他のデータベース・ユーザーを使用することもできますが、これはお薦めできません。SYS以外のデータベース・ユーザーを使用するには、追加の手順が必要になります。この手順は、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件および仕様のOracleデータベースのためのRCUの要件に関する項に記載されています。

RCUを実行すると、CREATE ANY SCHEMA、ALTER ANY SCHEMA、CREATE TABLE、CREATE TABLESPACEなどを使用してデータベース・スキーマや表領域が作成されます。RCUは、system.schema_version_registry$システム表にエントリを書き込むことによってschema_version_registryを更新します。






3.3.2 Oracle Business Intelligenceで必要なスキーマの共有

組織内のサポート対象のデータベースにMDSスキーマがすでにインストールされている場合は、RCUを使用してMDSスキーマを再度インストールする必要はありません。Oracle Business Intelligenceのインストールでは、既存のMDSスキーマを利用できます。このオプションを選択する場合は、RCUの「コンポーネントの選択」画面でMetadata Servicesスキーマの選択を解除します。次に、Oracle Business Intelligenceのインストール時に、MDSスキーマ画面で既存のMDSスキーマの詳細情報を指定します。




	
注意:

同じMDSスキーマを使用して、別個にOracle Business Intelligenceをインストールしている場合、1つのWebサービス・エンドポイントに対して異なるOracle Web Services Manager (OWSM)グローバル・ポリシー・アタッチメント(GPA)を定義することはできません。これは、そのWebサービスが異なるOracle Business Intelligenceインストレーションで実行されている場合も同様です。









ただし、Oracle Business Intelligenceの各システム(BIドメイン)では、専用のBIPLATFORMスキーマが必要になります。複数のシステムで同じデータベースを共有することは可能ですが、同じBIPLATFORMスキーマは共有できません。したがって、個々のOracle Business Intelligenceシステム(BIドメイン)をインストールする前に、RCUを実行してBIPLATFORMスキーマおよびMDSスキーマ(MDSスキーマが存在していない場合)をインストールする必要があります。たとえば、Oracle Business Intelligenceの2つのシステムをインストールする場合は、RCUを実行して必要なスキーマを2回(各システムに1つ)インストールする必要があります。

Oracle Business Intelligenceシステムのスケールアウトではこの要件は適用されません。スケールアウトした(クラスタ化)システムでは、Oracle Business Intelligenceクラスタのプライマリ・ノードをインストールする前に、1回のみRCUを実行してデータベース・スキーマをインストールします(このときにクラスタのBIドメインが作成されます)。スケールアウト時にインストールする追加のOracle Business Intelligenceノードは、このドメインのメンバーになるので同じスキーマのセットを使用します。






3.3.3 IBM DB2でのOracle Business Intelligence 11gスキーマの作成

IBM DB2データベースでリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用する場合は、RCUで作成したデータベース・スキーマにDataDirect ODBCドライバを使用するために必要な権限があることを確認します。これらの権限が設定されていないと、Oracle BI SchedulerからOracle BI Schedulerの表への問合せができないので、Oracle BI Schedulerを起動できません。次の場所にあるDataDirectドライバのドキュメントで、適切な権限を確認できます。

http://www.datadirect.com/docs/public/tutorials/Connect-for-ODBC/odbcdb2bind.pdf

また、RCUを使用してLinux環境でIBM DB2データベースにBIPLATFORMスキーマとMDSスキーマをインストールする場合は、次の点に留意してください。

	
スキーマ名が8文字以下であることを確認します。




	
注意:

BIPLATFORMスキーマ名とMDSスキーマ名には、同じ接頭辞を使用する必要があります。









たとえば、接頭辞としてdevを使用する場合は、デフォルトのスキーマ名dev_BIPLATFORMを8文字以下になるように編集する必要があります。接尾辞は短くしてもかまいませんが、接頭辞は両方のスキーマ名で同一にする必要があります。スキーマ名を編集するには、それをクリックして編集可能なフィールドにします。

スキーマ名を8文字以下まで短くしないと、RCUにより、「パスワード」ページに有効なユーザー名/パスワードを入力してくださいというエラーが返されます。これは、DB2インスタンスのユーザーが、RCUで入力したものと同じパスワードを使用しない場合に返されるエラーと同じです。


	
一時表領域の名前にも文字数の制限が設けられていることがあります。BIPLATFORM表領域名が長すぎる場合は、短い名前を使用して表領域を新規作成する方法を『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』で参照してください。MDSスキーマで使用している表領域を使用することもできます。









3.3.4 Oracle Business Intelligenceのユーザーに付与されるデータベース権限

RCUによって作成されるユーザーには次の権限が付与されます。

	
resource


	
connect


	
create sequence




RCUの使用の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のリポジトリ作成ユーティリティの概要に関する項を参照してください。






3.3.5 RCUの入手

RCUは、専用のインストールCD-ROMのbinディレクトリ、またはOracle Technology Network (OTN)の次の場所にある.zipファイルによって提供されます。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-enterprise-edition/downloads/bus-intelligence-11g-165436.html

インストールするOracle Business Intelligenceのバージョンの「All Supported Platforms」をクリックします。ページを下へスクロールして、「Required Additional Software」セクションでリポジトリ作成ユーティリティを見つけたら、使用しているオペレーティング・システムに対応したRCUパッケージをダウンロードします。たとえば、Oracle Business IntelligenceをLinuxにインストールする場合は、Linux用のRCUをダウンロードします。

.zipファイルをダウンロードしたら、その内容を任意のディレクトリに展開します。このディレクトリをRCU_HOMEディレクトリと呼びます。




	
注意:

空白文字を含む名前のディレクトリにRCUのZIPファイルを解凍しないでください。














3.3.6 RCUの実行によるOracle Business Intelligenceデータベース・スキーマの作成

RCUは、ローカル(CD-ROMまたはRCU_HOME)とリモートのいずれでも実行可能です。データベース・サーバーへのコンポーネントのインストールがアプリケーション管理者に許可されていない場合は、CDから直接RCUを起動できます。

RCUを使用してOracle Business Intelligenceのスキーマを作成するには、次の手順を実行します。

	
次のいずれか1つを実行します。

	
RCUの.zipファイルをダウンロードして解凍した場合は、RCU_HOME内のbinディレクトリにアクセスします。


	
RCUのCD-ROMを入手している場合は、コンピュータにCD-ROMを挿入し、binディレクトリにアクセスします。





	
次の手順でRCUを起動します。

	
UNIX:

./rcu


	
Windows:

rcu.bat




「ようこそ」画面が表示されます。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。「リポジトリの作成」画面が表示されます。


	
「リポジトリの作成」画面で、「作成」を選択し、「次へ」をクリックします。「データベース接続の詳細」画面が表示されます。


	
「データベース接続の詳細」画面で、システムのデータベースの種類を選択します。これは、Oracle Business Intelligenceのスキーマの作成先とするデータベースです。RCUがデータベースに接続できるように、必要な資格証明を指定します。

「次へ」をクリックします。「前提条件チェック」画面が表示されます。エラーが発生せずにチェックが完了したら、「OK」をクリックして画面を閉じ、「コンポーネントの選択」画面に進みます。


	
「コンポーネントの選択」画面の上部付近で、「接頭辞の新規作成」を選択します。デフォルトの接頭辞はDEVです。必要に応じて別の接頭辞を指定できます。

Oracle Business Intelligence 11g インストーラによって、prefix_schemanameの形式でスキーマ名が自動的に作成されます。たとえば、接頭辞BIを指定すると、RCUによりBI_BIPLATFORMという名前のスキーマが作成されます。




	
注意:

この画面に表示されるスキーマ名および接頭辞の値を書き留めておいてください。以降のインストール・プロセスで製品を構成する際に、これらの情報が必要になります。スキーマ名を忘れていしまい、データベース内で確認する必要がある場合は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のデータベース内でのスキーマの配置場所に関する項を参照してください。










	
Business Intelligenceコンポーネント・グループの横にあるプラス記号(+)をクリックします。次に、Business Intelligenceプラットフォームをクリックし、その横にチェック・マークが表示されるようにします。この操作を行うと、「Metadata Services」(MDS)スキーマが自動的に選択されます(「AS共通スキーマ」グループの下にあります)。このスキーマはOracle Business Intelligenceでも必要です。

Oracle Business Intelligenceで使用するための別のMDSスキーマがすでにインストールされている場合は、「Metadata Services」ボックスの選択を解除し、メッセージ・ボックスに表示される警告メッセージは無視します。

「Oracle ASリポジトリ・コンポーネント」オプションは選択しないでください。これを選択すると、Oracle Business Intelligenceで必要のない他の多数のスキーマをインストールするようRCUが構成されます。


	
「次へ」をクリックします。「前提条件チェック」画面が表示されます。エラーが発生せずにチェックが完了したら、「OK」をクリックして画面を閉じ、「スキーマ・パスワード」画面に進みます。


	
「スキーマ・パスワード」画面で、「すべてのスキーマに同じパスワードを使用」を選択し、スキーマのパスワードを入力し、確認します。

「次へ」をクリックして「表領域のマップ」画面に進みます。


	
「表領域のマップ」画面で、スキーマの名前を確認します。

「次へ」をクリックして、スキーマの表領域を作成します。エラーが発生せずに表領域が作成されたら、「OK」をクリックして画面を閉じ、「サマリー」画面に進みます。


	
「サマリー」画面で「作成」をクリックします。「作成」画面が表示され、RCUによってスキーマが作成されます。エラーが発生せずにスキーマが作成されたら、「完了サマリー」画面が表示されます。


	
「完了サマリー」画面で、「閉じる」をクリックします。














4 Oracle Business Intelligenceのインストール


この章では、Oracle Business Intelligenceの一部またはすべてのコンポーネントのインストール・プロセスについて説明します。インストールするコンポーネントには、Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、Oracle Real-Time Decisions、Oracle Essbaseなどがあります。この章には次の項目があります。

	
第4.1項「Oracle Business Intelligenceをインストールする前に」


	
第4.2項「Oracle Business Intelligenceをインストールする前のその他の考慮事項」


	
第4.3項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの入手」


	
第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」


	
第4.5項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用したOracle Business Intelligenceのインストール」


	
第4.6項「Oracle Business Intelligenceのサイレント・モードでのインストール」


	
第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」


	
第4.8項「Oracle Business Intelligenceの再インストール」







	
注意:

この章では、Oracle Business IntelligenceのコンポーネントをOracle WebLogic Serverにインストールする場合のプロセスについて説明します。Oracle Business IntelligenceのコンポーネントをIBM WebSphereにインストールする場合の詳細は、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドの「第10章 IBM WebSphereでのOracle Business Intelligenceの管理」を参照してください。











4.1 Oracle Business Intelligenceをインストールする前に

Oracle Business Intelligenceおよび関連コンポーネントをインストールする前に、次のことを行います。

	
使用しているプラットフォームに該当するOracle Fusion Middlewareリリース・ノートのOracle Business Intelligenceに関する章を確認し、実際のOracle Business Intelligenceの機能とそのドキュメントに記載されている機能の違い、および現在のリリースに該当するその他の問題について理解します。


	
第1章「インストールの概要」を確認し、Oracle Business Intelligenceのインストールに関連するオプションや機能について理解します。


	
第3章「Oracle Business Intelligenceの要件」を確認し、環境が最小要件を満たしているかどうかを確認します。


	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを実行する前に、データベースをインストールするか、または使用するデータベースが存在していることを確認します。また、インストール時にはそのデータベースが実行中であるようにします。


	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、Oracle Business Intelligenceで必要となるスキーマをインストールします。第3.3項「リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。


	
ソフトウェアをインストールするために必要な管理者権限を持っていることを確認します。たとえば、Windows 7またはWindows 2008を実行しているコンピュータでは、ユーザー・アカウント制御(UAC)セキュリティ設定「管理者承認モードですべての管理者を実行する」を有効にし、Windowsサーバーを再起動し、「管理者として実行」オプションを有効にしてOracle Business Intelligenceをインストールする必要があります。


	
データベースがセキュリティ目的で強化されていないことを確認してください。強化されたデータベースへのOracle Business Intelligenceのインストールはサポートされていません。


	
Oracle Business Intelligenceをインストールする予定のコンピュータに、オペレーティング・システムに対する英語ロケールがインストールされていることを確認します。


	
1台のコンピュータにOracle Business Intelligenceの複数のインスタンスをインストールする場合は、ポートの管理方針を決定しておきます。Oracle Business Intelligence 11g インストーラでインスタンスごとにポートを自動的に割り当てる方法と、カスタム・ポート構成ファイル(.ini)を使用して独自に割り当てる方法があります。前者の方法を選択する場合は、以降のインスタンスをインストールする前に、インストール済のインスタンスのすべてのプロセスを実行していることを確認します。これにより、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、未使用のポートを自動的に識別して割り当てることができます。カスタム・ポート構成ファイルを使用して独自にポートを割り当てる場合は、第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照してください。


	
第4.2項「Oracle Business Intelligenceをインストールする前のその他の考慮事項」を確認しておきます。この項には、それぞれのデプロイメントに該当する、インストール前の追加の考慮事項に関する情報が記載されています。









4.2 Oracle Business Intelligenceをインストールする前のその他の考慮事項

この項には、Oracle Business Intelligenceをインストールする前に考慮する必要のある、追加のオプションや要件に関する次の情報が記載されています。

	
第4.2.1項「Oracle Business Intelligence 11.1.1.7パッチ・セットのインストール」


	
第4.2.2項「複数のコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.3項「DHCPホスト、非ネットワーク・ホストまたはマルチホーム・ホストへのOracle Business Intelligenceのインストール」


	
第4.2.4項「64ビット・オペレーティング・システムへのOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.5項「ユーザー固有のJava Development Kit(JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.6項「Oracle Business Intelligence 10gを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.7項「Microsoft Windowsを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」


	
第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」


	
第4.2.10項「コマンドライン・パラメータを使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」


	
第4.2.11項「Enterprise Performance ManagementおよびOracle Business Intelligenceのインストール」






4.2.1 Oracle Business Intelligence 11.1.1.7パッチ・セットのインストール

既存のOracle Business Intelligence 11.1.1.3、11.1.1.5または11.1.1.6インスタンスにOracle Business Intelligence 11.1.1.7パッチ・セットをインストールする場合は、Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイドを参照してください。特に、このガイドのパッチ・セットのインストール・プロセスの概要に関する項には、すべてのFusion Middleware製品でパッチ・セットをインストールする際に通常必要となるプロセス・フローの優れた概要が記載されています。






4.2.2 複数のコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール

複数のコンピュータにインストールする場合は、第2章「Oracle Business Intelligenceの推奨インストールのシナリオ」を参照して、一般的なシナリオを確認してください。






4.2.3 DHCPホスト、非ネットワーク・ホストまたはマルチホーム・ホストへのOracle Business Intelligenceのインストール

DHCP(動的ホスト構成プロトコル)を使用するコンピュータ、非ネットワーク・ホストまたはマルチホーム・ホストにOracle Business Intelligenceをインストールする場合は、Oracle Business Intelligenceをインストールする前に、追加の構成タスクを実行する必要があります。詳細は、次のリンクの情報を確認してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html






4.2.4 64ビット・オペレーティング・システムへのOracle Business Intelligence 11gのインストール

Oracle Business Intelligenceは、多くのLinux、UNIXおよびWindowsの64ビット・オペレーティング・システムをサポートしています。サポートされているすべての64ビット・オペレーティング・システムのリストは、次のOracle Technology Networkのリンクで、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition 11g R1のシステム要件とサポート対象プラットフォームに関するドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html

どのインストール・タイプ(簡易、エンタープライズおよびソフトウェアのみ)でも、Oracle Business Intelligence付属のJDKを使用するのであれば、オペレーティング・システムが32ビットでも64ビットでもOracle Business Intelligenceのインストール手順は同じです。32ビットまたは64ビットのいずれのオペレーティング・システムへのインストールであっても、それらのインストール・タイプに応じた手順に従います。

一方、別のJDKを使用する場合は、Oracle WebLogic ServerとOracle Business Intelligenceをインストールする前にそのJDKをインストールしておく必要があります。第4.2.5項「ユーザー固有のJava Development Kit (JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」を参照してください。






4.2.5 ユーザー固有のJava Development Kit(JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール

簡易インストール・タイプとエンタープライズ・インストール・タイプでは、デフォルトでJava Development Kit(JDK)が提供され、インストールされます。また、ユーザー固有のJDKをインストールすることもできます。その場合は、次のプロセスでソフトウェアのみのインストール・タイプを使用する必要があります。

	
独自のJDKをインストールします。そのJDKのドキュメントにある指示に従ってください。

次のURLから、プラットフォームに対する適切なJDKをダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
Oracle WebLogic Serverをインストールします。『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の指示に従ってください。


	
ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用して、Oracle Business Intelligence 11gをインストールします。第4.5.4項「ソフトウェアのみのインストール」の指示に従ってください。


	
Oracle Business Intelligence 11gを構成します。第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」の指示に従ってください。




第4.2.5項「ユーザー固有のJava Development Kit(JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」に記載されている要件に加えて、次の点にも注意してください。

	
Oracle Business Intelligenceでは、64ビット・オペレーティング・システムにインストールした32ビットJDKおよび32ビット・オペレーティング・システムにインストールした64ビットJDKをサポートしていません。使用しているオペレーティング・システムのビット・アーキテクチャに対応したJDKをインストールしてください。

詳細は、次のリンクのOracle Technology Networkで提供されているOracle Business Intelligence Suite Enterprise Editionシステム要件およびサポートされるプラットフォーム11g R1ドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


	
32ビットと64ビットの両方に対応したハイブリッドJDKを64ビット・オペレーティング・システムにインストールする場合は、64ビット・モードでデプロイします。UNIXおよびLinuxでこれを指定するには、Oracle WebLogic Serverのインストール時に-d64フラグを使用します。


	
ユーザー固有の64ビットJDKをインストールする場合は、JAVA_HOMEがそのJDKを指していることを確認します。これを確認するには、java -versionコマンド、またはjava -d64 -versionコマンド(UNIXまたはLinuxオペレーティング・システムで32/64ビット・ハイブリッドJDKを使用している場合)を実行します。64ビットJDKのインストールに関する考慮事項は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』で、64ビットJDKを使用して64ビット・プラットフォームにWebLogic Serverをインストールする方法に関する項を参照してください。









4.2.6 Oracle Business Intelligence 10gを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール

Oracle Business Intelligence 10gを実行しているコンピュータにOracle Business Intelligence 11gをインストールするシナリオはサポートされていないため、このインストールは行わないでください。Oracle Business Intelligence 10gからOracle Business Intelligence 11gへのアップグレード方法は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceアップグレード・ガイドを参照してください。






4.2.7 Microsoft Windowsを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストール

Microsoft Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストールを計画している場合は、次の手順を実行します。

	
第4.2.7.1項「環境変数_JAVA_OPTIONSが設定されていないことの確認」


	
第4.2.7.2項「共有ドライブまたはマップ済ドライブへのインストール」


	
第4.2.7.3項「New Technologyファイル・システム(NTFS)へのインストール」






4.2.7.1 環境変数_JAVA_OPTIONSが設定されていないことの確認

Microsoft Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストールを計画している場合は、環境変数_JAVA_OPTIONSが設定されていないことを確認してください。_JAVA_OPTIONSが設定されているかどうかを確認するには、次のいずれかを行います。

	
コマンド・プロンプトを開き、C:\プロンプトに移動し、次のコマンドを入力します。

set _JAVA_OPTIONS

"環境変数_JAVA_OPTIONSが定義されていません"というメッセージが出力される場合、この環境変数は設定されていません。


	
デスクトップ上の「マイ コンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択して、「システムのプロパティ」ダイアログを開きます。「詳細設定」タブをクリックし、「環境変数」をクリックします。「環境変数」ダイアログの「ユーザー環境変数」リスト・ボックスおよび「システム環境変数」リスト・ボックスに_JAVA_OPTIONS環境変数があるかどうか確認します。いずれのリスト・ボックスにも_JAVA_OPTIONS環境変数がない場合、この環境変数は設定されていません。




_JAVA_OPTIONS変数が設定されていると判断した場合や関連するなんらかの質問がある場合は、システム管理者に連絡してください。






4.2.7.2 共有ドライブまたはマップ済ドライブへのインストール

共有ドライブまたはマップ済ドライブ上でMicrosoft Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータへのOracle Business Intelligence 11gのインストールを計画している場合は、共有フォルダを実際に所有するWindowsアカウントを使用する必要があります。




	
注意:

共有フォルダに対する完全な変更および削除権限を持つ管理者としてインストーラを実行するのは不十分であり、明確なエラー・メッセージなしに失敗することがあります。














4.2.7.3 New Technologyファイル・システム(NTFS)へのインストール

Oracle Business Intelligence 11gをNTファイル・システムにインストールする場合、次のエラー・メッセージが表示されることがあります。

警告: FATファイル・システム - Middlewareホームの場所はFATファイル・システム内です

このメッセージは無視して、インストールを続行できます。








4.2.8 Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定

エンタープライズ・インストール・タイプを選択している場合、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用して構成ファイル(staticports.ini)にOracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値を設定できます。この構成ファイルは次のいずれかの方法で作成できます。

	
テキスト・エディタを使用してファイルを最初から作成し、.ini形式で保存します。


	
Oracle Business Intelligenceのインストール・パッケージに収録されているサンプルのstaticports.iniファイルをコピーし、それをテキスト・エディタで編集します。

サンプルのstaticports.iniファイルには、Oracle Business Intelligenceのコンポーネントにカスタム・ポート値を設定するためのテンプレートが収録されています。サンプルのstaticports.iniファイルは、次のいずれかの方法で探し出すことができます。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラの.zipファイルをダウンロードして展開している場合は、bi_installer_loc/Disk1/stage/Responseディレクトリにアクセスします。


	
Oracle Business Intelligence 11gのインストールDVDがある場合は、そのDVDをコンピュータに挿入し、Disk1/stage/Responseディレクトリにアクセスします。







構成ファイルには、次の形式を使用してカスタム・ポート値のキーと値を入力します。

key = value

ここで、keyはコンポーネントに対してOracleが定義しているキーであり、valueはそのコンポーネントのポート番号です。

たとえば、Oracle Business Intelligence Presentation Servicesにカスタム・ポート値を割り当てるには、次の文字列を入力します。

Oracle BI Presentation Services Port No = 9705

すでにポートが使用されている場合は、そのコンポーネントのデフォルトのポート範囲からポートが割り当てられます。

デフォルトのポートの範囲は次のとおりです。

	
AdminServer: 7000 - 7500


	
ManagedServer: 9500 - 9699


	
BI Systemのコンポーネント: 9700 - 9999


	
Essbase: 9000 - 9499




staticports.iniでポート値を指定している行を非コメント化するには、行の先頭のシャープ記号(#)を削除します。

構成ファイルには任意の名前を割り当てることができます。ただし、ファイル名にはファイル拡張子.iniを付加する必要があります。また、そのファイルは、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを実行するコンピュータからアクセス可能な場所に保存する必要があります。Oracle Business IntelligenceをインストールするときにOracle Business Intelligence 11g インストーラを実行する過程で、カスタム・ポート値を記述した構成ファイルを指定できます。






4.2.9 データベース接続文字列の指定

Oracle Business Intelligenceのインストール時に、BIPLATFORMスキーマおよびMDSスキーマのためのデータベース接続文字列を指定します。この接続文字列はどのインストール・タイプでも必要になります。

接続文字列の形式は、次のようにデータベースによって異なります。


	データベース・タイプ	形式	説明	例
	
Oracle Database

	
host:port:service_name

	
hostは、データベースをホストするコンピュータの完全修飾名です。

portは、データベースが通信で使用するポート番号です。

service_nameは、データベースに割り当てられているサービス名または別名です。

	
computer1.foobar.com.example:1526:bi


	
Oracle RACを使用したOracle Database

	
host1:port1:instance1^host2:port2:instance2[@service_name]

	
hostnは、データベースをホストするコンピュータの完全修飾名です。

portnは、データベースが通信で使用するポート番号です。

instancenは、データベース・インスタンスの名前です。

service_nameは、データベースに割り当てられているサービス名または別名です(オプション)。

	
computer1.foobar.com.example:1526:rac1^computer2.foobar.com.example:1526:rac2^computer3.foobar.com.example:1526:rac3@bi


	
IBM DB2

	
host:port:db_name

	
hostは、データベースをホストするコンピュータの完全修飾名です。

portは、データベースが通信で使用するポート番号です。

db_nameは、データベースの名前です。

	
computer1.foobar.com.example:446:database1


	
Microsoft SQL Server

	
host:port:[instance_name]:db_name

	
hostは、データベースをホストするコンピュータの完全修飾名です。

portは、データベースが通信で使用するポート番号です。

instance_nameは、データベース・インスタンスの名前です(オプション)。これを省略すると、指定されたホストのデフォルトの名前のインスタンスが使用されます。

db_nameは、データベースの名前です。

	
computer1.foobar.com.example:1443:instance1:database1












4.2.10 コマンドライン・パラメータを使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール

Oracle Business Intelligenceはコマンドラインからインストールできます。表4-1は、様々なインストール・モードに対するインストーラのコマンドライン・パラメータを示しています(選択できるのは1つのインストール・モードのみです)。表4-2は、インストール・モードで使用するインストール・オプションに対するインストーラのコマンドライン・パラメータを示しています。


表4-1 インストーラのコマンドライン・パラメータ - インストール・モード(選択できるモードは1つのみ)

	パラメータ	説明
	
-i

-install

	
グラフィカル・ユーザー・インタフェースでインストーラを実行します。これはデフォルトのモードであり、コマンドラインでモードを指定しない場合に使用します。


	
-silent

	
サイレント・モードでインストールします。インストール・プログラムに対してレスポンス・ファイルを指定するか、またはコマンドラインで一連の変数と値のペアを指定する必要があります。


	
-d

-deinstall

	
アンインストールのためにグラフィカル・ユーザー・インタフェースでインストーラを実行します。これらのパラメータは、インストーラをOracleホームで実行する場合のみ有効です。


	
-p

-prerequisite

	
グラフィカル・ユーザー・インタフェースでインストーラを実行し、前提条件チェックを行います。ソフトウェアのインストールは行いません。


	
-v

-validate

	
グラフィカル・ユーザー・インタフェースでインストーラを実行し、すべての前提条件チェックおよび妥当性チェックを行います。ソフトウェアのインストールは行いません。


	
-sv

-silentvalidate

	
すべての前提条件チェックと妥当性チェックを、サイレント・モードで実行します。インストール・プログラムに対してレスポンス・ファイルを指定するか、またはコマンドラインで一連の変数と値のペアを指定する必要があります。









表4-2 インストーラのコマンドライン・パラメータ - インストール・オプション

	パラメータ	説明
	
-help

--help

--usage

	
runInstallerコマンドの使用方法のパラメータを表示します。


	
-invPtrLoc file

	
インベントリの場所ファイルを指します。ファイルには、oraInst.locファイルのフルパスと名前を代入します。


	
-response file

-responseFile file

	
レスポンス・ファイルを指します。ファイルには、レスポンス・ファイルのフルパスと名前を代入します。


	
-jreLoc location

	
Java Runtime Environment (JRE)がインストールされる場所を指します。locationを、JREがインストールされるjreディレクトリへのフルパスに置き替えます。


	
-logLevel level

	
インストール・プログラムによって実行されるロギングのレベルを指定します。指定したレベルより優先順位が高いすべてのメッセージが記録されます。有効なレベルは次のとおりです。

	
severe


	
warning


	
info


	
config


	
fine


	
finer


	
finest





	
-debug

	
インストール・プログラムからデバッグ情報を取得します。


	
-force

	
空でないディレクトリでサイレント・インストールを続行できます。


	
-printdiskusage

	
ディスク使用量に関連するデバッグ情報をログに記録します。


	
-printmemory

	
メモリー使用量に関連するデバッグ情報をログに記録します。


	
-printtime

	
時間の使用状況に関連するデバッグ情報をログに記録します。このコマンドにより、timeTakentimestamp.logファイルが作成されます。


	
-waitforcompletion

	
Javaエンジンを起動して終了するかわりに、処理の完了まで待機します。このインストール・プログラムはWindows専用です。


	
-noconsole

	
メッセージをコンソール・ウィンドウに表示しません。


	
-ignoreSysPrereqs

	
システムの前提条件チェックの結果を無視してインストールを続行します。


	
-executeSysPrereqs

	
システムの前提条件チェックのみを実行して終了します。


	
-paramFile file

	
oraparam.iniファイルへのフルパスを指定します。このファイルは、インストール・プログラムのための初期化ファイルです。デフォルトの場所は、Disk1/install/platformです。


	
-novalidation

	
インストール・プログラムが実行したすべての妥当性チェックを無効にします。


	
-nodefaultinput

	
使用した場合、予期しない結果が発生します。このパラメータは現在はサポートされていません。












4.2.11 Enterprise Performance ManagementおよびOracle Business Intelligenceのインストール

Enterprise Performance ManagementとOracle Business Intelligenceは、同じMW_HOMEにはインストールできません。








4.3 Oracle Business Intelligence 11g インストーラの入手

Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、次のソースから入手できます。

	
Oracle Business Intelligence 11gインストールDVD


	
Oracle Technology Network (OTN)

OTNの次のリンクから、使用するオペレーティング・システム用のOracle Business Intelligence .zipファイルをダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-enterprise-edition/downloads/bus-intelligence-11g-165436.html

インストールするOracle Business Intelligenceのバージョンの「All Supported Platforms」をクリックします。使用するオペレーティング・システム用のすべてのディスク(.zipファイル)をダウンロードします。


	
Oracle Software Delivery Cloud

Oracle Software Delivery CloudのWebサイトの次のリンクから、使用するオペレーティング・システム用のOracle Business Intelligence .zipファイルをダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/




OTNまたはOracle Software Delivery Cloudから.zipファイルをダウンロードする場合は、選択したディレクトリに内容を解凍します。このディレクトリをbi_installer_locと呼びます。.zipファイルには、Oracle Business Intelligence 11gインストーラが含まれています。




	
注意:

Windowsシステムでは、.zipファイルは名前に空白が含まれていないディレクトリに展開してください。














4.4 Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動

Oracle Business Intelligence 11gインストーラを起動する前に、ORACLE_HOME環境変数が設定されていないことを確認します。

Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動するには:

	
コマンド・ウィンドウが開くので、次のいずれかの操作を行います。

	
Oracle Business Intelligence .zipファイルをダウンロードして展開した場合は、bi_installer_loc/Disk1ディレクトリにアクセスします。


	
Oracle Business Intelligence 11gのインストールDVDがある場合は、そのDVDをコンピュータに挿入し、Disk1ディレクトリにアクセスします。





	
使用しているオペレーティング・システムに応じて、次のコマンドを実行します。

	
UNIXの場合:

./runInstaller.sh




	
注意:

rootユーザーではOracle Business Intelligence 11g インストーラを実行できません。










	
Windowsの場合:

setup.exe




	
注意:

「管理者として実行」オプションを有効にしてOracle Business Intelligenceをインストールします。




















4.5 Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用したOracle Business Intelligenceのインストール

この項では、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用して、Windows、LinuxおよびUNIXの各オペレーティング・システムにOracle Business Intelligenceのコンポーネントをインストールする方法について説明します。この項は、次のインストール・タイプごとに記述されています。

	
簡易インストール: Oracle Business Intelligenceのコンポーネントを、デフォルトの設定を使用して、1台のコンピュータに最低限の手順でインストールします。詳細は、第4.5.1項「簡易インストール」を参照してください。


	
エンタープライズ・インストール(新規インストール): Oracle Business Intelligenceシステムを1台以上のコンピュータに新規にインストールし、ホストされたデプロイメントを実現します。詳細は、第4.5.2項「エンタープライズ・インストール(新規インストール)」を参照してください。


	
エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト): Oracle Business Intelligence 11gの既存のエンタープライズ・インストールをスケールアウトします。詳細は、第4.5.3項「エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)」を参照してください。

Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用してインストールをスケールアウトすることもできます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第5章「デプロイメントのスケール」を参照してください。


	
ソフトウェアのみのインストール: Middlewareホームにソフトウェアのバイナリをインストールし、構成は後で行います。たとえば、Oracle Fusion Middlewareの別の製品(Oracle SOA Suiteなど)で以前に作成したOracle WebLogic Serverの空のドメイン、IBM WebSphereセルまたはMiddlewareホームにインストールします。これは、共通のMiddlewareホームを複数のドメインまたは製品で共有することを目的とする場合に便利です。

ユーザー固有のJDKを使用してOracle Business Intelligenceをインストールするには、このインストール・タイプが必要です。詳細は、第4.5.4項「ソフトウェアのみのインストール」を参照してください。





詳細の参照先

インストール時にOracle Business Intelligence 11g インストーラの画面で追加のヘルプを参照する必要がある場合は、次のいずれかの操作を行います。

	
手順の実行時に表示される画面の名前がこのガイド内に記載されているので、それをクリックします。それらの画面の名前は、付録A「Oracle Business Intelligenceのインストール画面」および付録B「すべてのOracle Fusion Middlewareスイートに共通のインストール画面」に記載されているインストール画面の説明へのハイパーリンクとなっています。


	
インストール画面で「ヘルプ」をクリックします。Oracle Business Intelligence 11g インストーラのコンテキスト依存オンライン・ヘルプが表示されます。




インストール時に発生する問題を解決するには、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。



4.5.1 簡易インストール

Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、Oracle Real-Time DecisionsまたはOracle Essbaseのスタンドアロン・インスタンスを、デフォルトの設定を使用して最小限の手順でインストールするには、簡易インストール・タイプを選択します。簡易インストール・タイプでは、選択したすべてのアプリケーションがWebLogic Serverの1つのインスタンスにデプロイされます。これは、デモンストレーション、評価、概念実証に最適です。



4.5.1.1 簡易インストール・タイプにおける考慮事項および制限

簡易インストール・タイプには、次の考慮事項および制限が適用されます。

	
簡易インストール・タイプは、Oracle Business Intelligenceのスタンドアロン・インスタンスのインストールを目的としています。簡易インストール・タイプによってインストールされたOracle Business Intelligenceのインスタンスでは、スケールアウト、コンポーネントの追加、構成アシスタントの使用はできません。


	
エンタープライズ・インストール・タイプとは異なり、簡易インストール・タイプでは管理対象サーバーはインストールされません。また、簡易インストール・タイプでは、通常は管理対象サーバーに存在するコンポーネントが論理的に管理サーバーによって提供されます。









4.5.1.2 簡易インストールの手順の概要

表4-3「簡易インストールの手順の概要」は、Oracle Business Intelligenceを簡易インストール・タイプによってインストールする際の手順をまとめたものです。この手順の詳細な内容は、第4.5.1.3項「簡易インストールの手順」に記載されています。




	
注意:

選択するオプションによっては、Oracle Business Intelligence 11g インストーラの一部の画面は表示されない場合があります。










表4-3 簡易インストールの手順の概要

	画面	操作
	
なし。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
ようこそ

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
ソフトウェア更新のインストール

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびソフトウェア更新のプリファレンスを指定するか、またはこのオプションをスキップします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール・タイプの選択

	
「簡易インストール」オプションをクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前提条件のチェック

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール場所の指定

	
Oracle Middlewareホームの場所を指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
管理者詳細

	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのシステム管理者のユーザー名とパスワードを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
コンポーネントの構成

	
インストールおよび構成を行わないコンポーネントの横のボックスの選択を解除します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
BIPLATFORMスキーマ

	
Business Intelligence Platformスキーマのデータベース・タイプ、データベース接続文字列、およびユーザー名とパスワードを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
MDSスキーマ

	
MDSスキーマのデータベース・タイプ、データベース接続文字列、およびユーザー名とパスワードを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
セキュリティ・アップデート

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびセキュリティ・アップデートのプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
サマリー

	
画面の情報を検証します。

前の画面に戻って情報を変更するには、「戻る」をクリックします。

レスポンス・ファイルにインストールの設定を保存するには、「保存」をクリックします。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
インストールがすべて完了すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは自動的に「構成の進行状況」画面に進みます。


	
構成の進行状況

	
構成がすべて完了したら、「次へ」をクリックして次に進みます。


	
完了

	
「終了」をクリックして、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。












4.5.1.3 簡易インストールの手順

簡易インストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceとその関連コンポーネントをインストールするには:

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「ソフトウェアの更新」画面で、次のオプションのいずれかを選択します。

	
ソフトウェア更新のスキップ

ソフトウェア更新のダウンロードとインストールは省略してもかまいません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントを所有している場合は、アカウント名とパスワードを指定することによって、適用可能なソフトウェア更新をMy Oracle Supportからインストーラが自動的にダウンロードします。

資格証明を入力したら、「接続のテスト」をクリックして接続をテストできます。

インストーラがMy Oracle Supportにアクセスするためのプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。「プロキシ設定」画面で、次の設定値を入力します。

	
プロキシ・サーバー


	
プロキシ・ポート


	
プロキシ・ユーザー名(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)


	
パスワード(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)





	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合、このオプションを使用して場所を指定できます。「ローカル・ディレクトリ」フィールドに、ソフトウェア更新が含まれているディレクトリの場所を入力するか、または「参照」をクリックしてディレクトリを選択します。




続行するには、「次へ」をクリックします。


	
「インストール・タイプの選択」画面で「簡易インストール」をクリックし、「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

前提条件のエラーを修正する際にインストール・プロセスを停止するには、「中止」をクリックします。

エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
インストール場所の指定(簡易)画面で、インストール場所としてMiddlewareホームを指定します。ディレクトリを参照して選択するには、「参照」をクリックします。

既存のディレクトリを指定する場合、そのディレクトリは空である必要があります。存在していないディレクトリを指定すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによってそのディレクトリが作成されます。

Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、このディレクトリをMiddlewareホームに指定します。また、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、この場所にOracleホーム、インスタンス・ホーム、WebLogicホームおよびドメイン・ホームを作成します。

ディレクトリを指定したら、「次へ」をクリックします。


	
「管理者詳細」画面で、新しいOracle Business Intelligenceシステムのシステム管理者のユーザー名とパスワードを指定し、「次へ」をクリックします。


	
「コンポーネントの構成」画面では、デフォルトですべての製品が選択されています。インストールしないコンポーネントの横のボックスをクリックします。

インストールする必要のある(または必要な可能性のある)すべての製品を選択します。一部の製品はこの時点でインストールできない場合があります。また、現在のドメインに後からインストールできる製品もあります。




	
注意:

Oracle BI EEをインストールすると、Oracle BI Publisherが自動的にインストールされます。









選択が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
BIPLATFORMスキーマ画面で、次を指定します。

	
使用するOracle Business Intelligenceシステムのデータベース・タイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
BIPLATFORMスキーマのユーザー名。


	
BIPLATFORMスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
MDSスキーマ画面で、次の指定を行います。

	
MDSスキーマのデータベースのタイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
MDSスキーマのユーザー名。


	
MDSスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックして、このインストールに対する設定をレスポンス・ファイルに保存します(オプション)。レスポンス・ファイルの名前と保存場所の入力が求められます。




	
注意:

インストーラの実行目的がレスポンス・ファイルの作成のみである場合は、ここでインストーラを終了してもかまいません。インストールを最後まで実行する必要はありません。インストーラを終了するには、「取消」をクリックします。









インストールを続行するには、「インストール」をクリックします。


	
「インストールの進行状況」画面で、インストールの進行状況を監視できます。インストールを停止するには、「取消」をクリックします。




	
注意:

インストールの進行に応じて、WebLogic Serverコマンド・ウィンドウが一時的に表示されることがあります。このコマンド・ウィンドウの表示は正常な動作であり、自動的に閉じるので、このウィンドウは無視してください。










	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「構成ツール」領域の上部までスクロールし、BI構成の左側のチェック・ボックスを選択して「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずにインストール・プロセスを続行すると、インストールは正常に動作しなくなる可能性があります。インストール・プロセスを続行または再起動する前に、すべての問題を解決することをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「インストール完了」画面で、「保存」をクリックしてレスポンス・ファイルにこのインストールの設定を保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。




次に、第5章「インストール後の作業」を参照し、インストール・プロセスが完了した後に実行するタスクおよび関連する手順の一覧を確認します。

状況に応じて、インストール後のタスクには必須のものとオプションのものがあります。たとえば、LinuxまたはUNIXオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストール済で、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールを使用する場合は、Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータ上でOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストーラを実行する必要があります。第5.1項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール」を参照してください。








4.5.2 エンタープライズ・インストール(新規インストール)

エンタープライズ・インストール・タイプでは、1台以上のコンピュータにOracle Business Intelligenceシステムを新規にインストールし、ホストされたデプロイメントを実現できます。エンタープライズ・インストール・タイプ(新規インストール)を選択すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによって、選択したOracle Business Intelligenceのコンポーネント(Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、Oracle Essbase、Oracle Real-Time Decisionsなど)がインストールされます。



4.5.2.1 エンタープライズ・インストール・タイプ(新規インストール)における考慮事項および制限

エンタープライズ・インストール・タイプ(新規インストール)には、次の考慮事項および制限が適用されます。

	
エンタープライズ・インストール・タイプを使用して既存のインストールをスケールアウトするには、第4.5.3項「エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)」を参照してください。インストールのスケールアウトの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第5章「デプロイメントのスケール」を参照してください。


	
staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence 11gインストーラは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有のFusion MiddlewareホームにOracle Business Intelligenceをインストールする場合、Oracle Business Intelligence 11gインストーラは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号を使用します。









4.5.2.2 エンタープライズ・インストール(新規インストール)の手順の概要

表4-4「エンタープライズ・インストール(新規インストール)の手順の概要」は、新規インストールでエンタープライズ・インストール・タイプを使用する際の手順の概要を示しています。より詳細な手順は、第4.5.2.3項「エンタープライズ・インストール(新規インストール)の手順」に記載されています。


表4-4 エンタープライズ・インストール(新規インストール)の手順の概要

	画面	操作
	
なし。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
ようこそ

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
ソフトウェア更新のインストール

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびソフトウェア更新のプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール・タイプの選択

	
「エンタープライズ・インストール」をクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前提条件のチェック

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
BIシステムの作成またはスケールアウト

	
新規BIシステムの作成をクリックし、次の情報を指定します。

	
システム管理者のユーザー名とパスワード


	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのドメイン名




「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール場所の指定

	
Oracle Middlewareホームの場所を指定します。

必要に応じて次の設定を変更します。

	
ドメイン・ホームの場所


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックして続行します。


	
コンポーネントの構成

	
インストールおよび構成を行わないコンポーネントの横のボックスの選択を解除します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
BIPLATFORMスキーマ

	
Business Intelligence Platformスキーマのデータベース・タイプ、データベース接続文字列、およびユーザー名とパスワードを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
MDSスキーマ

	
MDSスキーマのデータベース・タイプ、データベース接続文字列、およびユーザー名とパスワードを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
ポートの構成

	
次のオプションのいずれかをクリックします。

	
「自動でポートを構成」: Oracle Business Intelligence 11g インストーラが自動的にポートを構成します。


	
構成ファイルを使用してポートを指定: 指定した構成ファイルを使用してポートを構成します。構成ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。構成ファイルを表示または編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




「次へ」をクリックして続行します。


	
セキュリティ・アップデート

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびセキュリティ・アップデートのプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
サマリー

	
画面の情報を検証します。

前の画面に戻って情報を変更するには、「戻る」をクリックします。

レスポンス・ファイルにインストールの設定を保存するには、「保存」をクリックします。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
インストールがすべて完了すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは自動的に「構成の進行状況」画面に進みます。


	
構成の進行状況

	
構成がすべて完了したら、「次へ」をクリックして次に進みます。


	
完了

	
「終了」をクリックして、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。












4.5.2.3 エンタープライズ・インストール(新規インストール)の手順




	
注意:

選択するオプションによっては、Oracle Business Intelligence 11g インストーラの一部の画面は表示されない場合があります。









エンタープライズ・インストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceとその関連コンポーネントをインストールするには:

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「ソフトウェアの更新」画面で、次のオプションのいずれかを選択します。

	
ソフトウェア更新のスキップ

ソフトウェア更新のダウンロードとインストールは省略してもかまいません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントを所有している場合は、アカウント名とパスワードを指定することによって、適用可能なソフトウェア更新をMy Oracle Supportからインストーラが自動的にダウンロードします。

資格証明を入力したら、「接続のテスト」をクリックして接続をテストできます。

インストーラがMy Oracle Supportにアクセスするためのプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。「プロキシ設定」画面で、次の設定値を入力します。

	
プロキシ・サーバー


	
プロキシ・ポート


	
プロキシ・ユーザー名(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)


	
パスワード(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)





	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合、このオプションを使用して場所を指定できます。「ローカル・ディレクトリ」フィールドに、ソフトウェア更新が含まれているディレクトリの場所を入力するか、または「参照」をクリックしてディレクトリを選択します。




続行するには、「次へ」をクリックします。


	
「インストール・タイプの選択」画面で「エンタープライズ・インストール」をクリックし、「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

前提条件のエラーを修正する際にインストール・プロセスを停止するには、「中止」をクリックします。

エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
BIシステムの作成またはスケールアウト画面で新規BIシステムの作成をクリックし、次の情報を入力します。

	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのシステム管理者のユーザー名とパスワード


	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのドメイン名




「次へ」をクリックします。


	
インストール場所の指定(エンタープライズ)画面の「Oracleミドルウェア・ホーム」入力ボックスに、Oracle Fusion Middlewareのホーム・ディレクトリを入力するか、または「参照」をクリックしてディレクトリを選択します。

既存のディレクトリを指定する場合、そのディレクトリは空である必要があります。存在していないディレクトリを指定すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによってそのディレクトリが作成されます。

必要に応じて次の設定を変更します。

	
ドメイン・ホームの場所


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックします。


	
「コンポーネントの構成」画面では、デフォルトですべての製品が選択されています。インストールしないコンポーネントの横のボックスをクリックします。

インストールする必要のある(または必要な可能性のある)すべての製品を選択します。一部の製品はこの時点でインストールできない場合があります。また、現在のドメインに後からインストールできる製品もあります。




	
注意:

Oracle BI EEをインストールすると、Oracle BI Publisherが自動的にインストールされます。









選択が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
BIPLATFORMスキーマ画面で、次を指定します。

	
使用するOracle Business Intelligenceシステムのデータベース・タイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
BIPLATFORMスキーマのユーザー名。


	
BIPLATFORMスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
MDSスキーマ画面で、次の指定を行います。

	
MDSスキーマのデータベースのタイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
MDSスキーマのユーザー名。


	
MDSスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、「自動でポートを構成」または構成ファイルを使用してポートを指定をクリックします。

後者のオプションを選択する場合は、Oracle Business Intelligenceのインストール用のカスタム・ポート値が格納された構成ファイルを指定する必要があります。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示および編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




	
注意:

staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence 11gインストーラは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有のFusion MiddlewareホームにOracle Business Intelligenceをインストールする場合、Oracle Business Intelligence Platformのインストーラは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号を使用します。









「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックして、このインストールに対する設定をレスポンス・ファイルに保存します(オプション)。レスポンス・ファイルの名前と保存場所の入力が求められます。




	
注意:

インストーラの実行目的がレスポンス・ファイルの作成のみである場合は、ここでインストーラを終了してもかまいません。インストールを最後まで実行する必要はありません。インストーラを終了するには、「取消」をクリックします。









インストールを続行するには、「インストール」をクリックします。


	
「インストールの進行状況」画面で、インストールの進行状況を監視できます。インストールを停止するには、「取消」をクリックします。




	
注意:

インストールの進行に応じて、WebLogic Serverコマンド・ウィンドウが一時的に表示されることがあります。このコマンド・ウィンドウの表示は正常な動作であり、自動的に閉じるので、このウィンドウは無視してください。










	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「構成ツール」領域の上部までスクロールし、BI構成の左側のチェック・ボックスを選択して「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずにインストール・プロセスを続行すると、インストールは正常に動作しなくなる可能性があります。インストール・プロセスを続行または再起動する前に、すべての問題を解決することをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「インストール完了」画面で、「保存」をクリックしてレスポンス・ファイルにこのインストールの設定を保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。




次に、第5章「インストール後の作業」を参照し、インストール・プロセスが完了した後に実行するタスクおよび関連する手順の一覧を確認します。

状況に応じて、インストール後のタスクには必須のものとオプションのものがあります。たとえば、LinuxまたはUNIXオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストール済で、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールを使用する場合は、Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにOracle Business Intelligenceの別のインスタンスをインストールする必要があります。第5.1項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール」を参照してください。








4.5.3 エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)

エンタープライズ・インストール・タイプでは、Oracle Business Intelligenceの既存のエンタープライズ・インストールをスケールアウトできます。エンタープライズ・インストール・タイプを選択して既存のインストールをスケールアウトすると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによって、クラスタのプライマリ・ホスト・コンピュータにインストール済のOracle Business Intelligenceのすべてのコンポーネントがインストールされます(プライマリ・ホスト・コンピュータはユーザーが指定する必要があります)。たとえば、プライマリ・ホストにOracle BI EEおよびOracle Real-Time Decisionsをインストール済の場合、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、クラスタにある他のコンピュータにこれら2つの製品のみをインストールします。

インストールのスケールアウトの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第5章「デプロイメントのスケール」を参照してください。



4.5.3.1 エンタープライズ・インストール・タイプ(既存のインストールのスケールアウト)における考慮事項および制限

エンタープライズ・インストール・タイプ(既存のインストールのスケールアウト)には、次の考慮事項および制限が適用されます。

	
以前に簡易インストール・タイプを使用してインストールされたOracle Business Intelligenceのインストールをスケールアウトすることはサポートされていません。


	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、Oracle Business Intelligenceクラスタの各ノードを専用のコンピュータにインストールすることによって、既存のインストールのスケールアウトをサポートします。これは、水平スケーリングと呼ばれます。この項では、このタイプのスケーリングについて説明しています。Oracle Business Intelligence 11g Installerを使用して垂直スケーリングを行わないでください。つまり、1台のコンピュータにOracle Business Intelligenceクラスタの複数のノードをインストールしないようにします。垂直スケーリングの手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第5章「デプロイメントのスケーリング」に記載されています。


	
staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence 11gインストーラは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有のFusion MiddlewareホームにOracle Business Intelligenceをインストールする場合、Oracle Business Intelligence Platformのインストーラは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号を使用します。


	
スケールアウトしたシステムから管理サーバー・ホストにデフォルトのリスニング・アドレスでアクセスできることを確認します。管理用リスニング・アドレスとデフォルトのリスニング・アドレスが異なるように管理サーバーが構成されている場合は、インストーラのコマンドラインでDISABLE_ACCESS_TO_ADMIN_SERVER_CHECK=trueのチェックを無効にします。


	
スケールアウトしたインストールの手順を開始する前に、Oracle WebLogic Server管理コンソールにログインしていないことを確認してください。


	
既存のインストールで使用しているのと同じオペレーティング・システム(および同じオペレーティング・システム・パッチ・レベル)にスケールアウトする必要があります。たとえば、64ビットのLinuxインストールの場合、64ビットのLinuxにスケールアウトする必要があります。32ビットのLinuxにはスケールアウトできません。


	
システムのスケールアウト時にBIコンポーザがインストールされている場合は、スケールアウトしたコンピュータ上のinstanceconfig.xmlファイルを更新する必要があります。詳細は、第5.3項「Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成」を参照してください。









4.5.3.2 エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)の手順の概要

表4-5「エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)の手順の概要」は、エンタープライズ・インストール・タイプを使用して既存のインストールを水平スケールアウトする手順の概要を示しています。より詳細な手順は、第4.5.3.3項「エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)の手順」に記載されています。


表4-5 エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)の手順の概要

	画面	操作
	
なし。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
ようこそ

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
ソフトウェア更新のインストール

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびソフトウェア更新のプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール・タイプの選択

	
「エンタープライズ・インストール」をクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前提条件のチェック

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
BIシステムの作成またはスケールアウト

	
BIシステムのスケールアウトをクリックし、次の情報を指定します。

	
管理サーバー・ドメインのホスト名およびポート番号


	
WebLogic管理サーバーにログインするためのユーザー名およびパスワード




「次へ」をクリックして続行します。


	
BIシステムのスケールアウトの詳細

	
必要に応じて次の設定を変更します。

	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックして続行します。


	
ポートの構成

	
次のオプションのいずれかをクリックします。

	
「自動でポートを構成」: Oracle Business Intelligence 11g インストーラが自動的にポートを構成します。


	
構成ファイルを使用してポートを指定: 指定した構成ファイルを使用してポートを構成します。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示または編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




「次へ」をクリックして続行します。


	
セキュリティ・アップデート

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびセキュリティ・アップデートのプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
サマリー

	
画面の情報を検証します。

前の画面に戻って情報を変更するには、「戻る」をクリックします。

レスポンス・ファイルにインストールの設定を保存するには、「保存」をクリックします。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
インストールがすべて完了すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは自動的に「構成の進行状況」画面に進みます。


	
構成の進行状況

	
構成がすべて完了したら、「次へ」をクリックして次に進みます。


	
完了

	
「終了」をクリックして、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。












4.5.3.3 エンタープライズ・インストール(既存のインストールのスケールアウト)の手順




	
注意:

選択するオプションによっては、Oracle Business Intelligence 11g インストーラの一部の画面は表示されない場合があります。









エンタープライズ・インストール・タイプを使用して既存のOracle Business Intelligenceのインストールをスケールアウトするには:

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「ソフトウェアの更新」画面で、次のオプションのいずれかを選択します。

	
ソフトウェア更新のスキップ

ソフトウェア更新のダウンロードとインストールは省略してもかまいません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントを所有している場合は、アカウント名とパスワードを指定することによって、適用可能なソフトウェア更新をMy Oracle Supportからインストーラが自動的にダウンロードします。

資格証明を入力したら、「接続のテスト」をクリックして接続をテストできます。

インストーラがMy Oracle Supportにアクセスするためのプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。「プロキシ設定」画面で、次の設定値を入力します。

	
プロキシ・サーバー


	
プロキシ・ポート


	
プロキシ・ユーザー名(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)


	
パスワード(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)





	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合、このオプションを使用して場所を指定できます。「ローカル・ディレクトリ」フィールドに、ソフトウェア更新が含まれているディレクトリの場所を入力するか、または「参照」をクリックしてディレクトリを選択します。




続行するには、「次へ」をクリックします。


	
「インストール・タイプの選択」画面で「エンタープライズ・インストール」をクリックし、「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

前提条件のエラーを修正する際にインストール・プロセスを停止するには、「中止」をクリックします。

エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
BIシステムの作成またはスケールアウト画面でBIシステムのスケールアウトをクリックし、次の情報を入力します。

	
管理サーバー・ドメインのホスト名およびポート番号


	
WebLogic管理サーバーにログインするためのユーザー名およびパスワード




「次へ」をクリックします。


	
BIシステムのスケールアウトの詳細画面で、次の設定を変更します(オプション)。

	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、「自動でポートを構成」または構成ファイルを使用してポートを指定をクリックします。

後者のオプションを選択する場合は、Oracle Business Intelligenceのインストール用のカスタム・ポート値が格納された構成ファイルを指定する必要があります。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示および編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




	
注意:

staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence 11gインストーラは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有のFusion MiddlewareホームにOracle Business Intelligenceをインストールする場合、Oracle Business Intelligence Platformのインストーラは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号を使用します。









「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックして、このインストールに対する設定をレスポンス・ファイルに保存します(オプション)。レスポンス・ファイルの名前と保存場所の入力が求められます。




	
注意:

インストーラの実行目的がレスポンス・ファイルの作成のみである場合は、ここでインストーラを終了してもかまいません。インストールを最後まで実行する必要はありません。インストーラを終了するには、「取消」をクリックします。









インストールを続行するには、「インストール」をクリックします。


	
「インストールの進行状況」画面で、インストールの進行状況を監視できます。インストールを停止するには、「取消」をクリックします。




	
注意:

インストールの進行に応じて、WebLogic Serverコマンド・ウィンドウが一時的に表示されることがあります。このコマンド・ウィンドウの表示は正常な動作であり、自動的に閉じるので、このウィンドウは無視してください。










	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「構成ツール」領域の上部までスクロールし、BI構成の左側のチェック・ボックスを選択して「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずにインストール・プロセスを続行すると、インストールは正常に動作しなくなる可能性があります。インストール・プロセスを続行または再起動する前に、すべての問題を解決することをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「インストール完了」画面で、「保存」をクリックしてレスポンス・ファイルにこのインストールの設定を保存し、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。




次に、第5章「インストール後の作業」を参照し、インストール・プロセスが完了した後に実行するタスクおよび関連する手順の一覧を確認します。

状況に応じて、インストール後のタスクには必須のものとオプションのものがあります。たとえば、スケールアウトするエンタープライズ・インストールでIBM DB2またはMicrosoft SQL Serverのデータベースを使用する場合は、Oracle Business Intelligenceの各ノードにODBCデータソース名を作成する必要があります。第5.4項「IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成」を参照してください。








4.5.4 ソフトウェアのみのインストール

ソフトウェアのみのインストール・タイプでは、OracleホームにOracle Business Intelligenceソフトウェアのバイナリ・ファイルをインストールし、後でそれらを構成できます。

ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用して、次のシナリオにあるインストールの過程を完了できます。

	
エンタープライズ・インストールの実行


	
既存のエンタープライズ・インストールのスケールアウト




次の追加シナリオのいずれかを実行する場合は、ソフトウェアのみインストール・タイプが必要です。

	
既存のOracle WebLogic ServerドメインまたはIBM WebSphereセルにOracle Business Intelligenceをインストールする。


	
Oracle Fusion Middlewareの他の製品のインストール(Oracle SOA Suiteなど)によって以前に作成されたMiddlewareホームにOracle Business Intelligenceをインストールする。


	
ユーザー固有のJDKを使用してOracle Business Intelligenceをインストールします。簡易インストール・タイプとエンタープライズ・インストール・タイプでは、Oracle Business Intelligenceのインストール・パッケージに付属のJDKがデフォルトでインストールされます。ユーザー固有のJDKをインストールすることもできますが、Oracle WebLogic ServerとOracle Business Intelligenceをインストールする前にそのJDKをインストールしておく必要があります。第4.2.5項「ユーザー固有のJava Development Kit (JDK)を使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」を参照してください。




ソフトウェアのみのインストール・タイプを選択すると、Oracle Business Intelligence 11g インストーラは、Oracle Business Intelligenceのすべてのコンポーネントのソフトウェア・バイナリ・ファイルをインストールします(これらのコンポーネントとして、Oracle BI EE、Oracle BI Publisher、Oracle Real-Time Decisionsなどがあります)。その後、Oracle Business Intelligenceの構成アシスタントを使用して、インストールしたコンポーネントを構成します。第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」を参照してください。



4.5.4.1 ソフトウェアのみのインストール・タイプにおける考慮事項および制限

ソフトウェアのみのインストール・タイプには、次の考慮事項および制限が適用されます。

	
ソフトウェアのみのインストール・タイプは、最終的にOracle Business Intelligenceのエンタープライズ・インストールが必要な場合に使用します。ソフトウェアのみのインストール・タイプでは簡易インストールはサポートされません。その場合は簡易インストールを使用します。


	
ソフトウェアのみのインストールを開始する前に、Oracle WebLogic ServerまたはIBM WebSphereを個別にインストールする必要があります。Oracle WebLogic Serverのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照してください。

IBM WebSphereのインストールの詳細は、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドの「第10章 IBM WebSphereでのOracle Business Intelligenceの管理」を参照してください。


	
Oracle WebLogic Serverに付属のJDKではなく、ユーザー固有のJDKを使用してOracle Business Intelligenceをインストールするには、 Oracle WebLogic ServerとOracle Business Intelligenceをインストールする前にそのJDKをインストールしておく必要があります。


	
後で既存のOracle WebLogic Serverドメインを拡張する方針で、ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用する場合は、必ず次のようにします。

	
ドメインは空にします。つまり、ドメイン内には他のソフトウェア製品が存在しないようにします。


	
ドメインは、Oracle Business Intelligenceのインストール先とするコンピュータ上に物理的に存在するようにします。ドメインをリモートで拡張することはサポートされていません。







	
注意:

BIシステムの拡張オプションは、既存のOracle WebLogic Serverドメインのみで使用できます。IBM WebSphere上のOracle Business Intelligenceは拡張できません。










	
ソフトウェアのみのインストール・タイプによって、共有のFusion Middlewareホームを使用して共有ネットワーク・ドライブ上にインストールをスケールアウトする場合、クラスタ内のすべてのコンピュータに対して同じドメイン・ホームを指定する必要があります。これを行うには、構成アシスタントのBIシステムのスケールの詳細画面の「ドメイン・ホーム」フィールドに同じ値を設定します。共有のMiddlewareホームを持つスケールアウトしたシステムにあるすべてのコンピュータで同じドメイン・ホームを使用する場合は、ノード・マネージャを通じてドメイン内の1つ以上の管理対象サーバーを起動する必要があります。









4.5.4.2 ソフトウェアのみのインストールの手順の概要

表4-6「ソフトウェアのみのインストールの手順の概要」は、ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してインストールを実行する際の手順の概要を示しています。より詳細な手順は、第4.5.4.3項「ソフトウェアのみのインストールの手順」に記載されています。


表4-6 ソフトウェアのみのインストールの手順の概要

	画面	操作
	
なし。

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
ようこそ

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
ソフトウェア更新のインストール

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびソフトウェア更新のプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール・タイプの選択

	
「ソフトウェアのみのインストール」をクリックします。

このオプションを選択すると、ソフトウェアのバイナリ・ファイルがターゲット・コンピュータにコピーされます。コンポーネントの構成は行いません(インストールが完了した後に行います)。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前提条件のチェック

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール場所の指定

	
Oracle MiddlewareホームおよびOracle Business Intelligenceホームの場所を指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
アプリケーション・サーバー

	
このインストールに使用するアプリケーション・サーバーを指定します。

	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、これが使用されるアプリケーション・サーバーになります。この画面の他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、アプリケーション・サーバー・オプションの1つを選択し、「Application Serverの場所」フィールドにその場所を指定する必要があります。


	
Middlewareホーム・ディレクトリが検出されない場合は、「WebLogic Server」オプションが非アクティブになります。「WebSphere」を選択し、「Application Serverの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を指定する必要があります。




「次へ」をクリックして続行します。


	
セキュリティ・アップデート

	
My Oracle Supportのアカウント情報およびセキュリティ・アップデートのプリファレンスを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
サマリー

	
画面の情報を検証します。

前の画面に戻って情報を変更するには、「戻る」をクリックします。

レスポンス・ファイルにインストールの設定を保存するには、「保存」をクリックします。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
インストールがすべて完了したら、「次へ」をクリックして次に進みます。


	
完了

	
「終了」をクリックして、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。












4.5.4.3 ソフトウェアのみのインストールの手順




	
注意:

ソフトウェアのみのインストールの手順を開始する前に、Oracle WebLogic Serverを個別にインストールする必要があります。









ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceをインストールするには:

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラを起動します。第4.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「ソフトウェアの更新」画面で、次のオプションのいずれかを選択します。

	
ソフトウェア更新のスキップ

ソフトウェア更新のダウンロードとインストールは省略してもかまいません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントを所有している場合は、アカウント名とパスワードを指定することによって、適用可能なソフトウェア更新をMy Oracle Supportからインストーラが自動的にダウンロードします。

資格証明を入力したら、「接続のテスト」をクリックして接続をテストできます。

インストーラがMy Oracle Supportにアクセスするためのプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。「プロキシ設定」画面で、次の設定値を入力します。

	
プロキシ・サーバー


	
プロキシ・ポート


	
プロキシ・ユーザー名(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)


	
パスワード(プロキシ・サーバーで認証が不要な場合は空のままにします)





	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合、このオプションを使用して場所を指定できます。「ローカル・ディレクトリ」フィールドで、ソフトウェア更新を含むディレクトリの場所を入力するか、「参照」をクリックしてディレクトリに移動して選択します。




続行するには、「次へ」をクリックします。


	
「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのみのインストール」をクリックし、「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

前提条件のエラーを修正する際にインストール・プロセスを停止するには、「中止」をクリックします。

エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
インストール場所の指定(ソフトウェアのみ)画面の「Oracleミドルウェア・ホーム」フィールドに、既存のMiddlewareホーム・ディレクトリを入力するか、または「参照」をクリックしてディレクトリを選択します。

このMiddlewareホームには、既存のWebLogic ServerまたはFusion Middleware製品のインストール(Oracle Business Intelligenceを含む)のMiddlewareホームを指定できます。

必要に応じてOracleホーム・ディレクトリの場所を変更します。

「次へ」をクリックします。


	
「アプリケーション・サーバー」画面で、このインストールに使用するアプリケーション・サーバーを指定します。

	
Oracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合は、それがアプリケーション・サーバーとして使用されます。この画面の他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、アプリケーション・サーバー・オプションの1つを選択し、「Application Serverの場所」フィールドにその場所を指定する必要があります。


	
Middlewareホーム・ディレクトリが検出されない場合は、「WebLogic Server」オプションが非アクティブになります。「WebSphere」を選択し、「Application Serverの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を指定する必要があります。





	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックして、このインストールに対する設定をレスポンス・ファイルに保存します(オプション)。レスポンス・ファイルの名前と保存場所の入力が求められます。




	
注意:

インストーラの実行目的がレスポンス・ファイルの作成のみである場合は、ここでインストーラを終了してもかまいません。インストールを最後まで実行する必要はありません。インストーラを終了するには、「取消」をクリックします。









インストールを続行するには、「インストール」をクリックします。


	
「インストールの進行状況」画面で、インストールの進行状況を監視できます。インストールを停止するには、「取消」をクリックします。




	
注意:

インストールの進行に応じて、WebLogic Serverコマンド・ウィンドウが一時的に表示されることがあります。このコマンド・ウィンドウの表示は正常な動作であり、自動的に閉じるので、このウィンドウは無視してください。










	
「インストール完了」画面で、「保存」をクリックしてレスポンス・ファイルにこのインストールの設定を保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence 11g インストーラを終了します。




次に、第5章「インストール後の作業」を参照し、インストール・プロセスが完了した後に実行するタスクおよび関連する手順の一覧を確認します。

状況に応じて、インストール後のタスクには必須のものとオプションのものがあります。たとえば、ソフトウェアのみのインストールを完了した後には、そのインストールを構成する必要があります。第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」を参照してください。










4.6 Oracle Business Intelligenceのサイレント・モードでのインストール

この項では、コマンドラインからサイレント・モードでOracle Business Intelligenceをインストールする方法について説明します。サイレント・インストールではグラフィカルな出力が行われず、ユーザーによる入力も必要ないため、Oracle Business Intelligenceのインストールを監視する必要がなくなります。

この項の項目は次のとおりです。

	
第4.6.1項「サイレント・インストールとは」


	
第4.6.2項「レスポンス・ファイルの作成」


	
第4.6.3項「oraInst.locファイルの作成」


	
第4.6.4項「インストール前のタスク」


	
第4.6.5項「サイレント・インストールでサポートされるソフトウェア更新のオプション」


	
第4.6.6項「UNIXおよびWindowsオペレーティング・システムのためのサイレント・インストールの構文」






4.6.1 サイレント・インストールとは

Oracle Business Intelligenceのサイレント・インストールは、インストール・プログラムにレスポンス・ファイルを指定し、コマンドラインで-silentフラグを使用することによって実行します。レスポンス・ファイルは変数とパラメータ値を格納したテキスト・ファイルであり、インストール・プログラムが必要とする情報を提供します。

-dパラメータまたは-deinstallパラメータを使用して、コマンドラインからソフトウェアをサイレントにアンインストールすることもできます。第6章「Oracle Business Intelligenceのアンインストール」を参照してください。






4.6.2 レスポンス・ファイルの作成

サイレント・インストールを実行する前に、インストール固有の情報をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールしようとすると、多くの場合インストール・プログラムは失敗します。

レスポンス・ファイルはテキスト・エディタを使用して手動で作成できます。また、Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用して自動的に作成することもできます(推奨)。後者の方法では、インストーラを実行して、インストールの各画面でインストールのプリファレンスを選択します。次に、インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックします。レスポンス・ファイルの名前と保存場所の入力が求められます。この情報を指定してインストーラを終了します。インストールを最後まで実行する必要はありません。

レスポンス・ファイルを作成すると、そのファイルを使用して別のシステムにインストールをレプリケートできます。また、必要に応じてテキスト・エディタでそのファイルを修正することもできます。



4.6.2.1 コマンドライン変数

	
インストーラ変数

インストーラ変数はVarName=valueの形式で指定します。例:

ORACLE_HOME=/home/Oracle/Middleware/as_1


	
セッション変数

セッション変数は、session:varName=valueの形式で指定します。


	
コンポーネント変数

コンポーネント変数は、session:compInternalName:[Version:]varName=valueの形式で指定します。









4.6.2.2 サンプル・コマンド

サイレント・インストールを実行するには、次のコマンドを使用します。

>./runInstaller -silent -response file -invPtrLoc file

次に、このコマンドの完全な例を示します。

> ./runInstaller -silent -response /home/jdoe/response/oracle.classicwls.top.Custom.rsp -invPtrLoc /home/jdoe/oraInst.loc

システムにOracle製品をすでにインストール済で、インベントリの場所を指定する必要がない場合は、次のようなコマンドを使用できます。

> ./runInstaller -silent -response file

次に、このコマンドの完全な例を示します。

> ./runInstaller -silent -response /home/jdoe/response/oracle.classicwls.top.Custom.rsp








4.6.3 oraInst.locファイルの作成

インストール・プログラムは、Oracleインベントリ・ディレクトリを使用して、コンピュータにインストールされているすべてのOracle製品を追跡します。インベントリ・ディレクトリは、oraInst.locという名前のファイルに格納されます(UNIXおよびLinux)。このファイルがシステムに存在しない場合は、インストール・プログラムによって自動的に作成されます。






4.6.4 インストール前のタスク

今回がシステムへの初めてのインストールの場合(つまり既存のOracleインベントリの場所が存在しない場合)、環境がインストール要件を満たしているかどうか検証することをお薦めします。このタスクは、対話型、サイレントのいずれでも実行可能です。

環境がインストール要件を満たしているかどうかを対話型で検証するには、使用しているオペレーティング・システムに応じて次のコマンドを実行します。

UNIXの場合:

./runInstaller -validate

Windowsの場合:

setup.exe -validate

環境がインストール要件を満たしているかどうかをサイレントで検証するには、使用しているオペレーティング・システムに応じて次のコマンドを実行します。

UNIXの場合:

./runInstaller -silentvalidate -response response_file_path

Windowsの場合:

setup.exe -silentvalidate -response response_file_path






4.6.5 サイレント・インストールでサポートされるソフトウェア更新のオプション

サイレント・インストールでは、次のソフトウェア更新オプションのみがサポートされます。

	
ソフトウェアの更新のスキップ


	
ローカル・ディレクトリからのソフトウェア更新のインストール




サイレント・インストールでは、My Oracle Supportからソフトウェア更新をダウンロードしてインストールするオプションはサポートされていません。






4.6.6 UNIXおよびWindowsオペレーティング・システムのためのサイレント・インストールの構文

Oracle Business Intelligence 11g インストーラをコマンドラインからサイレントに実行するための構文は、次のようにオペレーティング・システムに応じて異なります。

	
UNIXシステムの場合:

runInstaller [-mode] [-options] [(CommandLinevariable=Value)*]


	
Windowsシステムの場合:

setup.exe [-mode] [-options] [(CommandLinevariable=Value)*]




サポートされているコマンドライン構文およびオプションの詳細は、第4.2.10項「コマンドライン・パラメータを使用したOracle Business Intelligence 11gのインストール」を参照してください。








4.7 インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング

インストール・プロセス時に発生する特定のエラーまたは警告の詳細は、インストール・ログ・ファイルを参照してください。インストール・ログ・ファイルの場所は、使用しているオペレーティング・システム、および最初にインストールしたOracle製品(現在のコンピュータに複数のOracle製品がインストールされている場合)でoraInventoryディレクトリの作成先として選択した場所に応じて異なります。

サポートされているオペレーティング・システムのデフォルトの場所は次のとおりです。

	
UNIX:

USER_HOME/oraInventory/logs/


	
Windows:

C:\Program Files\Oracle\Inventory\logs\




インストールが正常に完了しなかった場合、または構成の段階でインストール・プロセスを中断した場合、Oracle Business Intelligenceを再度インストールする前に、失敗または中断したインストールをクリーンアップする必要があります。実行するアンインストール・プロセスは、試みていたインストール・タイプに応じて異なります。たとえば、1台のコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストールしようとしていた場合は、第6.1.1項「1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール」を参照してください。サポートされているアンインストール・プロセスのリストについては、第6.1項「アンインストール・シナリオ」を参照してください。

また、インストール時にどのタスクが失敗したかによって、アンインストール・プロセスの中には状況に無関係なものもあります。たとえば、Oracle Business Intelligenceのインスタンスを作成する前にインストールが失敗した場合、インスタンスのアンインストール手順(第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」)は該当しないので、実行しないようにする必要があります。

簡易インストールまたはエンタープライズ・インストールの実行中、あるいはソフトウェアのみのインストールを実行するために構成アシスタントを使用しているときに、coreapplication_obisch1スケジューラ・コンポーネントが、「Oracleデータベースに接続できませんでした」および「TNS: リスナーがありません」というエラー・メッセージを表示して断続的に起動に失敗することがあります。この状況では、リスナーが複数のコンピュータから同時にリクエストを受け取ったために、データベースが応答できない可能性があります。この問題は、現在は使用していないRCUスキーマを削除するか表領域を削除してディスク領域を解放することにより解決できます。データベース管理者は、データベースの可用性およびステータスを確認する必要があります。






4.8 Oracle Business Intelligenceの再インストール

Oracle Business Intelligenceのインストールがすでに存在するディレクトリには、Oracle Business Intelligenceを再インストールできません。Oracle Business Intelligenceを前と同じディレクトリに再インストールするには、まず第6章「Oracle Business Intelligenceのアンインストール」の説明に従ってソフトウェアをアンインストールしてから、この章に戻り、ニーズに最も適したインストール手順に従います。









5 インストール後の作業


インストール・プロセスを完了した後、1つ以上のオプションまたは構成に関連する必須作業の実行が必要になる場合があります。この章では、このようなインストール後の作業について取り上げています。これには、次の項目があります。

	
第5.1項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール」


	
第5.2項「構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成」


	
第5.3項「Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成」


	
第5.4項「IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成」


	
第5.5項「マルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成」


	
第5.6項「Windowsオペレーティング・システム上でのOPMNサービスの管理」


	
第5.7項「BI Publisherのサンプル・レポートの構成」


	
第5.8項「SampleApp.rpdとSampleAppLite.rddのサンプル・リポジトリのインストールおよびSampleAppLite.rpdのデフォルト・パスワードの変更」


	
第5.9項「Windowsオペレーティング・システムでの管理サーバーまたは管理対象サーバーのポート番号の変更」




他のガイドで扱っている構成および管理に関するトピックの参照が必要になる場合があります。表5-1「他のガイドで取り上げられているトピック」に、これらのトピックと詳細の参照先を示します。


表5-1 他のガイドで取り上げられているトピック

	トピック	詳細の参照先
	
全般的な構成

	
	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド






	
デプロイメント

	
	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド














5.1 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール

Oracle Business Intelligenceは、次のクライアント・ツールを32ビットおよび64ビットのWindowsオペレーティング・システムでのみサポートします。

	
Oracle Business Intelligence管理ツール


	
Oracle Business Intelligenceジョブ・マネージャ


	
Financial Reporting Studio


	
Oracle Essbase管理サービス・コンソール


	
Oracle Essbase Studioコンソール


	
Smart View for Office




Oracle Business Intelligenceカタログ・マネージャ・クライアント・ツールは、32ビットまたは64ビットのWindowsおよびLinuxオペレーティング・システムでサポートされます。




	
注意:

Linux上のカタログ・マネージャは、Standard Widget Toolkit (SWT)を利用したEclipse Javaプラグインに基づいており、動作させるにはGimp Toolkit (GTK)のインストールが必要になります。したがって、Linuxでカタログ・マネージャを開く前に、GTK (32ビットまたは64ビット)のパッケージおよび依存関係にあるパッケージがLinuxオペレーティング・システムにインストールされていることを確認してください。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャの起動とカタログのオープンに関する項を参照してください。









この項では、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストールについて説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第5.1.1項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールについて」


	
第5.1.2項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールに関する考慮事項」


	
第5.1.3項「Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールとアンインストール」


	
第5.1.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール」






5.1.1 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールについて

Oracle Business Intelligenceをインストールすると、Oracle Business Intelligence 11gインストーラにより、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールが自動的にインストールされます。インストールされるクライアント・ツールのビット・バージョンは、使用するOracle Business Intelligence 11g インストーラのビット・バージョンによって決まります。たとえば、Oracle Business Intelligence 11gの32ビット版インストーラによって32ビット版のクライアント・ツールがインストールされ、Oracle Business Intelligence 11gの64ビット版インストーラによって64ビット版のクライアント・ツールがインストールされます。

LinuxまたはUNIXオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにOracle Business Intelligenceをインストールする場合、インストールされるクライアント・ツールはOracle Business Intelligenceカタログ・マネージャのみです。カタログ・マネージャの実行に関する詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャの起動とカタログのオープンに関する項を参照してください。

ただし、Oracle Business IntelligenceをLinuxまたはUNIXオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにインストールした場合、あるいはOracle Business Intelligenceを32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムにインストールして、クライアント・ツールは別のWindowsコンピュータで使用する場合は、次のいずれかのオプションを使用する必要があります。

	
Oracle Business Intelligence管理ツール、Oracle Business Intelligenceジョブ・マネージャおよびOracle Business Intelligenceカタログ・マネージャ(オンライン・モード)をインストールするには、Oracle BI EEクライアント・インストーラを実行します。


	
Oracle Business Intelligence管理ツール、Oracle Business Intelligenceジョブ・マネージャおよびOracle Business Intelligenceカタログ・マネージャをインストールするには、Oracle Universal Installerを実行します。




続行するには、次の各トピックを参照してください。

	
第5.1.2項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールに関する考慮事項」


	
第5.1.3項「Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールとアンインストール」


	
第5.1.4項「Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール」




クライアント・ツールをインストールした後、それらを使用する方法については、次のものを参照してください。

	
カタログ・マネージャ

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド


	
管理ツール

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド


	
ジョブ・マネージャ

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionジョブ・スケジューリング・ガイド









5.1.2 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールに関する考慮事項

Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストールする前に次の事項を考慮します。

	
32ビットまたは64ビットのOracle BI EE Plusクライアント・インストーラでは、32ビット版または64ビット版のOracle Business Intelligence管理ツール、Oracle Business Intelligenceジョブ・マネージャおよびOracle Business Intelligenceカタログ・マネージャがインストールされます。Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラでインストールされる64ビット版のクライアント・ツールは、64ビットのオペレーティング・システムのみで使用してください。




	
注意:

Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラでは、Oracle Database Clientはインストールされません。Oracleデータベースにアクセスするには、同じマシンにDatabase Clientを別途インストールする必要があります。同様に、IBM DB2データベースにアクセスするには、同じマシンにIBM DB2 CLIをインストールする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』の「メタデータのインポートおよびデータ・ソースの使用」を参照してください。










	
管理ツールには、Oracle Business Intelligenceシステムに接続するために、独自のシステムDSNが必要です。Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストールした後に、システムDSNを作成し、構成します。Oracle Business Intelligenceのシステム管理者は、システムDSNの作成に必要な詳細を提供する必要があります。別のODBC DSNを構成する手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のWindows上でのOracle BI ServerのODBC DSNの構成に関する項を参照してください。




	
注意:

Oracle Business Intelligence Enterprise Edition Plus Client Installerの実行時に、インストール・パスにマルチバイト文字が含まれていると、ジョブ・マネージャおよび管理ツールを起動できません。この問題を回避するには、インストール・パスにマルチバイト文字が含まれている場合にはインストール・パスを変更する必要があります。インストール・パスにはASCII文字のみが含まれていることを確認してください。










	
Oracle Business Intelligenceは、同じコンピュータ上でOracle Business Intelligenceクライアント・ツールの複数のインスタンスをサポートします。したがって、Oracle Business Intelligenceの複数のインスタンスをインストール済の場合、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールを複数回インストールして構成できます。つまり、Oracle Business IntelligenceのインスタンスごとにOracle Business Intelligenceクライアント・ツールを1回インストールできます。ただし、Oracle Business Intelligenceサーバー・インスタンスをホストしている同じコンピュータ上には、Oracle Business Intelligenceをインストールする過程ですでにクライアント・ツールがインストールされているので、これらのコンピュータにクライアント・ツールはインストールしないようにします。









5.1.3 Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールとアンインストール

この項では、Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを使用してOracle Business Intelligenceクライアントをインストールおよびアンインストールする方法について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第5.1.3.1項「Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを実行するための前提条件」


	
第5.1.3.2項「Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラの実行」


	
第5.1.3.3項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのアンインストール」






5.1.3.1 Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを実行するための前提条件

Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを実行する前に、次のすべてを実行します。

	
サポート対象の32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムが実行されているコンピュータを特定します。このコンピュータがOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール先になります。


	
Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストールするコンピュータが、Oracle Business IntelligenceシステムをホストしているLinux、UNIXまたはWindowsコンピュータ(32ビットまたは64ビット)にアクセスできることを確認します。


	
システム管理者に連絡して、管理ツールのシステムDSNを作成するために必要な情報を入手します。


	
次のいずれかの方法で、Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラのファイル(biee_client_install.exe)を入手します。

	
Oracle BIホームページで「BIデスクトップ・ツールのダウンロード」リンクを選択し、「Oracle BIクライアント・インストーラ」を選択することにより、Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラ・ファイルにアクセスします。Oracle BIホームページは、次のURLから表示できます。

http://<host>:<port>/analytics/saw.dll?bieehome

例:

http://computer1:9704/analytics/saw.dll?bieehome


	
Oracleホームでbiee_client_install.exeにアクセスし、このファイルのコピーをクライアント・ツールのインストール先とするコンピュータに転送します。biee_client_install.exeは、次の場所にあります。

ORACLE_HOME/clients/biserver


	
OTN上でOracle BI EE Plusクライアント・インストーラのファイルにアクセスし、クライアント・ツールのインストール先とするコンピュータにダウンロードします。OTN上では、次のリンクにOracle BI EE Plusクライアント・インストーラのファイルがあります。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-enterprise-edition/downloads/bus-intelligence-11g-165436.html












5.1.3.2 Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラの実行

Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを使用してOracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストールするには:

	
第5.1.3.1項「Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを実行するための前提条件」で説明した前提条件が満たされていることを確認します。


	
biee_client_install.exeにアクセスし、これをダブルクリックして、Oracle BI EE Plusクライアント・インストーラを起動します。インストーラが起動し、「概要」画面が開きます。




	
注意:

現在のコンピュータにOracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストール済の場合、かわりにインスタンスの管理ウィンドウが開きます。新規インスタンスのインストールをクリックし、「OK」をクリックして「概要」画面を開きます。









「次へ」をクリックします。「インストール・フォルダの選択」ウィンドウが開きます。


	
「インストール・フォルダの選択」ウィンドウで、デフォルトのインストール場所を受け入れるか、または別のインストール場所を指定します。別の場所を指定するには、テキスト・ボックスに場所を入力するか、「選択」をクリックしてインストール場所にナビゲートします。テキスト・ボックスのパスをデフォルトの場所に戻すには、デフォルトのフォルダに戻すをクリックします。

続行するには、「次へ」をクリックします。「ショートカット・フォルダの選択」ウィンドウが開きます。


	
「ショートカット・フォルダの選択」ウィンドウで、インストーラでOracle Business Intelligenceクライアント・ツールの製品アイコンを作成する場所を指定できます。適切なオプションを選択します。

続行するには、「次へ」をクリックします。インストール前のサマリーウィンドウが開きます。


	
インストール前のサマリーウィンドウで、インストール設定を確認します。設定を変更するには、「前へ」をクリックし、変更する設定が含まれている画面に戻ります。

インストールを開始するには、「インストール」をクリックします。


	
インストールが完了したら、「終了」をクリックします。ODBCデータ・ソース管理者ダイアログが開きます。


	
ODBCデータ・ソース管理者ダイアログ・ウィンドウで、管理ツールのシステムDSNを構成して、Oracle Business Intelligenceシステムに接続します。別のODBC DSNを構成する手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のWindows上でのOracle BI ServerのODBC DSNの構成に関する項を参照してください。









5.1.3.3 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのアンインストール

Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールをアンインストールするには:

	
次のいずれか1つを実行します。

	
Oracle Business Intelligenceクライアントをインストールしたときに製品アイコンを作成することを選択した場合、アイコンを作成した場所(デスクトップ上または「プログラム」メニューのOracle Business Intelligence Enterprise Edition Plusクライアント・プログラム・グループ内)で、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition Plusクライアント・インストールの変更をクリックします。


	
Oracle Business Intelligenceクライアントをインストールしたときに製品アイコンを作成しないことを選択している場合は、Oracle Business Intelligenceクライアントのインストール先ディレクトリにアクセスします。インストール先ディレクトリで、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition PlusのClient_installationフォルダを開き、ファイルChange Oracle Business Intelligence Enterprise Edition Plus Client Installation.exeをダブルクリックします。




メンテナンス・モードウィンドウが開きます。


	
メンテナンス・モードウィンドウで、製品のアンインストール→「次へ」をクリックします。アンインストールの確認lウィンドウが開きます。


	
アンインストールの確認ウィンドウで、「次へ」をクリックし、Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールをアンインストールします。


	
アンインストール・プロセスが完了したら、「終了」をクリックします。


	
Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールの他のインストールをアンインストールするには、インストールそれぞれに対してステップ1 - 4を繰り返します。











5.1.4 Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用したOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストール

Oracle Business Intelligence 11g インストーラを使用してOracle Business Intelligenceクライアント・ツールをインストールするには:

	
RCUを使用して、BIPLATFORMスキーマおよびMDSスキーマの新しいセットをデータベースに作成します(第3.3.6項「RCUの実行によるOracle Business Intelligenceデータベース・スキーマの作成」を参照)。このスキーマ・セットは、新しいOracle Business Intelligenceインスタンスでクライアント・ツール用として使用されます。ステップ3でこの新しいインスタンスをインストールします。


	
クライアント・ツールの新しいインスタンスをホストする、32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータを特定します。特定したWindowsコンピュータが、アクティブなOracle Business Intelligenceシステムをホストしているコンピュータにアクセスできることを確認します。


	
新しいOracle Business Intelligenceインスタンスを32ビットまたは64ビットのWindowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータにインストールします。このインストールでは簡易インストール・タイプを使用できます(第4.5.1「簡易インストール」を参照)。


	
新しいOracle Business Intelligenceインスタンスをインストールした後、OPMNおよびノード・マネージャを含むすべてのサービスを停止します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第4章「Oracle Business Intelligenceの起動と停止」を参照してください。


	
クライアント・ツールをホストしているコンピュータで、管理ツールの別のDSNを構成して、アクティブなOracle Business Intelligenceシステムに接続します。デフォルトの中央管理DSNを使用してアクティブなシステムに接続しないでください。別のODBC DSNを構成する手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のWindows上でのOracle BI ServerのODBC DSNの構成に関する項を参照してください。


	
クライアント・ツールをアンインストールするには、Oracle Business Intelligenceのアンインストールに関する手順に従います。第6章「Oracle Business Intelligenceのアンインストール」を参照してください。











5.2 構成アシスタントを使用したOracle Business Intelligenceの構成

Oracle Business Intelligence構成アシスタントを使用して、「ソフトウェアのみのインストール」タイプでインストールしたOracle Business Intelligenceソフトウェアを構成します。Oracle Business Intelligence構成アシスタントを使用すると、次の作業を実行できます。

	
Oracle Business Intelligenceの新しいエンタープライズ・インストールを構成します。新しいエンタープライズ・インストールを構成するとき、構成アシスタントによってOracle Business Intelligence用に新しいドメインが作成されます。


	
Oracle Business Intelligenceのスケールアウトしたエンタープライズ・インストールを構成します。スケールアウトしたエンタープライズ・インストールを構成するとき、構成アシスタントによって、Oracle Business Intelligenceのスケールアウトしたインスタンスが、指定した既存のインスタンスに関連付けられます。




	
注意:

構成アシスタントを使用してOracle Business IntelligenceをIBM WebSphereに構成するには、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドの新しいIBM WebSphereセルでのOracle Business Intelligenceの構成に関する項を参照してください。










	
Oracle Business Intelligenceを使用してOracle WebLogic Serverドメインを拡張します。Oracle Business Intelligenceを使用してWebLogic Serverドメインを拡張するとき、構成アシスタントでは、Oracle Business Intelligenceの新しいドメインは作成されません。そのかわり、Oracle Business Intelligenceのコンポーネントおよび管理対象サーバーが、指定のWebLogic Serverドメインに追加されます。また、構成アシスタントでは、既存のWebLogic Serverドメインのドメイン・ポートおよびノード・マネージャ・ポートが使用され、カスタム構成ファイル(staticports.iniなど)で指定したドメイン・ポートの値およびノード・マネージャ・ポートの値はすべて無視されます(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)。


	
Oracle Business Intelligenceドメインを更新します。

Oracle Business Intelligenceドメインを更新する場合は、以前のOracle BI EE 11gリリースから最新のOracle BI EE 11gリリースに移行します。

Oracle Business Intelligenceドメインの更新方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceアップグレード・ガイドを参照してください。




ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceを他のOracle Fusion Middleware製品の既存のMiddlewareホームにインストールした場合、「Oracle Business Intelligenceの更新」シナリオを除くすべての構成シナリオの手順を実行できます(インストールがそのシナリオの前提条件を満たすことが前提)。

この項の項目は次のとおりです。

	
第5.2.1項「構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceを構成する場合の考慮事項および制限」


	
第5.2.2項「構成前に実行する作業」


	
第5.2.3項「Oracle Business Intelligence構成アシスタントの起動」


	
第5.2.4項「oraInst.locファイルの作成」


	
第5.2.5項「コマンドライン・オプションを使用したOracle Business Intelligenceの構成」


	
第5.2.6項「サイレント・モードでの構成アシスタントの実行」


	
第5.2.7項「Oracle Business Intelligenceの新しいエンタープライズ・インストールの構成」


	
第5.2.8項「Oracle Business Intelligenceのスケールアウトしたエンタープライズ・インストールの構成」


	
第5.2.9項「Oracle Business Intelligenceを使用したOracle WebLogic Serverドメインの拡張」






5.2.1 構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceを構成する場合の考慮事項および制限

構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceを構成するときに、次の考慮事項および制限が適用されます。

	
Oracle Business Intelligence構成アシスタントで垂直スケーリングは実行しないでください。垂直スケーリングの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第5章「デプロイメントのスケール」を参照してください。


	
構成アシスタントは、「簡易インストール」タイプを使用してインストールされたOracle Business Intelligenceインストールではサポートされません。


	
スケールアウトしたエンタープライズ・インストールを構成する前に、構成アシスタントを実行するコンピュータから、管理サーバーを実行しているコンピュータのTCPポート7にTCP/IPパケットをルーティングできることを確認してください。このルーティングは構成プロセスの実行中に必要になります。ルーティングができない場合は、エラー・メッセージが表示されます。


	
管理サーバーで複数のIPアドレス(複数のネットワーク・カードなど)を使用している場合、管理サーバーのデフォルトのリスニング・アドレスは、管理対象サーバーが通信可能なIPアドレスである必要があります。管理サーバーのデフォルトのリスニング・アドレスを変更するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』のネットワーク・リソースの構成に関する項を参照してください。

スケールアウトしたサーバーを構成すると、構成アシスタントによって管理対象サーバーが作成されます。管理対象サーバーがデフォルトのリスニング・アドレスで管理サーバーと通信できない場合、構成アシスタントにエラー・メッセージが表示され、管理対象サーバーは作成されません。

Oracle WebLogic Serverが管理チャネルを使用するように構成されている場合、次のパラメータをインストーラのコマンドラインに追加すると、管理サーバーに対する通信チェックを無効にできます。

DISABLE_ACCESS_TO_ADMIN_SERVER_CHECK=true


	
ORACLE_HOME/common/binにあるOracle Fusion Middleware構成ウィザードではドメインを拡張できません。特にこの構成ウィザードでは、既存のBusiness Intelligence、Oracle WebLogic Serverドメインおよび他の任意のOracle Fusion Middleware製品のドメインのいずれにもOracle Business Intelligenceコンポーネントを追加できません。









5.2.2 構成前に実行する作業

今回初めてシステムを構成する場合(つまり既存のOracleインベントリの場所が存在しない場合)、環境が構成要件を満たしているかどうか検証することをお薦めします。このタスクは、対話型、サイレントのいずれでも実行可能です。

環境が構成要件を満たしているかどうかを対話型で検証するには、使用しているオペレーティング・システムに応じて次のコマンドを実行します。

UNIXの場合:

./config.sh -validate

Windowsの場合:

config.bat -validate

環境が構成要件を満たしているかどうかをサイレントで検証するには、使用しているオペレーティング・システムに応じて次のコマンドを実行します。

UNIXの場合:

./config.sh -silentvalidate -response response_file_path

Windowsの場合:

config.bat -silentvalidate -response response_file_path

サイレント・モードでの構成アシスタントの実行の詳細は、第5.2.6項「サイレント・モードでの構成アシスタントの実行」を参照してください。






5.2.3 Oracle Business Intelligence構成アシスタントの起動

Oracle Business Intelligence構成アシスタントは、対話型モードまたはサイレント・モードで起動できます。

この項では、Oracle Business Intelligence構成アシスタントを対話型モードで起動する手順について説明します。

Oracle Business Intelligence構成アシスタントのサイレント・モードでの起動の詳細は、第5.2.6.3項「Oracle Business Intelligence構成アシスタントのサイレント・モードでの起動」を参照してください。

次のようにオペレーティング・システムに基づいて、ORACLE_HOME(デフォルト・フォルダ名はOracle_BI1)のbinディレクトリからOracle Business Intelligence構成アシスタントを起動します。

UNIXコマンド:

cd ORACLE_HOME/bin

./config.sh

Windowsコマンド:

cd ORACLE_HOME\bin

config.bat






5.2.4 oraInst.locファイルの作成

Oracleインベントリ・ディレクトリは、コンピュータ上にインストールされるすべてのOracle製品を追跡するために、構成アシスタントによって使用されます。インベントリ・ディレクトリは、oraInst.locという名前のファイルに格納されます(UNIXおよびLinux)。このファイルがシステムに存在しない場合は、構成アシスタントによって自動的に作成されます。






5.2.5 コマンドライン・オプションを使用したOracle Business Intelligenceの構成

Oracle Business Intelligenceは、コマンドライン・オプション使用して構成できます。表5-2に、構成アシスタントのコマンドライン・オプションを示します。


表5-2 構成アシスタントのコマンドライン・オプション

	オプション	説明
	
-help

--help

--usage

	
構成コマンドの使用オプションを表示します。


	
-invPtrLoc file

	
インベントリの場所ファイルを指します。ファイルには、oraInst.locファイルのフルパスと名前を代入します。


	
-response file

-responseFile file

	
レスポンス・ファイルを指します。ファイルには、レスポンス・ファイルのフルパスと名前を代入します。


	
-jreLoc location

	
Java Runtime Environment (JRE)がインストールされる場所を指します。locationを、JREがインストールされるjreディレクトリへのフルパスに置き替えます。


	
-logLevel level

	
構成アシスタントによって実行されるロギングのレベルを指定します。指定したレベルより優先順位が高いすべてのメッセージが記録されます。有効なレベルは次のとおりです。

	
severe


	
warning


	
info


	
config


	
fine


	
finer


	
finest





	
-debug

	
構成アシスタントからデバッグ情報を取得します。


	
-force

	
空でないディレクトリでサイレント構成を続行できます。


	
-printdiskusage

	
ディスク使用量に関連するデバッグ情報をログに記録します。


	
-printmemory

	
メモリー使用量に関連するデバッグ情報をログに記録します。


	
-printtime

	
時間の使用状況に関連するデバッグ情報をログに記録します。このコマンドにより、timeTakentimestamp.logファイルが作成されます。


	
-waitforcompletion

	
Javaエンジンを起動して終了するかわりに、処理の完了まで待機します。この構成プログラムはWindows専用です。


	
-noconsole

	
メッセージをコンソール・ウィンドウに表示しません。


	
-ignoreSysPrereqs

	
システムの前提条件チェックの結果を無視して構成を続行します。


	
-executeSysPrereqs

	
システムの前提条件チェックのみを実行して終了します。


	
-paramFile path

	
oraparam.iniファイルへのフルパスを指定します。このファイルは構成アシスタントの初期化ファイルです。デフォルトの場所は、Disk1/install/platformです。


	
-novalidation

	
構成アシスタントにより実行されるすべての検証チェックを無効にします。


	
-nodefaultinput

	
使用した場合、予期しない結果が発生します。このパラメータは現在はサポートされていません。








たとえば、構成アシスタントを実行して、システムの前提条件チェックのみを実行するには、次のようにコマンドを入力します。

UNIXコマンド:

./config.sh -executeSysPrereqs

Windowsコマンド:

config.bat -executeSysPrereqs






5.2.6 サイレント・モードでの構成アシスタントの実行

この項では、構成アシスタントをコマンドラインからサイレント・モードで実行する方法について説明します。構成アシスタントをサイレント・モードで実行すると、出力が表示されず、レスポンスを求めるプロンプトも表示されません。

この項の項目は次のとおりです。

	
第5.2.6.1項「サイレント構成とは」


	
第5.2.6.2項「構成アシスタントのレスポンス・ファイルの作成」


	
第5.2.6.3項「サイレント・モードでのOracle Business Intelligence構成アシスタントの起動」


	
第5.2.6.4項「サイレント構成でサポートされるソフトウェア更新のオプション」






5.2.6.1 サイレント構成とは

サイレント構成は、構成アシスタントをサイレント・モードで実行してOracle Business Intelligenceを構成するプロセスです。構成アシスタントをサイレント・モードで実行する手順は次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルを作成して、構成アシスタントで実行する操作を指定します。


	
構成アシスタントをサイレント・モードで実行し、レスポンス・ファイルの名前を指定します。




表5-3に、構成アシスタントのサイレント・モードで使用するコマンドライン・オプションを示します。


表5-3 構成アシスタントのコマンドライン・オプション(サイレント構成モード)

	オプション	説明
	
-silent -responseFile file [-invPtr Loc_file]

	
サイレント・モードで構成します。構成アシスタントにレスポンス・ファイルを渡す必要があります。

[-invPtr Loc_file]には、インベントリ・ファイルの場所を指定します。












5.2.6.2 構成アシスタントのレスポンス・ファイルの作成

構成アシスタントをサイレント・モードで実行するには、レスポンス・ファイルを指定する必要があります。

レスポンス・ファイルは、次の2つの方法で作成できます。

	
テキスト・エディタを使用する。


	
構成アシスタントを対話形式で実行し、入力情報をファイルに保存する。




テキスト・エディタを使用してレスポンス・ファイルを作成するには:

	
レスポンス・ファイルが配置されているディレクトリに移動します。


	
ファイルをテキスト・エディタで開きます。


	
ファイルを編集します。

詳細は、ファイル内の手順を参照してください。




構成アシスタントを対話形式で実行し、入力情報をファイルに保存してレスポンス・ファイルを作成するには:

	
構成アシスタントを実行し、各画面で構成プリファレンスを選択します。


	
インストールまたは構成のサマリー画面で、「保存」をクリックします。

構成アシスタントにより、レスポンス・ファイルの名前とその保存先を入力するように求められます。


	
ファイルの名前と保存先を指定して、構成アシスタントを終了します。構成を完了させる必要はありません。




レスポンス・ファイルを作成すると、そのファイルを使用して別のシステムに構成をレプリケートできます。また、必要に応じてテキスト・エディタでそのファイルを修正することもできます。






5.2.6.3 サイレント・モードでのOracle Business Intelligence構成アシスタントの起動

構成アシスタントをサイレント・モードで起動する場合は、-silentモード・オプションを使用します。

Oracle Business Intelligence構成アシスタントをサイレント・モードで起動するには:

	
構成アシスタントが格納されているディレクトリに移動します。構成は、ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。

例:

UNIXの場合:

cd MW_HOME/Oracle_BI1/bin

Windowsの場合:

cd c:\MW_HOME\Oracle_BI1\bin


	
次のように、使用するレスポンス・ファイルとOracleインベントリの場所(オプション)を指定して、構成アシスタントをサイレント・モードで実行します。

UNIXの場合:

./config.sh -silent -responseFile file [-invPtrLoc file]

例:

./config.sh -silent -responseFile /home/jdoe/response/oracle.classicwls.top.Custom.rsp -invPtrLoc /home/jdoe/oraInst.loc

Windowsの場合:

config.bat -silent -responseFile file [-invPtrLoc file]

例:

config.bat -silent -responseFile C:\jdoe\response\oracle.classicwls.top.Custom.rsp -invPtrLoc C:\jdoe\oraInst.loc

コマンドライン・オプションのリストは、表5-2を参照してください。









5.2.6.4 サイレント構成でサポートされるソフトウェア更新のオプション

サイレント構成では、次のソフトウェア更新オプションのみがサポートされます。

	
ソフトウェアの更新のスキップ


	
ローカル・ディレクトリからのソフトウェア更新のインストール




サイレント構成では、My Oracle Supportからソフトウェア更新をダウンロードしてインストールするオプションはサポートされていません。








5.2.7 Oracle Business Intelligenceの新しいエンタープライズ・インストールの構成




	
注意:

ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceを他のOracle Fusion Middleware製品の既存のMiddlewareホームにインストールした場合、この項で説明する手順に従って、インストールの構成を完了できます(インストールがこの構成シナリオの前提条件を満たすことが前提)。









構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceの新しいエンタープライズ・インストールを構成するには:

	
Oracle Business Intelligence構成アシスタントを起動します。第5.2.3項「Oracle Business Intelligence構成アシスタントの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

構成プロセスを停止して前提条件エラーを修正するには、「中断」をクリックします。

エラーまたは警告メッセージを無視し、構成プロセスを続行するには、「続行」をクリックします(お薦めしません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で、新規BIシステムの作成をクリックして次の情報を入力します。

	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのシステム管理者のユーザー名とパスワード


	
新しいOracle Business Intelligenceシステムのドメイン名




「次へ」をクリックします。


	
インストール場所の指定(エンタープライズ)画面に、現在のMiddlewareホームおよび新しいインストールの他の重要な場所が表示されます。

必要に応じて次の設定を変更します。

	
ドメイン・ホームの場所


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックします。


	
「コンポーネントの構成」画面では、デフォルトですべての製品が選択されています。構成しないコンポーネントそれぞれの横にあるボックスをクリックします。

構成する製品または構成する可能性がある製品をすべて選択します。一部の製品は構成できない場合があります。後でその他の製品を現在のドメインで構成します。




	
注意:

Oracle BI EEを構成すると、Oracle BI Publisherが自動的に構成されます。









選択が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
BIPLATFORMスキーマ画面で、次を指定します。

	
使用するOracle Business Intelligenceシステムのデータベース・タイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
BIPLATFORMスキーマのユーザー名。


	
BIPLATFORMスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
MDSスキーマ画面で、次の指定を行います。

	
MDSスキーマのデータベースのタイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
MDSスキーマのユーザー名。


	
MDSスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、「自動でポートを構成」または構成ファイルを使用してポートを指定をクリックします。

後者のオプションを選択する場合は、Oracle Business Intelligenceのインストール用のカスタム・ポート値が格納された構成ファイルを指定する必要があります。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示および編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




	
注意:

staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence構成アシスタントは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有MiddlewareホームでOracle Business Intelligenceを構成している場合、Oracle Business Intelligence構成アシスタントでは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号が使用されます。









「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
「サマリー」画面で、「保存」をクリックして、この構成の設定をレスポンス・ファイルに保存し(オプション)、「構成」をクリックして構成プロセスを開始します。


	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラーまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに構成プロセスを続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。構成プロセスを続行または再開する前にすべての問題の解決を試みることをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「完了」画面で、「保存」をクリックしてこのインストールの設定をレスポンス・ファイルに保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence構成アシスタントを終了します。









5.2.8 Oracle Business Intelligenceのスケールアウトしたエンタープライズ・インストールの構成




	
注意:

ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceを他のOracle Fusion Middleware製品の既存のMiddlewareホームにインストールした場合、この項で説明する手順に従って、インストールの構成を完了できます(インストールがこの構成シナリオの前提条件を満たすことが前提)。









構成アシスタントを使用してOracle Business Intelligenceのスケールアウトしたエンタープライズ・インストールを構成するには:

	
Oracle Business Intelligence構成アシスタントを起動します。第5.2.3項「Oracle Business Intelligence構成アシスタントの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

構成プロセスを停止して前提条件エラーを修正するには、「中断」をクリックします。

エラーまたは警告メッセージを無視し、構成プロセスを続行するには、「続行」をクリックします(お薦めしません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で、BIシステムの拡張をクリックして次の情報を入力します。

	
管理サーバー・ドメインのホスト名およびポート番号


	
WebLogic管理サーバーにログインするためのユーザー名およびパスワード




「次へ」をクリックします。


	
BIシステムのスケールアウトの詳細画面で、次の設定を変更します(オプション)。

	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、「自動でポートを構成」または構成ファイルを使用してポートを指定をクリックします。

後者のオプションを選択する場合は、Oracle Business Intelligenceのインストール用のカスタム・ポート値が格納された構成ファイルを指定する必要があります。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示および編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




	
注意:

staticports.iniなどの構成ファイルを使用して手動でOracle Business Intelligenceのポートを指定する場合を除き(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)、Oracle Business Intelligence構成アシスタントは、ノード・マネージャのポートを自動的に割り当てます(デフォルトは9556)。ただし、ノード・マネージャがインストールされている共有MiddlewareホームでOracle Business Intelligenceを構成している場合、Oracle Business Intelligenceスクリプトでは既存のノード・マネージャおよびそのポート番号が使用されます。









「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
「サマリー」画面で、「保存」をクリックして、この構成の設定をレスポンス・ファイルに保存し、「構成」をクリックして構成プロセスを開始します。


	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラーまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに構成プロセスを続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。構成プロセスを続行または再開する前にすべての問題の解決を試みることをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「完了」画面で、「保存」をクリックしてこの構成の設定をレスポンス・ファイルに保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence構成アシスタントを終了します。









5.2.9 Oracle Business Intelligenceを使用したOracle WebLogic Serverドメインの拡張




	
注意:

ソフトウェアのみのインストール・タイプを使用してOracle Business Intelligenceを他のOracle Fusion Middleware製品の既存のMiddlewareホームにインストールした場合、この項で説明する手順に従って、インストールの構成を完了できます(インストールがこの構成シナリオの前提条件を満たすことが前提)。









Oracle Business Intelligence構成アシスタントを使用して、Oracle WebLogic Serverドメインの既存のMiddlewareホームに以前インストールされたOracle Business Intelligenceのインスタンスを構成できます。これは、ドメインの拡張と呼ばれます。

Oracle Business Intelligence構成アシスタントを使用して既存のOracle WebLogic Serverドメインを拡張する前に、次の事項を確認します。

	
Oracle WebLogic Serverが以前インストールされ、関連ドメインがWebLogic Server構成ウィザードを使用して作成されている。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドを参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceがソフトウェアのみのインストール・タイプを使用して、既存のMiddlewareホームに以前インストールされています。詳細は、第4.5.4項「ソフトウェアのみのインストール」を参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceをインストールしたコンピュータと同じコンピュータに目的のドメインが存在しています。ドメインをリモートで拡張することはサポートされていません。


	
目的のドメインが空です。


	
目的のドメインを実行中です。


	
目的のドメインの管理サーバーの名前がAdminServerです。他の名前の管理サーバーはサポートされていません。




構成アシスタントを使用してOracle Business IntelligenceでOracle WebLogic Serverドメインを拡張するには:

	
Oracle Business Intelligence構成アシスタントを起動します。第5.2.3項「Oracle Business Intelligence構成アシスタントの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示された場合は、そのエラーを修正し、「再試行」をクリックして再度前提条件のチェックを実行します(推奨)。前提条件のチェックがエラーが発生せずに完了するまで、この処理を繰り返します。

構成プロセスを停止して前提条件エラーを修正するには、「中断」をクリックします。

エラーまたは警告メッセージを無視し、構成プロセスを続行するには、「続行」をクリックします(お薦めしません)。




	
注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。










	
BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で、BIシステムの拡張をクリックして次の情報を入力します。

	
既存のWebLogic Serverドメインのホスト名およびポート番号


	
Oracle WebLogic Serverをインストールして構成したときに作成した管理者アカウントのユーザー名およびパスワード




「次へ」をクリックします。


	
インストール場所の指定(エンタープライズ)画面に、現在のMiddlewareホームおよび新しいインストールの他の重要な場所が表示されます。

必要に応じて次の設定を変更します。

	
ドメイン・ホームの場所


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「次へ」をクリックします。


	
「コンポーネントの構成」画面では、デフォルトですべての製品が選択されています。構成しないコンポーネントそれぞれの横にあるボックスをクリックします。

構成する製品または構成する可能性がある製品をすべて選択します。一部の製品は構成できない場合があります。後でその他の製品を現在のドメインで構成します。




	
注意:

Oracle BI EEを構成すると、Oracle BI Publisherが自動的に構成されます。









選択が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
BIPLATFORMスキーマ画面で、次を指定します。

	
使用するOracle Business Intelligenceシステムのデータベース・タイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
Business Intelligence Platformスキーマのユーザー名。


	
Business Intelligence Platformスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
MDSスキーマ画面で、次の指定を行います。

	
MDSスキーマのデータベースのタイプ。


	
データベースの接続文字列。第4.2.9項「データベース接続文字列の指定」を参照してください。


	
MDSスキーマのユーザー名。


	
MDSスキーマのパスワード。




データベース設定を指定したら、「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、「自動でポートを構成」または構成ファイルを使用してポートを指定をクリックします。

後者のオプションを選択する場合は、Oracle Business Intelligenceのインストール用のカスタム・ポート値が格納された構成ファイルを指定する必要があります。ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。ファイルを表示および編集するには、「表示/編集」をクリックします。ファイルを編集したら、「保存」をクリックして変更を保存します。




	
注意:

構成アシスタントは、既存のWebLogic Serverドメインのドメインおよびノード・マネージャのポートを参照し、カスタム構成ファイル(staticports.iniなど)で指定されたドメインおよびノード・マネージャのポート値をすべて無視します(第4.2.8項「Oracle Business Intelligenceのカスタム・ポート値の設定」を参照)。









「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ・アップデート画面で、My Oracle Supportのアカウント情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
「サマリー」画面で、「保存」をクリックして、この構成の設定をレスポンス・ファイルに保存し(オプション)、「構成」をクリックして構成プロセスを開始します。


	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェアの構成の進行状況を監視でき、エラーが発生した場合は、それに応答できます。

構成タスクが失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。タスクを再実行するには、「再試行」をクリックします。エラーを無視して次のタスクに進むには、「続行」をクリックします(これはお薦めできません)。インストールおよび構成プロセスを完全に停止するには、「中止」をクリックします。

詳細は、第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。




	
注意:

エラーまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに構成プロセスを続行すると、インストールが正常に動作しなくなる可能性があります。構成プロセスを続行または再開する前にすべての問題の解決を試みることをお薦めします。第4.7項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」を参照してください。









エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「完了」画面で、「保存」をクリックしてこのインストールの設定をレスポンス・ファイルに保存し(オプション)、「終了」をクリックしてOracle Business Intelligence構成アシスタントを終了します。











5.3 Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成

Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成は、11.1.1.7.0を新規にインストールするか、以前の11.1.1.xリリースから11.1.1.7.0にアップグレードするかによって異なります。

この項の内容は次のとおりです。

	
第5.3.1項「11.1.1.7.0 BIを新規にインストールする場合のBIコンポーザのインストールと構成」


	
第5.3.2項「以前の11.1.1.xリリースから11.1.1.7.0にアップグレードする場合のBIコンポーザのインストールと構成」






5.3.1 11.1.1.7.0 BIを新規にインストールする場合のBIコンポーザのインストールと構成

11.1.1.7.0 BIを新規にインストールする場合は、BIコンポーザのインストールおよび構成が自動的に行われます。






5.3.2 以前の11.1.1.xリリースから11.1.1.7.0にアップグレードする場合のBIコンポーザのインストールと構成

以前の11gリリースから11.1.1.7.0にアップグレードする場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』のOracle Business Intelligenceのコンポーザ機能の有効化に関する項を参照してください。








5.4 IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成

IBM DB2またはMicrosoft SQL Serverデータベース上でRCUを使用してOracle Business Intelligenceスキーマをインストールし、複数のホスト上でシステムをスケールアウトしている場合、Oracle Business IntelligenceをスケールアウトしたノードごとにODBCデータ・ソース名(DSN)を作成する必要があります。クラスタのプライマリ・ノードでBI Schedulerが使用するODBC DSNのデータ・ソースの詳細と同じデータを使用して各ODBC DSNを作成します。実行する手順は、Oracle Business Intelligenceをスケールアウトしたコンピュータのオペレーティング・システムによって異なります。

Oracle Business IntelligenceクラスタのスケールアウトしたノードでODBC DSNを作成するには:

	
Fusion Middleware Controlにログインします。


	
「デプロイメント」ページの「スケジューラ」タブを開き、クラスタのプライマリ・ノードのIBM DB2またはMicrosoft SQL Serverのデータ・ソースを特定します。


	
Fusion Middleware Controlを閉じます。


	
Oracle Business Intelligenceクラスタのプライマリ・ノードにアクセスし、次のデータ・ソース詳細を特定します。

	
UNIX:

データ・ソース詳細は、odbc.iniにあります。次の場所からodbc.iniを開きます。

ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setup/


	
Windows:

データ・ソース詳細は、「ODBC データ ソース アドミニストレータ」ウィンドウにあります。このウィンドウにアクセスするには、「スタート」をクリックし、「設定」を選択して「コントロール パネル」をクリックします。

「コントロール パネル」で、「管理ツール」をダブルクリックします。「管理ツール」ウィンドウで、「データ ソース」をダブルクリックします。

「ODBC データ ソース アドミニストレータ」ウィンドウで、「システム DSN」タブをクリックし、クラスタのプライマリ・ノードのSQL ServerまたはDB2のデータ・ソースを選択し、「構成」をクリックします。





	
ドライバのタイプおよびデータ・ソース詳細を書き留めておきます。BI SchedulerはODBCデータ・ソースを使用します。ODBCデータ・ソースは、データベースのタイプに応じて、次の形式で表示されます。

	
IBM DB2:

instancename_DB2


	
Microsoft SQL Server:

instancename_MSSS





	
オペレーティング・システムに応じて、odbc.iniまたは「ODBCデータ ソース アドミニストレータ」ウィンドウを閉じます。


	
スケールアウトしたノードごとに、オペレーティング・システムに応じて次の操作を実行します。

	
UNIX:

次の場所からodbc.iniを開きます。

ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/ coreapplication/setup/

プライマリ・ノードのデータ・ソース詳細と同じデータ・ソース詳細を使用してodbc.iniを更新します。変更を保存し、odbc.iniを閉じます。


	
Windows:

「スタート」をクリックし、「設定」を選択して「コントロール パネル」をクリックします。「コントロール パネル」で、「管理ツール」をダブルクリックし、「データ ソース (ODBC)」をダブルクリックします。

「ODBC データ ソース アドミニストレータ」ウィンドウで、「システム DSN」タブをクリックしてから「追加」をクリックします。「データ ソースの新規作成」ウィンドウで、ドライバのタイプを選択し、「完了」をクリックします。

次に、ウィザードの手順に従って、プライマリ・ノードのデータ・ソース詳細を入力します。












5.5 マルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成

Oracle Business IntelligenceをIBM DB2データベースとともにインストールすると、Oracle Business IntelligenceインストーラによりODBC 2.0ドライバが構成され、この結果、マルチバイト・データで問題が発生することがあります。この問題を回避するには、Oracle Fusion Middleware Controlを使用して、かわりにネイティブのDB2 CLIドライバを使用するようにOracle Business Intelligenceを構成します。

IBM DB2でDB2 CLIドライバを使用するようにOracle Business Intelligenceを構成する手順は、次のとおりです。

	
Oracle Business Intelligenceが存在するコンピュータ上にIBM DB2クライアント・ソフトウェアをインストールし、スケジューラ・データベースに対するデータ・ソースを作成します。


	
Oracle Business Intelligenceをインストールした後、Fusion Middleware Controlにログインします。


	
「Business Intelligence」フォルダを展開して、coreapplicationノードを選択します。


	
「スケジューラ」タブに移動します。

この要素のページレベルのヘルプにアクセスするには、ページの「ヘルプ」ボタンをクリックします。


	
「構成をロックして編集」をクリックします。


	
「コール・インタフェース」ドロップダウン・リストをクリックし、「DB2 CLI (Unicode)」を選択します。


	
「データ・ソース」フィールドにデータ・ソース名を入力します。


	
「適用」をクリックしてから、「変更のアクティブ化」をクリックします。









5.6 Windowsオペレーティング・システム上でのOPMNサービスの管理

インストール後、Oracle Business Intelligence 11g インストーラでOPMNを直接起動すると、OPMNサービスがWindowsオペレーティング・システムの「サービス」リストに「停止中」として表示されます。opmnctl.batを実行してOPMNを管理できます。opmnctl.batは、次のディレクトリにあります。

ORACLE_INSTANCE\bin

OPMNサービスが「手動」に設定されます。したがって、システムを再起動する場合、このサービスを手動で再起動する必要があります。






5.7 BI Publisherのサンプル・レポートの構成

Oracle Business Intelligenceには、BI Publisherを使用してアクセスできるサンプル・レポートがいくつか用意されています。その中には、Oracle Databaseで提供されるOEサンプル・スキーマからデータを取得するデータ・モデルに依存するものがあります。これらのレポートを正しく実行するには、次の手順に従ってOEサンプル・スキーマのロックを解除し、BI Publisherの管理ページでデモのJDBC接続を構成します。

BI Publisherのサンプル・レポートを構成するには:

	
OEサンプル・スキーマのロックを解除し、これの接続文字列を取得します。詳細は、Oracle Databaseサンプル・スキーマを参照してください。


	
サポートされているWebブラウザで、JDBCデータ・ソース接続のBI Publisher管理ページを開きます。


	
デモのJDBCデータ・ソース接続の詳細で、OEサンプル・スキーマの接続文字列を指定し、保存します。

例:

Connection String: jdbc:oracle:thin:@foobar.com.example:1521:orcl

Username: OE

Password: oe password







	
注意:

OEスキーマへのアクセス権またはデモJDBCデータ・ソースを更新する権限がない場合、サンプル・レポートによっては次のエラーが発生する可能性があります。

Error:

The report cannot be rendered because of an error, please contact the administrator.

Error Detail Parameter name:

param Invalid number format for port number














5.8 SampleApp.rpdとSampleAppLite.rddのサンプル・リポジトリのインストールおよびSampleAppLite.rpdのデフォルト・パスワードの変更

Oracle Business Intelligenceをインストールするとき、Oracle Business Intelligenceのインストーラは、デフォルト・リポジトリ・パスワードをAdmin123としてSampleAppLite.rpdファイルを自動的にインストールします。本番システムでSampleAppLite.rpdファイルを使用する場合、セキュリティ上の理由からリポジトリのパスワードを変更することをお薦めします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のリポジトリ・パスワードの変更に関する項を参照してください。

サンプル・アプリケーション(完全版)をOTNの次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/obiee-samples-167534.html






5.9 Windowsオペレーティング・システムでの管理サーバーまたは管理対象サーバーのポート番号の変更

Windowsオペレーティング・システムへのOracle Business Intelligenceのインストール終了後に管理サーバーまたは管理対象サーバーのポート番号を変更した場合、StartStopServices.cmdファイルでも、それらの値を更新する必要があります。

Windowsオペレーティング・システムで、インストール後の管理サーバーまたは管理対象サーバーのポート番号の変更を行った後、StartStopServices.cmdファイルのポート番号設定を変更するには:

	
StartStopServices.cmdファイルを次のディレクトリから編集用に開きます。

INSTANCE\bifoundation\OracleBIApplication\coreapplication


	
必要に応じて、たとえば、次のように管理サーバーおよび管理対象サーバーのポート値を更新します。

set wls.admin.port=7002

set wls.mgd.port=9705

StartStopServices.cmdファイルからの前述の例は、管理サーバーと管理対象サーバーのポートをそれぞれ7002と9705に変更した場合に入力する必要がある更新値を示しています。


	
StartStopServices.cmdファイルを保存します。












6 Oracle Business Intelligenceのアンインストール


この章では、Oracle Business Intelligenceコンポーネントの一部または全部をアンインストールするプロセスについて説明します。この章には次の項目があります。

	
第6.1項「アンインストール・シナリオ」


	
第6.2項「アンインストール・スクリプトについて」


	
第6.3項「Oracle Business Intelligenceをアンインストールする前に」


	
第6.4項「アンインストール作業」


	
第6.5項「サイレント・アンインストール」






6.1 アンインストール・シナリオ

次のシナリオでOracle Business Intelligenceをアンインストールできます。

	
第6.1.1項「1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール」


	
第6.1.2項「複数のドメインを持つOracle Business Intelligenceのアンインストール」


	
第6.1.3項「スケールアウトしたOracle Business Intelligenceのアンインストール」







	
注意:

Windows 64ビット・コンピュータ上で簡易インストールまたはエンタープライズ・インストール・タイプを使用してインストールされたOracle Business Intelligenceシステムを削除するには、JDKの依存関係により、Oracleホームを削除する前に、Oracle WebLogic Serverをアンインストールする必要があります。











6.1.1 1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール

1台のコンピュータにインストールされたOracle Business Intelligenceシステムをアンインストールするには、すべてのOracle Business IntelligenceコンポーネントおよびWebLogic Serverコンポーネントをアンインストールします。

1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceインストールのアンインストールでは次の作業を実行します。

	
アンインストール・スクリプトを実行し、WebLogicドメインで管理しているインスタンスのアンインストールオプションを選択します。




	
注意:

IBM WebSphere上のOracle Business Intelligenceインストールをアンインストールするには、第6.4項「アンインストール作業」の説明に従ってOracle Business Intelligenceのコンポーネントをアンインストールし、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドのOracle Business IntelligenceおよびIBM WebSphereのアンインストールに関する項を参照してください。










	
すべてのOracle Business Intelligenceのプロセスおよびサーバー(すべてのOPMN制御のコンポーネントおよびJEEコンポーネントを含む)を停止します。


	
RCUを使用してMetadata Services (MDS)およびBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)のスキーマを削除します。


	
アンインストール・スクリプトを実行し、Oracleホームのアンインストールオプションを選択します。


	
手動または付属のアンインストール・スクリプトを実行して、Oracle共通ホームをアンインストールします。


	
Oracle WebLogic Serverのアンインストーラを使用して、WebLogic Serverをアンインストールします。


	
必要に応じてOracleホームを削除します。


	
Middlewareホームと、Middlewareホーム外部にインストールされた可能性がある他のすべてのホーム(ドメイン・ホーム、アプリケーション・ホーム、およびインスタンス・ホーム)を削除します。




Oracle Business Intelligenceシステムをアンインストールするプロセスを開始するには、Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールします。第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」を参照してください。






6.1.2 複数のドメインを持つOracle Business Intelligenceのアンインストール

複数のドメインを使用して1台のコンピュータにインストールされたOracle Business Intelligenceシステムをアンインストールするには、Oracle Business Intelligenceインスタンスのみをアンインストールします。このアンインストール方法は、Oracle Business Intelligenceシステムが他のFusion Middleware製品とともに1台のコンピュータに配置されている場合にも適用します。

複数のドメインを使用して1台のコンピュータにインストールされたOracle Business Intelligenceのアンインストールでは次の作業を実行します。

	
Oracle Business Intelligenceアンインストール・スクリプトを実行し、WebLogicドメインで管理しているインスタンスのアンインストールオプションを選択します。


	
すべてのOracle Business Intelligenceのプロセスおよびサーバー(すべてのOPMN制御のコンポーネントおよびJEEコンポーネントを含む)を停止します。


	
必要に応じて、手動またはOracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、ドメインを削除します。すべてのOracle Business Intelligenceドメインを削除すると、Oracle Business Intelligenceホーム・ディレクトリも削除できます。




Oracle Business Intelligenceシステムをアンインストールするプロセスを開始するには、Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールします。第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」を参照してください。






6.1.3 スケールアウトしたOracle Business Intelligenceのアンインストール

複数のコンピュータにインストールしてスケールアウトしたOracle Business Intelligenceシステムをアンインストールするには、インストールをスケールインし、各コンピュータ上のすべてのOracle Business IntelligenceコンポーネントおよびWebLogic Serverコンポーネントをアンインストールします。

複数のコンピュータにスケールアウトしているOracle Business Intelligenceのアンインストールでは次の作業を実行します。

	
Oracle Business Intelligenceシステムをスケールインします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したシステム・コンポーネントのスケールに関する項を参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceがインストールされているコンピュータごとに、第6.1.1項「1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール」の説明にある手順をすべて実行します。











6.2 アンインストール・スクリプトについて

Oracle Business Intelligenceには、アンインストール・プロセスの手順の一部を実行できるスクリプトが用意されています(第6.2.2項「アンインストール・スクリプト・オプション」を参照)。Oracle Business Intelligenceをアンインストールするときは、この章の説明のとおりにこのスクリプトを使用する必要があります。そうしないと、将来の再インストールに失敗する場合があります。



6.2.1 アンインストール・スクリプトの場所

各オペレーティング・システム用のアンインストール・スクリプトを使用するには、-deinstallオプションを指定してOracleホームから次のファイルのいずれかを実行します。

UNIX:

ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller.sh

Windows:

ORACLE_HOME\oui\bin\setup.exe

Windowsでは、「アンインストール」ショートカットをクリックしてアンインストール・スクリプトにアクセスし、実行することもできます。このショートカットは、「スタート」メニューのプログラム・グループの「Oracle Business Intelligence」にあります。






6.2.2 アンインストール・スクリプト・オプション

Oracle Business Intelligenceのアンインストール・スクリプトには、次にオプションがあります。

	
Oracle homeのアンインストール

このオプションでは、アンインストール・スクリプトを起動したOracleホームにあるものがすべて削除されます。このオプションを選択する前に、アンインストールするOracleホームを使用しているシステム・コンポーネントがないことを確認してください。


	
WebLogicドメインで管理しているインスタンスのアンインストール

このオプションでは、WebLogicドメインで管理しているシステム・コンポーネントのインスタンスが削除されます。WebLogicドメインの資格証明を入力する必要があります。











6.3 Oracle Business Intelligenceをアンインストールする前に

Oracle BIをアンインストールする前に、次の作業を実行します。

	
アンインストールするOracleホームが既存のドメインによって使用されていないことを確認します。




	
注意:

Oracleホームは、OUI/oraInventoryフォルダを持つコンピュータからのみアンインストールできます。共有ドライブまたはマップ済ドライブの場合、アンインストール・スクリプトを使用してドメインに接続し、アンインストールを続行します。ただし、Oracleホーム自体は削除できません。










	
Oracleホームを使用する実行中のプロセスをすべて停止します。









6.4 アンインストール作業

この項では、Oracle Business Intelligenceのアンインストールに関する作業について説明します。実行する必要がある実際の作業は、状況によって異なります。つまり、この項で説明する作業をすべて実行する必要があるわけではありません。状況によって実行する必要がある作業を判断するには、第6章「アンインストール・シナリオ」を参照してください。

この項は次のトピックで構成されています。

	
第6.4.1項「アンインストール・スクリプトの起動」


	
第6.4.2項「システム・コンポーネントの起動と停止」


	
第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」


	
第6.4.4項「Java Enterprise Edition (JEE)コンポーネントの停止」


	
第6.4.5項「Oracle BIスキーマの削除」


	
第6.4.6項「Oracleホームのアンインストール」


	
第6.4.7項「Oracle共通ホームのアンインストール」


	
第6.4.8項「Oracle WebLogic Serverのアンインストール」を参照してください。


	
第6.4.9項「Oracle Business Intelligenceドメインの削除」


	
第6.4.10項「Oracleホームの削除」


	
第6.4.11項「MiddlewareホームおよびMiddlewareホーム外部にインストールされたホームの削除」






6.4.1 アンインストール・スクリプトの起動

アンインストール・スクリプトを起動する手順は、この項で説明するように、使用しているオペレーティング・システムによって異なります。

UNIXオペレーティング・システムでアンインストール・スクリプトを起動するには、次の手順を実行します。

	
コマンド・ウィンドウで、次のディレクトリにナビゲートします。

ORACLE_HOME/oui/bin


	
次のコマンドを実行します:

./runInstaller.sh -deinstall




Windowsオペレーティング・システムでアンインストール・スクリプトを起動するには、次のいずれかを実行します。

	
「スタート」をクリックし、「プログラム」→「Oracle Business Intelligence」を選択し、「アンインストール」をクリックします。


	
コマンド・ウィンドウで、次のディレクトリにナビゲートします。

ORACLE_HOME\oui\bin

次のコマンドを実行します:

setup.exe -deinstall









6.4.2 システム・コンポーネントの停止

Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)コマンドライン・ツールを使用して、Oracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントを停止します(コマンドopmnctl stopallを使用)。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のシステム・コンポーネントを起動、停止、再起動およびステータス表示するためのOPMNコマンドラインの使用に関する項を参照してください。

次に、Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールします。第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」を参照してください。






6.4.3 Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール

Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールするには、この項で示す手順に従います。




	
注意:

opmnctl unregisterinstanceコマンドを使用してOracle Business Intelligence管理対象インスタンスを登録解除しないでください。かわりに、次の手順をすべて実行してください。









Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールするには:

	
アンインストール・スクリプトを起動します。第6.4.1項「アンインストール・スクリプトの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面

「次へ」をクリックします。


	
「アンインストール・タイプの選択」画面

WebLogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール→「次へ」をクリックして続行します。


	
「Weblogicドメインの詳細の指定」画面

次の情報を指定します。

	
ドメインのホスト名


	
ドメインのポート番号(デフォルトは7001です)


	
システム管理者アカウントのユーザー名


	
システム管理者アカウントのパスワード




「次へ」をクリックして続行します。


	
「管理対象インスタンスの選択」画面

アンインストールするOracle Business Intelligenceインスタンスをクリックし、インスタンス名を書き留めます。この名前はステップ9で必要になります。

「次へ」をクリックして続行します。


	
「アンインストール・サマリー」画面

アンインストール設定を確認します。

アンインストールをクリックし、アンインストールを開始します。確認画面が表示されたら、「はい」をクリックします。


	
アンインストールの進行状況画面

この画面には、アンインストールの進行状況およびステータスが表示されます。操作の必要はありません。アンインストールが完了すると、インストーラは自動的に次の画面に進みます。


	
アンインストールの完了画面

「終了」をクリックします。


	
次に進む前に、使用しているオペレーティング・システムの/instancesディレクトリにナビゲートして、アンインストール・スクリプトでOracle Business Intelligenceインスタンスを完全に削除できたかどうかを確認します。

UNIX:

MW_HOME/instances/

Windows:

MW_HOME\instances\

アンインストールしたインスタンスがこのディレクトリに存在しない場合は、アンインストール・スクリプトでインスタンスが完全に削除されています。ステップ10に進みます。

インスタンスがまだ存在する場合、インスタンスのOPMNにナビゲートし、opmnctl stopallコマンドを実行します。こうすることにより、このインスタンスのすべてのOPMN制御コンポーネントが停止します。OPMNの場所は、次のようにオペレーティング・システムによって異なります。

UNIX:

MW_HOME/instances/instance_name/bin/

Windows:

MW_HOME\instances\instance_name\bin\


	
スケールアウトしたインストールにあるOracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールする場合は、次の追加の手順を実行します。

「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control」を開きます。Fusion Middleware Controlで、「Business Intelligence」フォルダを展開して、coreapplicationノードを選択します。「容量管理」→「スケーラビリティ」→「構成をロックして編集」をクリックします。次に、構成設定を変えずに「構成の解放」をクリックします。こうすることにより、Business Intelligenceコンポーネントの参照がアンインストールしたインスタンスから削除されます。削除を完了するには、Activate Changes/Restart Allをクリックします。


	
「WebLogicサーバー管理コンソール」を開きます。アンインストールしたインスタンスの「管理対象サーバー」を選択し、これを停止します。次に、この「管理対象サーバー」を選択し、削除します。




次に、WebLogicドメインにあるJava Enterprise Edition (JEE)コンポーネントを停止します。第6.4.4項「Java Enterprise Edition (JEE)コンポーネントの停止」を参照してください。






6.4.4 Java Enterprise Edition (JEE)コンポーネントの停止

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して、WebLogicドメインにあるJava Enterprise Edition (JEE)コンポーネントを停止します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第4章「Oracle Business Intelligenceの起動と停止」のFusion Middleware Controlを使用したOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントおよびJavaコンポーネントの起動と停止に関する項を参照してください。

次に、アンインストール・シナリオに応じて、次のいずれかの作業を実行します。

	
1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール: 次に実行する手順は、Oracle Business Intelligenceスキーマの削除です。第6.4.5項「Oracle BIスキーマの削除」を参照してください。


	
複数のドメインを使用して1台のコンピュータにインストールしたOracle Business Intelligenceのアンインストール: 次に実行する手順は、Oracle Business Intelligenceドメインの削除です。第6.4.9項「Oracle Business Intelligenceドメインの削除」を参照してください。









6.4.5 Oracle BIスキーマの削除

Oracle Business Intelligenceスキーマをデータベースから削除するには、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行します。

Oracle BIデータベース・スキーマを削除するには:

	
Oracle Business Intelligence OPMNおよびJEEコンポーネントが実行されていないことを確認してください。これらのコンポーネントを実行している状態で関連データベース・スキーマを削除しようとすると、エラーが発生する可能性があります。これらのコンポーネントを停止するには、第6.4.2項「システム・コンポーネントの停止」および第6.4.4項「Java Enterprise Edition (JEE)コンポーネントの停止」を参照してください。


	
オペレーティング・システムに応じて、次のディレクトリのいずれかのコマンドを使用してRCUを起動します。

	
UNIXの場合:

RCU_HOME/bin

./rcu


	
Windowsの場合:

RCU_HOME\bin

Run rcu.bat




RCUの.zipファイルをOTNからダウンロードした場合、このRCUはRCU_HOMEのbinディレクトリからでも起動できます。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「リポジトリの作成」画面で、「削除」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「データベース接続の詳細」画面で、データベースに接続するための資格証明を入力します。この資格証明は、Metadata Services (MDS)およびBusiness Intelligence Platform (BIPLATFORM)のスキーマを作成したときにこの画面で入力した資格証明と同じです。

「次へ」をクリックします。「前提条件チェック」画面が表示されます。エラーが発生した場合は、エラーに関する詳細が「データベース接続の詳細」画面に表示されます。エラーを修正し、「次へ」をもう一度クリックします。


	
「コンポーネントの選択」画面で、リポジトリから削除する接頭辞およびスキーマを選択します。

「次へ」をクリックします。「前提条件チェック」画面が表示されます。エラーが発生した場合は、エラーに関する詳細が「コンポーネントの選択」画面に表示されます。エラーを修正し、「次へ」をもう一度クリックします。

チェックがエラーなしで完了したら、「OK」をクリックしてこの画面を閉じます。


	
「サマリー」画面で、「削除」をクリックします。

「削除」画面が表示されます。エラーが発生した場合は、エラーに関する詳細が「サマリー」画面に表示されます。エラーを修正し、「次へ」をもう一度クリックします。

スキーマがエラーなしで削除されたら、「OK」をクリックしてこの画面を閉じます。


	
「完了サマリー」画面で「閉じる」をクリックします。




次に、アンインストール・スクリプトを再起動し、Oracleホームをアンインストールします。第6.4.6項「Oracleホームのアンインストール」を参照してください。






6.4.6 Oracleホームのアンインストール

管理対象および管理対象外のすべてのOracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールした後、Oracleホームをアンインストールします。

Oracleホームをアンインストールするには:




	
注意:

Windows 64ビット・コンピュータ上で簡易インストールまたはエンタープライズ・インストール・タイプを使用してインストールされたOracle Business Intelligenceシステムを削除するには、JDKの依存関係により、Oracleホームを削除する前に、Oracle WebLogic Serverをアンインストールする必要があります。









	
アンインストール・スクリプトを起動します。第6.4.1項「アンインストール・スクリプトの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面

「次へ」をクリックします。


	
「アンインストール・タイプの選択」画面

Oracleホームのアンインストールをクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
Oracleホームのアンインストール画面

アンインストールするOracleホームを確認します。

「アンインストール」をクリックして続行します。確認画面が表示されたら、「はい」をクリックします。


	
アンインストールの進行状況画面

この画面には、アンインストールの進行状況およびステータスが表示されます。操作の必要はありません。アンインストールが完了すると、インストーラは自動的に次の画面に進みます。


	
アンインストールの完了画面

「終了」をクリックします。




次に、Oracle共通ホームをアンインストールします。第6.4.7項「Oracle共通ホームのアンインストール」を参照してください。






6.4.7 Oracle共通ホームのアンインストール

Oracle共通ホーム(Middlewareホーム内)は、手動またはOracle共通ホームに用意されているアンインストール・スクリプトを使用してアンインストールできます。アンインストール・スクリプトを使用する場合、ご使用のJava Runtime Environment (JRE)の完全パスを指定する必要があります。Oracle Business Intelligenceを「簡易インストール」タイプまたは「エンタープライズ・インストール」タイプを使用してインストールした場合、Oracle Business Intelligence 11g インストーラによってMiddlewareホームに作成されたJDKディレクトリを指定することにより、この要件を満たすことができます。




	
注意:

他のOracle製品がMiddlewareホームにインストールされている場合、Oracle共通ホームをアンインストールしないでください。









アンインストール・スクリプトを使用してOracle共通ホームを削除するには:

	
オペレーティング・システムに応じて、次のディレクトリにアクセスします。

	
UNIX:

MW_HOME/oracle_common/oui/bin/


	
Windows

MW_HOME\oracle_common\oui\bin\





	
オペレーティング・システムに応じて、次のコマンドを入力します。

	
UNIX:

./runInstaller.sh -deinstall -jreLoc full_path_of_jre_or_jdk


	
Windows:

setup.exe -deinstall -jreLoc full_path_of_jre_or_jdk




Oracleホームのアンインストーラの「ようこそ」画面が開きます。


	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
Oracleホームのアンインストール画面で「アンインストール」をクリックします。確認画面が表示されたら、「はい」をクリックします。


	
アンインストールが完了したら、「終了」をクリックします。


	
Windowsオペレーティング・システムを実行しているコンピュータでアンインストールしている場合は、コンピュータを再起動して、Oracle Business Intelligenceインスタンス、OracleホームおよびOracle共通ホームのアンインストールを完了します。




Oracle共通ホームを手動で削除するには、オペレーティング・システムに応じて、次のいずれかを実行します。

	
UNIXでは、次のコマンドを実行します。

> cd MW_HOME

> rm -rf oracle_common


	
Windowsオペレーティング・システムでは、ファイル・マネージャのウィンドウを開き、Middlewareホームにナビゲートし、oracle_commonフォルダを右クリックし、「削除」をクリックします。次に、コンピュータを再起動し、Oracle Business Intelligenceインスタンス、OracleホームおよびOracle共通ホームのアンインストールを完了します。




次に、Oracle WebLogic Serverをアンインストールします。第6.4.8項「Oracle WebLogic Serverのアンインストール」を参照してください。






6.4.8 Oracle WebLogic Serverのアンインストール




	
注意:

エンタープライズ・インストール・タイプを使用してWindowsオペレーティング・システムにOracle Business Intelligenceをインストールした場合、Oracle WebLogic Serverをアンインストールする前に、ノード・マネージャ・サービスをアンインストールする必要があります。ノード・マネージャ・サービスをアンインストールするには、WebLogicホーム内の次のディレクトリからuninstallNodeMgrSvc.cmdを実行します。

WL_HOME\server\bin

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドのノード・マネージャ・サービスのインストールとアンインストールに関する項を参照してください。









Oracle WebLogic Serverをアンインストールします。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドの第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

IBM WebSphereを使用してソフトウェアのみのインストールを実行した場合は、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドのOracle Business IntelligenceとIBM WebSphereのアンインストールに関する項を参照してください。

次に、Oracleホームを削除します(アンインストール・スクリプトによって削除されなかった場合)。第6.4.10項「Oracleホームの削除」を参照してください。






6.4.9 Oracle Business Intelligenceドメインの削除

Oracle Business Intelligenceドメインは、手動またはOracle WebLogic Server管理コンソールを使用して削除できます。この項では、手動で削除する方法について説明します。Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して削除する方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware管理者ガイドを参照してください。

Oracle BIドメインを手動で削除するには:

	
オペレーティング・システムに応じて、次のいずれかを実行します。

	
UNIXでは、次のコマンドを実行します。

> cd MW_HOME/user_projects/domains

> rm -rf bifoundation_domain


	
Windowsオペレーティング・システムでは、ファイル・マネージャのウィンドウを開き、MW_HOME\user_projects\domainsディレクトリにナビゲートしてbifoundation_domainフォルダを右クリックし、「削除」をクリックします。





	
スケールアウトしたインストールをアンインストールする場合、追加のドメイン・ディレクトリ(bifoundation_domain)がMW_HOME/user_projects/applicationsディレクトリに存在します。前述の方法でこのディレクトリを削除することをお薦めします。




次に、Oracleホームを削除します(アンインストール・スクリプトによって削除されなかった場合)。第6.4.10項「Oracleホームの削除」を参照してください。






6.4.10 Oracleホームの削除

状況によっては、Oracle BIアンインストール・スクリプトではOracleホームが削除されないことがあります。この場合は、Oracleホームおよびそのサブディレクトリをすべて手動で削除します。

Oracleホームを手動で削除するには、オペレーティング・システムに応じて、次のいずれかを実行します。

	
UNIXでは、次のコマンドを実行します。

> cd MW_HOME

> rm -rf Oracle_BI1


	
Windowsオペレーティング・システムでは、ファイル・マネージャのウィンドウを開き、MiddlewareホームにナビゲートしてOracle_BI1フォルダを右クリックし、「削除」をクリックします。




Oracleホームおよびそのサブディレクトリをすべて手動で削除した後、アンインストール・シナリオに応じて、次のいずれかを実行します。

	
1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceのアンインストール: 次の手順は、MiddlewareホームおよびオプションでMiddlewareホーム外部にインストールされた他のすべてのホーム(ドメイン・ホーム、アプリケーションのホームおよびインスタンス・ホーム)を削除します。第6.4.11項「MiddlewareホームおよびMiddlewareホーム外部にインストールされたホームの削除」を参照してください。


	
複数のドメインを使用して1台のコンピュータにインストールされたOracle Business Intelligenceのアンインストール: これがアンインストール・プロセスの最後の手順です。その他の作業は必要ありません。









6.4.11 MiddlewareホームおよびMiddlewareホーム外部にインストールされたホームの削除

Oracle BIホームおよびそのサブディレクトリすべてを削除した後、MiddlewareホームおよびMiddlewareホーム外部にインストールされたホーム(ドメイン・ホーム、アプリケーションのホーム、インスタンス・ホームなど)を手動で削除します。

Middlewareホームを手動で削除するには、オペレーティング・システムに応じて、次のいずれかを実行します。

	
UNIXでは、次のコマンドを実行します。

> cd MW_HOME_parent_dir

> rm -rf MW_HOME


	
Windowsオペレーティング・システムでは、ファイル・マネージャのウィンドウを開き、Middlewareホームの親ディレクトリにナビゲートしてMW_HOMEフォルダを右クリックし、「削除」をクリックします。




通常、ドメイン・ホーム、アプリケーションのホーム、およびインスタンス・ホームは、Middlewareホーム内部にインストールされています。ただし、状況によっては、これらをMiddlewareホーム外部にインストールできます。これらのホームのいずれかがMiddlewareホーム外部にインストールされていて、これを削除する場合、手動で削除する必要があります。

1台のコンピュータ上のOracle Business Intelligenceまたは複数のドメインを使用したOracle Business Intelligenceをアンインストールする場合は、これがアンインストール・プロセスの最後の手順です。Oracle Business Intelligenceのスケールアウトしたインストールをアンインストールする場合は、第6.4.3項「Oracle Business Intelligenceインスタンスのアンインストール」に戻り、Oracle Business Intelligenceが存在する他のすべてのコンピュータでアンインストール・プロセスを繰り返します。








6.5 サイレント・アンインストール

サイレント・アンインストール(または自動インストール)では、Oracle Business Intelligenceインスタンスおよびホームは、ユーザーとの対話なしでアンインストールされます。

サイレント・アンインストールでは、グラフィカルな出力が表示されず、ユーザーによる直接入力の必要がないため、Oracle Business Intelligenceインスタンスおよびホームのアンインストールを監視する必要はありません。コマンドラインから-dパラメータまたは–deinstallパラメータを使用し、インストーラにレスポンス・ファイルを指定します。レスポンス・ファイルは、アンインストール・スクリプトのプロンプトへの回答となる変数値およびパラメータ値を記述したテキスト・ファイルです。レスポンス・ファイルは、それを作成したコンピュータと同じディレクトリ構造を持つコンピュータであれば、変更せずに使用できます。

Oracle Business Intelligenceのサイレント・アンインストールでは次の作業を実行します。

	
Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成します。第6.5.1項「Oracle Business Intelligenceをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」を参照してください。


	
Oracleホームをアンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成します。第6.5.1項「Oracle Business Intelligenceをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」を参照してください。


	
ステップ1で作成したレスポンス・ファイルを使用してOracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールします。コマンドラインからレスポンス・ファイルを使用するか、レスポンス・ファイルを使用するバッチ・プログラムまたはシェル・プログラムを実行して、Oracle Business Intelligenceインスタンスをアンインストールできます。第6.5.2項「Oracleインスタンスのサイレント・アンインストール」を参照してください。


	
すべてのOracle Business Intelligenceのプロセスおよびサーバー(すべてのOPMN制御のコンポーネントおよびJEEコンポーネントを含む)を停止します。第6.4.4項「Java Enterprise Edition (JEE)コンポーネントの停止」を参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceスキーマを削除します。第6.4.5項「Oracle BIスキーマの削除」を参照してください。


	
ステップ2で作成したレスポンス・ファイルを使用してOracleホームをアンインストールします。コマンドラインからレスポンス・ファイルを使用するか、あるいはレスポンス・ファイルを使用するバッチ・プログラムまたはシェル・プログラムを実行して、Oracleホームをアンインストールできます。第6.5.3項「Oracleホームのサイレント・アンインストール」を参照してください。


	
手動または付属のアンインストール・スクリプトを実行して、Oracle共通ホームをアンインストールします。第6.4.7項「Oracle共通ホームのアンインストール」を参照してください。


	
Oracle WebLogic Serverをアンインストールします。第6.4.8項「Oracle WebLogic Serverのアンインストール」を参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceドメインを削除します。第6.4.9項「Oracle Business Intelligenceドメインの削除」を参照してください。


	
Oracleホームを削除します。第6.4.10項「Oracleホームの削除」を参照してください。


	
Middlewareホームと、Middlewareホーム外部にインストールされた可能性がある他のすべてのホーム(ドメイン・ホーム、アプリケーション・ホーム、およびインスタンス・ホーム)を削除します。第6.4.11項「MiddlewareホームおよびMiddlewareホーム外部にインストールされたホームの削除」を参照してください。






6.5.1 Oracle Business Intelligenceをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成

Oracle Business Intelligenceをサイレント・アンインストールするには、インストール固有の情報をレスポンス・ファイルに保存する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してアンインストールしようとすると、アンインストール・プログラムが失敗する可能性が非常に高くなります。

レスポンス・ファイルは、テキスト・エディタで手動で作成するか、またはOracle Business Intelligenceアンインストール・スクリプトを実行して自動で作成できます。この項の手順では、後者の方法について説明します。

Oracle Business Intelligenceアンインストール・スクリプトを使用してレスポンス・ファイルを作成するには、「Oracleホームのアンインストール」画面(Oracleホームのアンインストールを選択した場合)または「アンインストール・サマリー」画面(Oracleインスタンスのアンインストールを選択した場合)で、「保存」をクリックします。アンインストール・スクリプトを使用すると、レスポンス・ファイルの名前および保存場所の入力を求めるプロンプトが表示されます。レスポンス・ファイルを作成した後、必要に応じてテキスト・エディタでこれを変更してこのファイルを使用し、他のシステムのアンインストールを複製できます。

サイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルを作成するには、次の項のいずれかまたは両方を参照してください。

	
第6.5.1.1項「Oracle Business Intelligenceインスタンスをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」


	
第6.5.1.2項「Oracleホームをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」






6.5.1.1 Oracle Business Intelligenceインスタンスをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成

Oracle Business Intelligenceインスタンスをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成するには:

	
アンインストール・スクリプトを起動します。第6.4.1項「アンインストール・スクリプトの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面

「次へ」をクリックします。


	
「アンインストール・タイプの選択」画面

WebLogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール→「次へ」をクリックして続行します。


	
「Weblogicドメインの詳細の指定」画面

次の情報を指定します。

	
ドメインのホスト名


	
ドメインのポート番号(デフォルトは7001です)


	
システム管理者アカウントのユーザー名


	
システム管理者アカウントのパスワード




「次へ」をクリックして続行します。


	
「管理対象インスタンスの選択」画面

アンインストールするOracle Business Intelligenceインスタンスをクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
「アンインストール・サマリー」画面

アンインストール設定を確認します。

「保存」をクリックして、アンインストール設定をレスポンス・ファイルに保存します。


	
「保存」ウィンドウで、レスポンス・ファイルの名前および保存場所を指定し、「保存」をクリックします。ファイルに忘れずに.rspファイル拡張子を付けて保存します。また、レスポンス・ファイルの名前および保存場所をメモします。


	
次のいずれか1つを実行します。

	
アンインストール・スクリプトを終了するには、「取消」→「はい」をクリックします。


	
Oracleホームをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成するには、「アンインストール・タイプの選択」画面が表示されるまで「戻る」をクリックし、第6.5.1.2項「Oracleホームをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」のステップ3以降を実行します。


	
Oracle Business Intelligenceインスタンスをサイレント・アンインストールするには、第6.5.2項「Oracleインスタンスのサイレント・アンインストール」を参照してください。












6.5.1.2 Oracleホームをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成

Oracleホームをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成するには:

	
アンインストール・スクリプトを起動します。第6.4.1項「アンインストール・スクリプトの起動」を参照してください。


	
「ようこそ」画面

「次へ」をクリックします。


	
「アンインストール・タイプの選択」画面

Oracleホームのアンインストールをクリックします。

「次へ」をクリックして続行します。


	
Oracleホームのアンインストール画面

アンインストールするOracleホームを確認します。

「保存」をクリックして、アンインストール設定をレスポンス・ファイルに保存します。


	
「保存」ウィンドウで、レスポンス・ファイルの名前および保存場所を指定し、「保存」をクリックします。ファイルに忘れずに.rspファイル拡張子を付けて保存します。また、レスポンス・ファイルの名前および保存場所をメモします。


	
次のいずれか1つを実行します。

	
アンインストーラ・スクリプトを終了するには、「取消」→「はい」をクリックします。


	
Oracleインスタンスをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルを作成するには、「アンインストール・タイプの選択」画面が表示されるまで「戻る」をクリックし、第6.5.1.1項「Oracle Business Intelligenceインスタンスをサイレント・アンインストールするためのレスポンス・ファイルの作成」のステップ3以降を実行します。


	
Oracleホームをサイレント・アンインストールするには、第6.5.3項「Oracleホームのサイレント・アンインストール」を参照してください。














6.5.2 Oracleインスタンスのサイレント・アンインストール

Oracleインスタンスをサイレント・アンインストールするには:

	
コマンド・ウィンドウで、オペレーティング・システムに応じて、次のディレクトリにアクセスします。

UNIX:

ORACLE_HOME/oui/bin/

Windows:

ORACLE_HOME\oui\bin\


	
オペレーティング・システムに応じて、次のコマンドを実行します。

UNIX:

./runInstaller -silent -deinstall -response path_to_deinstall_instance_file/deinstall_instance_filename.rsp

Windows:

setup.exe -silent -deinstall -response path_to_deinstall_instance_file\deinstall_instance_filename.rsp









6.5.3 Oracleホームのサイレント・アンインストール

Oracleホームをサイレント・アンインストールするには:

	
コマンド・ウィンドウで、オペレーティング・システムに応じて、次のディレクトリにアクセスします。

UNIX:

ORACLE_HOME/oui/bin/

Windows:

ORACLE_HOME\oui\bin\


	
オペレーティング・システムに応じて、次のコマンドを実行します。

UNIX:

./runInstaller -silent -deinstall -response path_to_deinstall_home_file/deinstall_home_filename.rsp

Windows:

setup.exe -silent -deinstall -response path_to_deinstall_home_file\deinstall_home_filename.rsp














A Oracle Business Intelligenceのインストール画面


この章では、Oracle Business Intelligenceのインストール時に使用できるオプションについて説明します。

	
第A.1項「インストール・タイプの選択」


	
第A.2項「インストール場所の指定(簡易)」


	
第A.3項「インストール場所の指定(ソフトウェアのみ)」


	
第A.4項「BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張」


	
第A.5項「インストール場所の指定(エンタープライズ)」


	
第A.6項「BIシステムのスケールアウトの詳細」


	
第A.7項「コンポーネントの構成」


	
第A.8項「管理者の詳細」


	
第A.9項「BIPLATFORMスキーマ」


	
第A.10項「MDSスキーマ」


	
第A.11項「ポートの構成」




インストーラ画面の詳細は、通常、インストール時に表示される順に説明されます。



A.1 インストール・タイプの選択

この画面を使用してインストール・タイプを選択します。


インストール・タイプ

インストーラを使用して、いくつかのインストール・シナリオから選択できます。次の表に、この画面での選択肢について説明します。

最適なインストール・タイプの詳細は、第1.4項「インストール・タイプ」を参照してください。


	選択肢	結果
	
簡易インストール

	
デフォルトの選択肢。すべてのソフトウェア・コンポーネントが1台のコンピュータにダウンロードされ、デフォルト設定で構成されます。インストール完了後、Oracle Business Intelligenceが実行されます。このインストール・オプションは、一般的にシングル・ユーザーのデプロイメント(デモや開発の目的など)で使用します。スケールアウトおよびコンポーネントの追加はできません。また、「簡易インストール」タイプでインストールしたOracle Business Intelligenceのインスタンスでは構成アシスタントを使用できません。


	
エンタープライズ・インストール

	
このインストール・タイプは、Oracle Business Intelligenceをある程度熟知していることを前提にしています。すべてのソフトウェア・コンポーネントが1台のコンピュータにダウンロードされます。デフォルトの構成設定を受け入れるか、またはユーザー固有の設定を使用できます。設定済のOracle WebLogicドメインがあり、これをOracle Business Intelligenceアプリケーションに拡張する場合にこのインストール・タイプを使用します。このインストール・オプションは、デプロイメントを別のコンピュータにスケールアウトする場合のように、複数のユーザーが存在する高度なデプロイメントで使用することが普通です。


	
ソフトウェアのみのインストール

	
このインストール・タイプは、ディレクトリを作成し、Oracle Business Intelligenceバイナリ・ファイルをそのディレクトリにコピーします。「ソフトウェアのみのインストール」は、すべてのファイルを構成しません。これは、Oracle Business Intelligenceのデプロイメントをネットワーク間にクローニングまたは拡張する場合、あるいはバイナリ・ファイルを共有ディスク・ドライブにデプロイする場合に便利です。












A.2 インストール場所の指定(簡易)

この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を指定します。




	
注意:

これは、「簡易インストール」タイプを使用したOracle Business Intelligenceに固有の画面です。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホーム

	
インストーラで作成する新しいOracle Middlewareホームのディレクトリへの絶対パスを指定します。

ディレクトリの場所がわからない場合、「参照」をクリックして、システム上のディレクトリを検索します。








Microsoft Windowsオペレーティング・システムをインストールしている場合:

	
ディレクトリ・パスが有効で、二重の円記号(\\)が含まれていないことを確認します。


	
Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしないでください。かわりに、NTFSファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールすることをお薦めします。Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしようとすると、「警告」ボックスが表示され、このインストールを継続するかまたは終了するかの回答を求めるプロンプトが表示されます。「Y」(はい)と回答すると、インストールが継続されます。「N」(いいえ)と回答するとインストーラは停止します。




MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』の「Oracle Fusion Middlewareの概念とディレクトリ構造の理解」を参照してください。






A.3 インストール場所の指定(ソフトウェア)

この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を指定します。

次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホーム

	
既存のOracle Middlewareホームのホーム・ディレクトリへの絶対パスを指定します。

ディレクトリの場所がわからない場合、「参照」をクリックして、システム上のディレクトリを検索します。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホーム・ディレクトリは、製品のインストール先となる場所です。すべてのソフトウェア・バイナリ・ファイルがこのディレクトリに存在しており、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込むことはできません。

製品をインストールする、Oracle Middlewareホーム内のディレクトリを指定します。次の点に注意してください。

	
新しいディレクトリを指定すると、Oracle Middlewareホーム内にそのディレクトリが作成されます。


	
既存のディレクトリを指定すると(以前のインストールが不完全で再インストールする場合など)、エラー・メッセージが表示され、インストールを続行できなくなります。











Microsoft Windowsオペレーティング・システムをインストールしている場合:

	
ディレクトリ・パスが有効で、二重の円記号(\\)が含まれていないことを確認します。


	
Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしないでください。かわりに、NTFSファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールすることをお薦めします。Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしようとすると、「警告」ボックスが表示され、このインストールを継続するかまたは終了するかの回答を求めるプロンプトが表示されます。「Y」(はい)と回答すると、インストールが継続されます。「N」(いいえ)と回答するとインストーラは停止します。









A.4 BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張

この画面は次のようにも表示されます。



BIシステムの作成またはスケールアウト
この画面を使用して、新しいコンピュータでの既存システムのスケールアウト、既存のOracle WebLogic ServerドメインへのOracle Business Intelligenceの追加(「ドメインの拡張」と呼ばれる)、Oracle Business Intelligenceドメインの更新などのために新しいOracle Business Intelligenceシステムの詳細を指定します。




	
注意:

	
これは、「エンタープライズ・インストール」タイプを使用したOracle Business Intelligenceに固有の画面です。


	
BIシステムの拡張、BIシステムのスケールアウトまたはBIドメインの更新オプションは、既存のOracle WebLogic Serverドメイン上にConfiguration Assistantを使用してOracle Business Intelligenceを構成する際にのみ使用可能です。IBM WebSphere上のOracle Business Intelligenceは拡張、スケールアウトおよび更新できません。












次の表は、新規BIシステムの作成オプションを選択したときにこの画面に表示されるフィールドの説明です。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
システム管理者のユーザー名。


	
「ユーザー・パスワード」

	
システム管理者のパスワード。


	
ドメイン名

または

セル名

	
	
ドメイン名: Oracle WebLogic Serverにインストールする場合、インストーラにより新規Oracle Business Intelligenceシステムが作成され、このシステムに関連付けられるドメインの名前。既存のドメインの名前ではないことが必要です。


	
セル名: IBM WebSphereにインストールする場合、インストーラにより新規Oracle Business Intelligenceシステムが作成され、このシステムに関連付けられるセルの名前。このセルは存在しないものであることが必要です。











次の表は、BIシステムのスケールアウト、BIシステムの拡張またはBIドメインの更新オプションを選択した場合に、この画面に表示されるフィールドをまとめたものです。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
管理サーバー・ドメインが存在するコンピュータのホスト名。BIシステムの拡張オプションの使用時は、このフィールドは読取り専用です。


	
ポート

	
管理サーバー・ドメインが通信に使用するポート番号。


	
ユーザー名

	
WebLogic管理サーバーにログインするためのユーザー名。


	
「ユーザー・パスワード」

	
WebLogic管理サーバーにログインするためのパスワード。












A.5 インストール場所の指定(エンタープライズ)

この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を指定します。




	
注意:

この画面は、Oracle Business Intelligenceのエンタープライズ・インストール・タイプに対して、またソフトウェアのみインストール後に新しいOracle Business Intelligenceシステムを作成する場合に構成アシスタントに対して表示されます。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホームの場所

	
Oracle Middlewareホームのディレクトリの絶対パス。空のディレクトリまたは存在しないディレクトリを指定します。ディレクトリが存在しない場合は、インストーラによって自動的に作成されます。既存の空でないディレクトリを指定すると、エラー・メッセージが表示され、インストールを続行できなくなります。

ミドルウェア・ホームのディレクトリ・パスが不明な場合は、「参照」をクリックして、システムでディレクトリを検索します。

新しいOracle Business Intelligenceシステムを作成するために構成アシスタントを使用しているときに表示された場合は、このフィールドの値は読取り専用です。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
製品のインストール先とする場所。すべてのソフトウェア・バイナリ・ファイルがこのディレクトリに存在しており、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込むことはできません。

このフィールドの値は読取り専用で、「Oracleミドルウェア・ホーム」フィールドで指定したホスト名です。


	
Weblogicサーバー・ディレクトリ

または

WebSphereホーム

	
	
WebLogic Serverディレクトリ: WebLogic Serverのディレクトリ名。インストーラによって、Oracle Middlewareホーム内にこのディレクトリが自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名は、"wlserver_"にバージョン番号を付加したものです。たとえば、wlserver_10.3です。


	
WebSphereホーム: IBM WebSphereサーバーのディレクトリ名。このディレクトリは、Oracleミドルウェア・ホーム内または外に自動的に作成されます。




このフィールドの値は読取り専用で、「Oracleミドルウェア・ホーム」フィールドで指定したホスト名です。


	
ドメイン・ホームの場所

または

プロファイル・ホーム

	
	
ドメイン・ホームの場所: WebLogic Serverにインストールする場合、Oracle Business Intelligenceシステムに関連付けられているドメインのホーム・ディレクトリ。指定するディレクトリは、既存のディレクトリではないことが必要です。


	
プロファイル・ホーム: IBM WebSphereサーバーにインストールする場合、Oracle Business Intelligenceシステムに関連付けられているセルのプロファイルの場所。指定するディレクトリは、既存のディレクトリではないことが必要です。




ミドルウェア・ホームのディレクトリ・パスが不明な場合は、「参照」をクリックして、システムでディレクトリを検索します。


	
Oracleインスタンスの場所

	
Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所への絶対パス。このフィールドで指定した場所を使用してインストーラでOracleインスタンス・ディレクトリが作成されます。既存のディレクトリのパスを入力できますが、ディレクトリは空である必要があります。

Oracleインスタンス・ディレクトリのパスがわからない場合は、「参照」をクリックして、システム内のディレクトリを検索し、選択します。

Oracleインスタンス・ディレクトリには、コンポーネント構成ファイルとランタイム・プロセスがインストールされます。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracleインスタンスには、システム上の任意の場所を指定できます。それは、Oracleミドルウェア・ホーム内になくてもかまいません。


	
Oracleインスタンス名

	
Oracle Business Intelligenceインスタンスの名前。デフォルトでは、この場所は、「Oracleインスタンスの場所」フィールドの値に基づきます。必要に応じて、別の名前を指定できます。このディレクトリは、一般的にORACLE_INSTANCEと呼ばれます。

インスタンス名は、Oracle Fusion Middlewareがインスタンスを一意に識別するために使用するため、重要です。同じコンピュータに複数のOracle Fusion Middlewareインスタンス(Oracle Business IntelligenceインスタンスやOracle WebLogic Serverインスタンスなど)をインストールする場合、これらのインスタンスには互いに異なる名前を付ける必要があります。

Oracleインスタンスのディレクトリとして入力する名前は、次の条件を満たす必要があります。

	
英数字とアンダースコア(_)文字のみを含みます。


	
先頭は英字です(a-zまたはA-Z)。


	
4から30字です。


	
コンピュータのホスト名またはIPアドレスを含みません。











Microsoft Windowsオペレーティング・システムをインストールしている場合:

	
ディレクトリ・パスが有効で、二重の円記号(\\)が含まれていないことを確認します。


	
Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしないでください。かわりに、NTFSファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールすることをお薦めします。Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしようとすると、「警告」ボックスが表示され、このインストールを継続するかまたは終了するかの回答を求めるプロンプトが表示されます。「Y」(はい)と回答すると、インストールが継続されます。「N」(いいえ)と回答するとインストーラは停止します。




MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。






A.6 BIシステムのスケールアウトの詳細

この画面は次のようにも表示されます。

既存のBIドメインを更新する場合は、BIドメイン詳細の更新と表示されます。

この画面を使用して、既存のOracle Business Intelligenceシステムのスケールアウトまたは既存のBIドメインの更新に関する追加の詳細を指定します。




	
注意:

これは、Scale Out BI Systemオプションが有効な、「エンタープライズ・インストール」タイプに固有の画面です。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ミドルウェア・ホーム

	
既存のMiddlewareホーム・ディレクトリへの絶対パス。指定するディレクトリは、Oracle WebLogic ServerまたはOracle Business Intelligenceのインストール時に作成済である必要があります。このフィールドの値は読取り専用で、新規BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で指定したホスト名です。これは、空または存在しないディレクトリである必要があります。


	
Oracleホーム

	
Oracleホーム・ディレクトリは、インストーラが製品をインストールする場所です。すべてのソフトウェア・バイナリ・ファイルがこのディレクトリに存在しており、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込むことはできません。このフィールドの値は読取り専用で、新規BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で指定したホスト名です。これは、空または存在しないディレクトリである必要があります。

これが新しいディレクトリの場合、Middlewareホーム内にそのディレクトリが作成されます。

このディレクトリが存在する場合(以前のインストールが不完全で再インストールする場合など)、そのディレクトリはMiddlewareホーム内にある必要があります。


	
WebLogic Serverホーム

	
WebLogic Serverホーム・ディレクトリの場所。このフィールドの値は読取り専用で、新規BIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張画面で指定したホスト名です。これは、空または存在しないディレクトリである必要があります。これが存在しない場合、インストーラによって、Middlewareホーム内にこのディレクトリが自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名は、"wlserver_"にバージョン番号を付加したものです。たとえば、wlserver_10.3です。


	
ドメイン・ホーム

	
Oracle Business Intelligenceシステムに関連付けられているドメインのホーム・ディレクトリ。


	
アプリケーションのホーム

	
Oracle Business Intelligenceアプリケーションのホーム・ディレクトリ。

このフィールドは、既存のBIドメインを更新する場合には表示されません。


	
インスタンス・ホーム

	
Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所への絶対パス。このフィールドで指定した場所を使用してインストーラでOracleインスタンス・ディレクトリが作成されます。既存のディレクトリのパスを入力できますが、ディレクトリは空である必要があります。

Oracleインスタンス・ディレクトリには、コンポーネント構成ファイルとランタイム・プロセスがインストールされます。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracleインスタンスには、システム上の任意の場所を指定できます。それは、Oracleミドルウェア・ホーム内になくてもかまいません。


	
インスタンス名

	
Oracle Business Intelligenceインスタンスの名前。デフォルトでは、この場所は、「インスタンス・ホーム」フィールドの値に基づきます。必要に応じて、別の名前を指定できます。このディレクトリは、一般的にORACLE_INSTANCEと呼ばれます。

インスタンス名は、Oracle Fusion Middlewareがインスタンスを一意に識別するために使用するため、重要です。同じコンピュータに複数のOracle Fusion Middlewareインスタンス(Oracle Business IntelligenceインスタンスやOracle WebLogic Serverインスタンスなど)をインストールする場合、これらのインスタンスには互いに異なる名前を付ける必要があります。

Oracleインスタンスのディレクトリとして入力する名前は、次の条件を満たす必要があります。

	
英数字とアンダースコア(_)文字のみを含みます。


	
先頭は英字です(a-zまたはA-Z)。


	
4から30字です。


	
コンピュータのホスト名またはIPアドレスを含みません。











Microsoft Windowsオペレーティング・システムをインストールしている場合:

	
ディレクトリ・パスが有効で、二重の円記号(\\)が含まれていないことを確認します。


	
Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしないでください。かわりに、NTFSファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールすることをお薦めします。Oracle Business IntelligenceをFATファイル・システムを使用しているコンピュータにインストールしようとすると、「警告」ボックスが表示され、このインストールを継続するかまたは終了するかの回答を求めるプロンプトが表示されます。「Y」(はい)と回答すると、インストールが継続されます。「N」(いいえ)と回答するとインストーラは停止します。




MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。






A.7 コンポーネントの構成

この画面を使用して、リストされたアプリケーションを構成します。デフォルトでは、すべてを構成するように選択されています。インストール後に構成しないアプリケーションがあれば、ここでその選択を解除します。Oracle BI EEを選択すると、Oracle BI Publisherが自動的にインストールされます。

Oracle Business IntelligenceをIBM WebSphereにインストールしている場合、すべてのコンポーネントを選択する必要があります。Oracle BI PublisherのみまたはOracle Real-Time Decisionsのみをインストールすることはできません。




	
注意:

これは、Create New BI Systemオプションが有効な、「簡易インストール」タイプおよび「エンタープライズ・インストール」タイプに固有の画面です。














A.8 管理者の詳細

この画面を使用して、Oracle Business Intelligenceシステムの管理者アカウントの詳細を指定します。




	
注意:

この画面は、 「簡易」 インストール・タイプを選択した場合にのみ表示されます。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
システム管理者のユーザー名。


	
パスワード

	
システム管理者のパスワード。












A.9 BIPLATFORMスキーマ

この画面を使用して、Oracle Business Intelligenceシステム用のデータベースの詳細を指定します。




	
注意:

これは、Create New BI Systemオプションが有効な、「簡易インストール」タイプおよび「エンタープライズ・インストール」タイプに固有の画面です。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
使用するOracle Business Intelligenceシステムのデータベース・タイプ。サポートされるデータベース・タイプとして、Oracle Database、Microsoft SQL Server、IBM DB2などがあります。

Microsoft SQL ServerをIBM WebSphereにインストールすることはサポートされていません。


	
接続文字列

	
Oracle Business Intelligenceスキーマへのアクセスに使用する接続文字列。


	
BIPLATFORMスキーマ・ユーザー名

	
Oracle Business Intelligenceスキーマのスキーマ名。スキーマ名は、RCUを使用してスキーマが作成されたときに付けられた接頭辞に_BIPLATFORMを付加したものです。たとえば、DEV_BIPLATFORMです。


	
BIPLATFORMスキーマ・パスワード

	
Oracle Business Intelligenceスキーマのパスワード。












A.10 MDSスキーマ

この画面を使用して、MDSスキーマをホストするデータベースの詳細を指定します。




	
注意:

これは、新規BIシステムの作成オプションを指定した簡易インストールおよびエンタープライズ・インストールで表示される画面です。









次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
使用しているMDSスキーマをホストするデータベース・タイプ。サポートされるデータベース・タイプとして、Oracle Database、Microsoft SQL Server、IBM DB2などがあります。

Microsoft SQL ServerをIBM WebSphereにインストールすることはサポートされていません。


	
接続文字列

	
使用しているMDSスキーマへのアクセスに使用する接続文字列。


	
MDSスキーマ・ユーザー名

	
MDSスキーマのスキーマ名。


	
MDSスキーマ・パスワード

	
MDSスキーマのパスワード。












A.11 ポートの構成

この画面を使用して、Oracle Business Intelligenceシステムのポートを構成します。




	
注意:

これは、エンタープライズ・インストール・タイプ、およびソフトウェアのみのインストールの後にOracle Business Intelligenceドメインを拡張する際の構成アシスタントに固有の画面です。









次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	フィールド	説明
	
自動でポートを構成

	
Oracle Business Intelligence 11g インストーラでポートを構成する場合、このオプションを選択します。


	
構成ファイルを使用してポートを指定

	
既存の構成ファイルを使用してポートを構成するには、このオプションを選択します。必要に応じて「参照」をクリックし、構成ファイルの場所にアクセスしてファイルを指定します。「ファイルの表示」または「ファイルの編集」をクリックすると、ファイルを表示または編集できます。

静的ポート構成をIBM WebSphereにインストールすることはサポートされていません。















B すべてのOracle Fusion Middlewareスイートに共通のインストール画面


この章では、Oracle Fusion Middleware製品のすべてのインストーラに共通する次のインストール画面について説明します。

	
インベントリの場所の指定


	
インベントリの場所の確認


	
ようこそ


	
前提条件のチェック


	
セキュリティ・アップデート


	
ソフトウェアの更新


	
インストール場所


	
アプリケーション・サーバー


	
インストールまたは構成のサマリー


	
インストールの進行状況


	
構成の進行状況


	
インストール完了






B.1 インベントリの場所の指定

UNIXまたはLinuxシステム・ソフトウェアが稼働しているホストに初めてOracleをインストールする場合、この画面を使用してOracleインベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。

インベントリ・ディレクトリは、コンピュータにインストールされるすべてのOracle製品を追跡するために、インストーラによって使用されます。

次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
インベントリ・ディレクトリ

	
このフィールドを使用して、新たに作成するOracleインベントリ・ディレクトリの完全なパスを特定します。

デフォルトでは、次の環境変数とパスに基づくディレクトリにOracleインベントリを作成することが前提となっています。


$USER_HOME/oraInventory


この場所が環境に適さない場合、インベントリ・ディレクトリの場所の新しいパスを入力します。

最終的には、このコンピュータで実行する各Oracleソフトウェア・インストールのログ・ファイルなどの多数のファイルが、インベントリ・ディレクトリに格納されます。


	
オペレーティング・システム・グループ名

	
「オペレーティング・システム・グループ」ドロップダウン・メニューから、インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーが所属するグループを選択します。このグループのどのメンバーも、このコンピュータに製品をインストールできます。












B.2 インベントリの場所の確認

このダイアログはUNIXシステムでのみ表示されます。「インベントリの場所」画面で指定した場所にOracleインベントリを作成するシェル・スクリプトを実行するよう求められます。

スクリプトを実行するには、root権限が必要です。

root権限なしでインストールを続ける場合は、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。

Oracleインストールを管理する上でお薦めできる方法は、シェル・スクリプトで中央インベントリを作成することです。中央インベントリ・ディレクトリを作成すると、次にそのコンピュータにOracleソフトウェアをインストールする際、インストーラによってインベントリが自動的に特定され、更新されるので、何も要求されません。インストーラはインベントリを使用して、インストールされているOracleソフトウェアを識別します。すべてのインストール・ログ・ファイルもインベントリの場所に保存されます。

スクリプトを実行せず、ローカル・インベントリを使用する場合、インベントリのローカル・コピーが、この特定のインストール用に作成されます。その後インストーラを実行して追加のOracleソフトウェアをインストールする場合、インベントリを作成するようインストーラによって再度求められます。






B.3 ようこそ

この画面はOracle Fusion Middlewareインストーラの導入ページであり、次の2つの重要な情報が示されます。

	
インストーラの支援によって実行できるタスクの概要を示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報を入力するためにインストーラで表示される個々の画面を表します。


	
インストールを続行する前に満たしておく必要のある前提条件の情報。




この画面の情報を注意深く確認し、必要なすべての前提条件を満たしていることを確認します。

前提条件タスクについて不明な点がある場合は、インストールする特定のOracle Fusion Middlewareソフトウェアのインストレーション・ガイドとともに、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』を参照してください。






B.4 前提条件のチェック

この画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件を満たしているか確認します。

失敗した前提条件チェックがあると、短いエラー・メッセージが画面下部に表示されます。エラーを修正して「再試行」をクリックし、再試行します。エラーや警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。


システム要件と前提条件の詳細

インストールを行う前に、システム要件と前提条件のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認する必要があることに注意してください。これらのドキュメントは両方とも、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

システム要件に関するドキュメントには、ハードウェア要件およびソフトウェア要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作保証のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


32ビット・インストーラと64ビット・インストーラについて

一部のOracle Fusion Middleware製品では、64ビット・オペレーティング・システムと32ビット・オペレーティング・システム用に別々のインストーラが提供されています。それらの製品では、ご使用のオペレーティング・システムに適したインストーラを使用するようにしてください。

詳細は、Oracle Technology Network(OTN)のシステム要件と仕様のページでこのトピックに関する情報を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html






B.5 セキュリティ・アップデート

この画面を使用してMy Oracle Supportアカウント情報を入力すると、最新の製品情報およびセキュリティ・アップデートをMy Oracle Supportアカウントを通して受け取ることができます。

次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	要素	説明
	
電子メール

	
My Oracle Supportへの登録に使用した電子メール・アドレスを入力します。


	
セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取ります。

	
My Oracle Supportアカウントを持っていて、My Oracle Support経由でセキュリティ・アップデートを受け取ることを示すには、このオプションを選択します。


	
My Oracle Supportのパスワード

	
My Oracle Supportアカウントのパスワードを入力します。








セキュリティ・アップデートについて登録しない場合、またはMy Oracle Supportアカウントを持っていない場合、この画面のフィールドはすべて空白のままにします。選択の確認を求められたら、ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックします。






B.6 ソフトウェアの更新

この画面で、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を迅速かつ簡単に検索します。

次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	要素	説明
	
ソフトウェアの更新のスキップ

	
この画面をスキップする場合は、このオプションを選択します。インストーラは、現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新をチェックしません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

	
My Oracle Supportアカウントがある場合、このオプションを選択すると、インストールしようとしているソフトウェア製品に適用可能なソフトウェア更新をインストーラが自動的にMy Oracle Supportで検索します。

My Oracle Supportのアカウント名とパスワードを入力し、「更新の検索」をクリックします。

適用可能なソフトウェア更新が、インストーラによりMy Oracle Supportから自動的にダウンロードされます。

更新を検索する前に、「接続のテスト」をクリックすると、My Oracle Supportへのログイン資格証明と接続をテストできます。プロキシ・サーバーが必要な場合は、「プロキシ設定」をクリックして構成します。


	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

	
最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、更新が置かれたローカル・ディレクトリを特定する際に使用する追加のフィールドと「参照」ボタンが、インストーラによって表示されます。












B.7 インストール場所

この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を特定します。

次の表で、このページに表示されるフィールドについて説明します。




	
注意:

	
インストールのタイプによっては、ここに示すフィールドのいくつかが画面に表示されない場合があります。各Fusion Middlewareコンポーネントで、ソフトウェアをインストールする場所を決定するための要件は異なります。


	
パッチ・セットをインストールする場合、パッチが適用されるOracleホームを含む既存のMiddlewareホームを指定する必要があります。


	
Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行している場合、ディレクトリ・パスが有効で、二重の円記号(\\)が含まれていないことを確認してください。













	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホームの場所

	
このフィールドを使用して、Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリの場所を指定します。

	
アプリケーション・サーバーとしてOracle WebLogic Serverを使用する場合は、次のようにします。

Oracle Middlewareホーム・フィールドに、既存のOracle Middlewareホーム・ディレクトリの絶対パスを指定します。これはOracle WebLogic Serverのインストール時に作成されたディレクトリです。Middlewareホームのフルパスがわからない場合は「参照」をクリックしてシステム内の既存のディレクトリを選択します。


	
アプリケーション・サーバーとしてIBM WebSphereを使用する場合は、次のようにします。

「Oracle Middlewareホーム」フィールドで、Middlewareホームとして使用するディレクトリの絶対パスを指定します。このディレクトリは、IBM WebSphereインストールの場所とは無関係です。存在しないディレクトリの場所を指定すると、インストーラによってディレクトリが作成されます。





	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホーム・ディレクトリは、製品がインストールされる場所です。すべてのソフトウェア・バイナリ・ファイルがこのディレクトリに存在しており、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込むことはできません。

製品をインストールする、Oracle Middlewareホーム内のディレクトリを指定します。次の点に注意してください。

	
新しいディレクトリを指定すると、Middlewareホーム内にそのディレクトリが作成されます。


	
既存のディレクトリを指定する場合(以前のインストールが不完全で再インストールする場合など)、そのディレクトリがOracleミドルウェア・ホーム内にある必要があります。


	
Oracle Fusion Middleware Application Developerインストーラを使用する場合、すべてのバイナリ・ファイルがOracle共通ホームにインストールされます。


	
パッチ・セット・インストーラを使用する場合、インストーラによって、選択したOracleホームが選択したパッチ・セット・インストーラと互換性があるか検証されます。たとえば、Oracle Identity Management OracleホームにOracle SOA Suiteパッチ・セット・インストーラでパッチを適用することはできません。





	
WebLogicサーバーの場所

	
WebLogic Serverホームのディレクトリ名。このディレクトリは、Middlewareホーム内に自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名は、"wlserver_"にバージョン番号を付加したものです。たとえば、wlserver_10.3です。


	
Oracleインスタンスの場所

	
Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所の絶対パスを入力します。インストーラは、このフィールドに入力した場所と、「Oracleインスタンス名」フィールドに入力した名前を使用して、Oracleインスタンスのディレクトリを作成します。既存のディレクトリのパスを入力できますが、ディレクトリは空である必要があります。

コンポーネントの構成ファイルとランタイム・プロセスがOracleインスタンス・ディレクトリにインストールされます。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracleインスタンスには、システム上の任意の場所を指定できます。それは、Oracleミドルウェア・ホーム内になくてもかまいません。


	
Oracleインスタンス名

	
Oracleインスタンス・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力された名前を使用して、「Oracleインスタンスの場所」フィールドに指定された場所にOracleインスタンス・ディレクトリを作成します。このディレクトリは、一般的にORACLE_INSTANCEと呼ばれます。

インスタンス名は、Oracle Fusion Middlewareがインスタンスを一意に識別するために使用するため、重要です。複数のOracle Fusion Middlewareインスタンス(たとえば、Oracle Identity ManagementインスタンスとOracle WebLogic Serverインスタンス)を同一のコンピュータにインストールする場合、異なる名前を付ける必要があります。

Oracleインスタンスのディレクトリとして入力する名前は、次の条件を満たす必要があります。

	
英数字とアンダースコア(_)文字のみを含みます。


	
先頭は英字です(a-zまたはA-Z)。


	
4から30字です。


	
コンピュータのホスト名またはIPアドレスを含みません。





	
場所

	
Oracle Discoverer DesktopまたはOracle Discoverer Adminアプリケーションをインストールする場合、このフィールドを使用してアプリケーションがインストールされる場所を入力します。

Oracleホームの場所の絶対パスを入力します。これは、ソフトウェア・バイナリ・ファイルが格納されるディレクトリで、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込めません。指定したディレクトリは空のディレクトリか、既存のOracleホームの場所である必要があります。








MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』の「Oracle Fusion Middlewareの概念とディレクトリ構造の理解」を参照してください。






B.8 アプリケーション・サーバー

この画面を使用して、このインストールに使用するアプリケーション・サーバーを選択します。

	
Oracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合は、それがアプリケーション・サーバーとして使用されます。この画面の他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、アプリケーション・サーバー・オプションの1つを選択し、「Application Serverの場所」フィールドにその場所を指定する必要があります。


	
Middlewareホーム・ディレクトリが検出されない場合は、「WebLogic Server」オプションが非アクティブになります。「WebSphere」を選択し、「Application Serverの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を指定する必要があります。









B.9 インストールまたは構成のサマリー

この画面には、インストール・セッションまたは構成セッションでの選択内容のサマリーが表示されます。

一部のOracle Fusion Middlewareインストーラでは、インストール・プロセスの一環として製品のインストールと構成を行うことができることに注意してください。その結果、インストール・サマリー・ページは構成サマリー・ページと呼ばれることがあります。

いずれの場合も、この画面では次の情報が示されます。

	
インストールの場所


	
インストールに使用されるディスク領域の容量


	
インストール対象として選択したアプリケーション




インストールまたは構成を開始する前に、選択したオプションについてこの画面の情報を確認してください。

インストールまたは構成を開始する前に構成を変更する場合、ナビゲーション・ペインを使用して、戻って編集するインストーラ画面を選択します。

このインストールまたは構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれる)に保存する場合、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じインストールをコマンドラインから実行する場合に使用できます。詳細は、コンポーネント固有のインストレーション・ガイドのサイレント・インストールに関する項を参照してください。






B.10 インストールの進行状況

この画面は、インストールの進行状況を示します。

インストールを完了せずに終了する場合は、「取消」をクリックします。これを実行すると、インストールは不完全なままで終了します。インストールを取り消す前にインストール済になっているソフトウェア部分はシステムにそのまま残りますが、手動で削除できます。






B.11 構成の進行状況

この画面には、ソフトウェア構成の進行状況が表示されます。

この画面は、次の主要な部分から構成されます。

	
左側のナビゲーション・ペイン。インストールおよび構成プロセス全体に対する現在の進行状況を示します。


	
構成ツールのリスト。展開または縮小して、構成全体の進行状況、または各構成ツールの進行状況の詳細なリストを示します。


	
一連のコントロール・ボタン(「中止」、「再試行」および「続行」)。構成ツールが失敗した場合に使用します。


	
構成ログ・ファイルの名前と場所。


	
各構成ツールの結果のサマリー。構成ツールの失敗時に生成されるエラー・メッセージを含みます。




構成ツールを実行中にエラーが発生した場合、インストーラが構成ツールを識別し、停止して、問題について警告します。次のような処理が可能です。

	
ページの結果セクションのリストを拡張すると、生成されたエラー・メッセージを確認できます。


	
インストーラを実行したまま、別のターミナル・ウィンドウを使用して構成ログ・ファイルを確認します。


	
詳細は、インストールに関するドキュメントを参照してください。


	
可能な場合は、問題に対処し、次の表の説明に従って、コントロール・ボタンを使用して後続のアクションを決定します。





	要素	説明
	
中断

	
このボタンをクリックすると、Fusion Middlewareソフトウェアのインストールと構成が中止されます。このアクションにより、インストーラは終了します。


	
再試行

	
このボタンをクリックすると、失敗した構成ツールを再試行します。エラーを特定して対処できた場合は、このボタンを使用して構成ツールを再試行します。


	
続行

	
このボタンをクリックすると、エラーを無視して、残りの構成ツールを続行します。これは、エラーが生成された構成ツールをスキップすることと同じです。












B.12 インストール完了

この画面では、完了したインストールのサマリーが表示されます。

後で参照できるようにこの要約情報をテキスト・ファイルに保存するには、「保存」をクリックします。

一部のOracle Fusion Middlewareインストーラでは、構成情報をテキスト・ファイルに保存することもできます。

「終了」をクリックすると、画面が閉じ、インストール・セッションが終了します。









C Oracle Business Intelligenceのアンインストール画面


この章では、Oracle Business Intelligenceのアンインストール時に使用できるオプションについて説明します。

	
第C.1項「アンインストール・タイプの選択」


	
第C.2項「Weblogicドメインの詳細の指定」


	
第C.3項「管理対象インスタンスの選択」


	
第C.4項「アンインストール・サマリー」






C.1 アンインストール・タイプの選択

この画面を使用して、実行するアンインストールのタイプを選択します。


アンインストール・タイプ

インストーラを使用して、2つのアンインストール・シナリオのいずれかを選択できます。次の表は、このページのオプションの説明です。


	選択肢	結果
	
Oracleホームのアンインストール

	
現在のOracleホーム内のバイナリ・ファイルをアンインストールします。


	
WebLogicドメインにより管理されているAS Instanceのアンインストール

	
指定したWebLogicドメインによって管理されている1つ以上の管理サーバー・インスタンスをアンインストールします。












C.2 Weblogicドメインの詳細の指定

この画面を使用して、アンインストールする管理サーバー・インスタンスが含まれているWebLogicドメインの詳細を指定します。次の表は、このページのフィールドの説明です。


	フィールド	説明
	
ドメイン・ホスト名

	
管理サーバー・ドメインが存在するコンピュータのホスト名。


	
ドメインのポート番号

	
管理サーバー・ドメインが通信に使用するポート番号。


	
ユーザー名

	
管理サーバーにログインするためのユーザー名


	
「ユーザー・パスワード」

	
管理サーバーにログインするためのパスワード












C.3 管理対象インスタンスの選択

この画面を使用して、アンインストールする管理対象インスタンスを指定します。選択するインスタンスは、それらのアンインストールを開始するする前に実行されている必要があります。






C.4 アンインストール・サマリー

この画面を使用して、選択したアンインストール・オプションを確認できます。オプションを変更する場合は、そのオプションを指定する画面が表示されるまで「戻る」をクリックします。アンインストールを取り消してOracle Business Intelligence 11g インストーラを閉じるには、「取消」をクリックします。
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This graphic provides a high-level view of the Oracle Business Intelligence architecture from the perspective of an Oracle Business Intelligence domain when the Enterprise Install type is used. The Oracle Business Intelligence domain contains three main components: a WebLogic domain, Oracle Business Intelligence System Components, and a database. Each main component is represented in its own rectangle contained within the Oracle Business Intelligence Domain rectangle. The Database component rectangle contains only a database, however the WebLogic domain and Oracle Business Intelligence System Components rectangles contain several subcomponents each.


This graphic provides a high-level view of the Oracle Business Intelligence architecture from the perspective of an Oracle Business Intelligence domain when the Simple Install type is used. The Oracle Business Intelligence domain contains three main components: a WebLogic domain, Oracle Business Intelligence System Components, and a database. Each main component is represented in its own rectangle contained within the Oracle Business Intelligence Domain rectangle. The Database component rectangle contains only a database, however the WebLogic domain and Oracle Business Intelligence System Components rectangles contain several subcomponents each.


Figure 1-3 shows a typical Oracle Business Intelligence directory structure in a Fusion Middleware home. At the top of the directory structure is the Middleware home, which contains at least four subdirectories: the WebLogic Server home subdirectory, the User Projects subdirectory, the Oracle BI home subdirectory, and the instances subdirectory.
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